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はじめに

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』は、SPARC®と x86ベー
スシステムでの Sun™ Clusterデータサービスのインストールと構成について説明し
ます。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterと使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明していま
せん。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照して
ください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コン
テンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って
発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失に
ついても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

13
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第 1章

Sun Clusterデータサービスの計画

この章では、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成を計画するにあたって
のガイドラインを説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 16ページの「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
� 18ページの「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」
� 19ページの「HAStorageと HAStoragePlusの概要」
� 22ページの「データサービスのインストールと構成に関する考慮事項」
� 22ページの「ノードリストプロパティー」
� 23ページの「インストールと構成プロセスの概要」
� 25ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」

データサービス、リソースタイプ、リソース、およびリソースグループの詳細につい
ては、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

Sun Clusterソフトウェアがサービスを提供できるのは、Sun Cluster製品で提供され
るデータサービス、または、Sun ClusterデータサービスAPI (Application
Programming Interface)で作成されたデータサービスだけです。

お使いのアプリケーションに Sun Clusterデータサービスが提供されていない場合
は、そのアプリケーション用のカスタムデータサービスの開発を検討してください。
カスタムデータサービスを開発するには、Sun ClusterデータサービスAPIを使用し
ます。詳細については、『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』を
参照してください。

注 – Sun Clusterは、sendmail(1M)サブシステム用のデータサービスは提供してい
ません。sendmailサブシステムを個々のクラスタノードで実行することは可能です
が、sendmailの機能は高可用性ではありません。この制限は、sendmailのすべて
の機能 (メールの配信、メールの経路設定、待ち行列化、再試行)に適用されます。

15



Sun Clusterデータサービス構成のガイ
ドライン
この節では、Sun Clusterデータサービスを構成するためのガイドラインを説明しま
す。

データサービス固有の要件の確認
Solarisと Sun Clusterのインストールを開始する前に、すべてのデータサービスの要
件を確認します。計画に不備があった場合、インストールエラーが発生し、Solarisや
Sun Clusterソフトウェアを完全にインストールし直す必要が生じる可能性もありま
す。

たとえば、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションには、ユー
ザーがクラスタ内で使用するホスト名に関する特殊な要件があります。Sun Cluster
HA for SAPにも特殊な要件があります。Sun Clusterソフトウェアをインストールし
た後にホスト名は変更できないため、このような必要条件は Sun Clusterソフト
ウェアをインストールする前に調整しておく必要があります。

注 –一部の Sun Clusterデータサービスは、x86ベースのクラスタでは使用できませ
ん。詳細は、http://docs.sun.comで、ご使用のリリースの Sun Clusterのリリー
スノートを参照してください。

アプリケーションバイナリの格納先の決定
アプリケーションソフトウェアおよびアプリケーション構成ファイルは、次のいずれ
かの場所にインストールできます。

� 各クラスタノードのローカルディスク –ソフトウェアと構成ファイルを個々のクラ
スタノードに配置すると、次のようなメリットが得られます。あとでアプリケー
ションを更新する場合に、サービスを停止することなく実施できます。

ただし、ソフトウェアや構成ファイルの異なるコピーが存在するため、保守や管理
をするファイルが増えるという欠点があります。

� クラスタファイルシステム –アプリケーションバイナリをクラスタファイルシステ
ムに格納した場合、保守や管理をするコピーが 1つだけになります。しかし、アプ
リケーションソフトウェアをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサー
ビスを停止する必要があります。アップグレード時に多少の時間停止できるようで
あれば、アプリケーションおよび構成ファイルの 1つのコピーをクラスタファイル
システムに格納することが可能です。
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クラスタファイルシステムの作成方法については、『Sun Clusterソフトウェアの
インストール (Solaris OS版)』の「広域デバイスとクラスタファイルシステムにつ
いての計画」を参照してください。

� HAローカルファイルシステム – HAStoragePlusを使用すると、ローカルファイ
ルシステムを Sun Cluster環境に統合して、ローカルファイルシステムの可用性を
高めることができます。HAStoragePlusは、Sun Clusterでローカルファイルシ
ステムのフェイルオーバーを行うための付加的なファイルシステム機能
(チェック、マウント、強制的なマウント解除など)も提供します。フェイルオー
バーを行うには、アフィニティースイッチオーバーが有効な広域ディスクグループ
上にローカルファイルシステムが存在していなければなりません。

HAStoragePlusリソースタイプを使用する方法については、92ページの「高可
用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。

nsswitch.confファイルの内容の確認
nsswitch.confファイルは、ネームサービスの検索用の構成ファイルです。この
ファイルは次の情報を指定します。

� ネームサービスの検索に使用する Solaris環境内のデータベース
� データベースの検索順序

一部のデータサービスについては、「group」検索の対象の先頭を「files」に変更
してください。具体的には、nsswitch.confファイル内の「group」行を変更し、
「files」エントリが最初にリストされるようにします。「group」行を変更するか
どうかを判断するには、構成するデータサービスのマニュアルを参照してください。

Sun Cluster 環境用に nsswitch.conf ファイルを構成する方法の詳細については、
『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の「Sun Cluster環境の
計画」を参照してください。

クラスタファイルシステムの構成の計画
データサービスによっては、Sun Clusterの要件を満たす必要があります。特別な検討
事項が適用されるかどうかを判断するには、構成するデータサービスに関するマ
ニュアルを参照してください。

クラスタファイルシステムの作成方法については、『Sun Clusterソフトウェアのイン
ストール (Solaris OS版)』の「広域デバイスとクラスタファイルシステムについての
計画」を参照してください。

リソースタイプ HAStoragePlusを使用すると、フェイルオーバー用に構成された
Sun Cluster環境で HAローカルファイルシステムを使用できます。HAStoragePlus
リソースタイプを設定する方法については、92ページの「高可用性ローカルファイ
ルシステムの有効化」を参照してください。
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Sun Clusterの制御下で動作するよう Solaris SMF
サービスを有効にする
Sun Clusterで、Solaris Service Management Facility (SMF)と統合されるアプリケー
ション (NFSまたは DNS以外)を高可用性にする必要が生じる場合があります。障害
発生後 Sun Clusterがアプリケーションを正しく再起動またはフェイルオーバーでき
るようにするには、次のように、アプリケーションの SMFサービスインスタンスを
無効にする必要があります。

� NFSまたは DNS以外のアプリケーションの場合、アプリケーションを表す Sun
Clusterリソースのすべての潜在的主ノード上で SMFサービスインスタンスを無効
にします。

� アプリケーションの複数のインスタンスが、Sun Clusterで監視する必要があるコ
ンポーネントを共有している場合、そのアプリケーションのすべてのサービスイン
スタンスを無効にします。このようなコンポーネントの例としては、デーモン、
ファイルシステム、デバイスなどがあります。

注 –アプリケーションの SMFサービスインスタンスを無効にしないと、Solaris SMF
と Sun Clusterの両方がアプリケーションの起動とシャットダウンを制御しようとす
る場合があります。その結果、アプリケーションの動作が予測不可能になる場合があ
ります。

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

� 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「サービスインスタンスを無効にする方
法」

� 『Sun Cluster Data Service for NFSガイド (Solaris OS版)』
� 『Sun Cluster Data Service for Domain Name Service (DNS)ガイド (Solaris OS
版)』

リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係
Sun Clusterは、ディスクデバイスグループとリソースグループに関し、ノードリスト
という概念を持っています。ノードリストには、ディスクデバイスグループまたリ
ソースグループの潜在的マスターであるノードが順にリストされています。Sun
Clusterはフェイルバックポリシーを使用して、次の条件のセットに対応する Sun
Clusterの動作を決定します。

� 障害が発生しクラスタを離脱していたノードが、クラスタに再結合する。
� クラスタに再結合するノードが、現在の主ノードよりも先にノードリストに出現す
る。
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フェイルバックが Trueに設定されていると、デバイスグループまたはリソースグ
ループが現在の主ノードから、再結合したノードに切り替えられ、このノードが新し
い主ノードになります。

たとえば、ノード phys-schost-1と phys-schost-2が含まれるノードリストを
持つディスクデバイスグループ disk-group-1があり、フェイルバックポリシーが
Enabledに設定されているとします。さらに、アプリケーションデータの保持に
disk-group-1を使用する resource-group-1というフェイルオーバーリソース
グループも持っているとします。このような場合は、resource-group-1を設定す
るときに、リソースグループのノードリストに phys-schost-1と phys-schost-2
も指定し、フェイルバックポリシーを Trueに設定します。

スケーラブルリソースグループの高可用性を保証するためには、そのスケーラブル
サービスグループのノードリストをディスクデバイスグループのノードリストのスー
パーセットにします。スーパーセットにすることで、ディスクに直接接続されるノー
ドは、スケーラブルリソースグループを実行するノードになります。この利点は、
データに接続されている少なくとも 1つのクラスタノードがクラスタで起動されてい
るときに、スケーラブルリソースグループがこれらと同じノード上で実行されても、
スケーラブルサービスは利用できることです。

ディスクデバイスグループとリソースグループの関係の詳細については、『Sun
Clusterの概要 (Solaris OS版)』の「ディスクデバイスグループ」を参照してくださ
い。

ディスクデバイスグループの設定方法の詳細は、次のマニュアルを参照してくださ
い。

� 『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の「ディスクデバイ
スグループ」

� 『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の「デバイスグルー
プとリソースグループの構成例」

HAStorageと HAStoragePlusの概要
リソースタイプ HAStorageと HAStoragePlusは、次のオプションの設定に使用で
きます。

� ディスクデバイスとリソースグループの起動の順番を調整します。HAStorageま
たは HAStoragePlusリソースを含むリソースグループのそのほかのリソースが
オンラインになるのは、ディスクデバイスリソースが利用可能になったあとに限ら
れます。

� AffinityOnを Trueに設定することで、リソースグループとディスクデバイス
グループを同一ノード上に配置します。このような配置により、ディスクに負荷を
かけるデータサービスのパフォーマンスが向上します。
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また、HAStoragePlusは、マウントされていない状態であるグローバルファイルシ
ステムをマウントすることもできます。詳細については、17ページの「クラスタ
ファイルシステムの構成の計画」を参照してください。

注 – HAStorageまたは HAStoragePlusリソースがオンラインの間にデバイスグ
ループが別のノードに切り替えられた場合、AffinityOnの設定は効果がありませ
ん。リソースグループはデバイスグループとともに移行することはありません。一
方、リソースグループが別のノードに切り替わった場合、AffinityOnが Trueに設
定されていると、デバイスグループはリソースグループと一緒に新しいノードに移動
します。

ディスクデバイスグループとリソースグループ間の関係については、86ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してく
ださい。追加情報は、SUNW.HAStorage(5)と SUNW.HAStoragePlus(5)のマ
ニュアルページにあります。

VxFSなどのファイルシステムをローカルモードでマウントする方法については、92
ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。詳細
は、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページを参照してください。

データサービスが HAStorageまたは
HAStoragePlusを必要とするかどうかを確認す
る方法
次のタイプのデータサービスには、HAStorageまたは HAStoragePlusが必要で
す。

� 記憶装置に直接接続されていないノードを持つデータサービス
� ディスクに負荷をかけるデータサービス

記憶装置に直接接続されていないノードを持つデータサー
ビス
データサービスのリソースグループのノードリストにあるノードの中には、記憶装置
に直接接続されていないものがある場合があります。このような状況では、記憶装置
とデータサービス間の起動の順番を調整する必要があります。この要件を満たすに
は、リソースグループを次のように構成します。

� リソースグループで HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースを構
成します。

� そのほかのデータサービスリソースの依存性を HAStorageリソースまたは
HAStoragePlusリソースに設定します。
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ディスクに負荷をかけるデータサービス
Sun Cluster HA for Oracleや Sun Cluster HA for NFSなど、データサービスの中には
ディスクに負荷をかけるものがあります。ディスクに負荷をかけるデータサービスの
場合、リソースグループとディスクデバイスグループを同じノード上に配置します。
この要件を満たすには、次の作業を行います。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをデータリソースグループ
に追加します。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをオンラインに切り替えま
す。

� データサービスリソースの依存性を HAStorageリソースまたは HAStoragePlus
リソースに設定します。

� AffinityOnを Trueに設定します。

注 –フェイルバック設定は、リソースグループとデバイスグループで同一にする必要
があります。

データサービスの中にはディスクに負荷をかけないものもあります。たとえば Sun
Cluster HA for DNSは、起動時にファイルをすべて読み込むため、ディスクに負荷を
かけません。データサービスがディスクに負荷をかけない場合、HAStorageリソー
スタイプまたは HAStoragePlusリソースタイプの構成を省略することもできます。

HAStorageまたは HAStoragePlusの選択
データサービスリソースグループ内で HAStorageリソースと HAStoragePlusリ
ソースのどちらを作成すべきかを決定するには、以下の基準を考慮してください。

� Sun Cluster 3.0 5/02または Sun Cluster 3.1を使用している場合は、
HAStoragePlusを使用してください。

� Sun Cluster 3.0 12/01以前を使用している場合は、HAStorageを使用してくださ
い。

注 –フェイルオーバー用に構成された Sun Cluster環境にローカルにファイルシステ
ムを統合するには、HAStoragePlusリソースタイプを使用します。詳細について
は、17ページの「クラスタファイルシステムの構成の計画」を参照してください。
Sun Cluster 3.0 12/01またはそれ以前を使用している場合は、まず Sun Cluster 3.0
5/02または Sun Cluster 3.1にアップグレードする必要があります。
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データサービスのインストールと構成に
関する考慮事項
この節の情報は、データサービスのインストールまたは構成について計画する場合に
利用してください。これらの情報に目を通すことで、ユーザーの決定がデータサービ
スのインストールと構成に及ぼす影響について理解できるでしょう。特定のデータ
サービスについては、そのデータサービスのマニュアルを参照してください。

� ディスク障害時の入出力サブシステム内の再試行により、データサービスがディス
クに負荷をかけるアプリケーションには、遅延が生じることがあります。ディスク
に負荷をかけるデータサービスは入出力中心で、クラスタで多数のディスクを構成
しています。入出力サブシステムが再試行し、障害から回復するまで、数分かかる
こともあります。この遅延によって、最終的にディスクが自分自身で回復したとし
ても、Sun Clusterがアプリケーションを別のノードにフェイルオーバーすること
があります。このような場合のフェイルオーバーを回避するには、データサービス
のデフォルトの検証タイムアウト値を増やしてみてください。データサービスのタ
イムアウトについての詳細や、タイムアウト値を増やす方法については、ご購入先
にお問い合わせください。

� よりよいパフォーマンスを保つために、ストレージに直結されたクラスタノードに
データサービスをインストールし、構成してください。

� クラスタノード上で動作するクライアントアプリケーションは、HAデータサービ
スの論理 IPアドレスにマッピングしてはなりません。フェイルオーバー後、この
ような論理 IPアドレスは存在しなくなり、クライアントが切断されたままになる
可能性があります。

ノードリストプロパティー
データサービスを構成するときに、次のノードリストプロパティーを指定できます。

� installed_nodesプロパティー
� nodelistプロパティー
� auxnodelistプロパティー

installed_nodesプロパティー
installed_nodesプロパティーは、データサービスのリソースタイプのプロパ
ティーです。このプロパティーには、リソースタイプがインストールされ、実行が有
効になるクラスタノード名の一覧が含まれます。
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nodelistプロパティー
nodelistプロパティーは、リソースグループのプロパティーです。このプロパ
ティーは、優先順位に基づいて、グループをオンラインにできるクラスタノード名の
リストを指定します。これらのノードは、リソースグループの潜在的主ノードまたは
マスターです。フェイルオーバーサービスについては、リソースグループノードリス
トを 1つだけ設定します。スケーラブルサービスの場合は、2つのリソースグループ
を設定するため、ノードリストも 2つ必要になります。一方のリソースグループと
ノードリストには、共有アドレスをホストするノードが含まれます。このノードリス
トは、スケーラブルリソースが依存するフェイルオーバーリソースグループを構成し
ます。もう一方のリソースグループとそのノードリストは、アプリケーションリソー
スをホストするノードを識別します。アプリケーションリソースは、共有アドレスに
依存します。共有アドレスを含むリソースグループ用のノードリストは、アプリケー
ションリソース用のノードリストのスーパーセットになる必要があるためです。

auxnodelistプロパティー
auxnodelistプロパティーは、共有アドレスリソースのプロパティーです。このプ
ロパティは、クラスタノードを識別する物理ノード IDの一覧が含まれます。このク
ラスタノードは共有アドレスをホストできますが、フェイルオーバー時に主ノードに
なることはありません。これらのノードは、リソースグループのノードリストで識別
されるノードとは、相互に排他的な関係になります。このノードリストは、スケーラ
ブルサービスにのみ適用されます。詳細については、scrgadm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

インストールと構成プロセスの概要
データサービスをインストールして構成するには、次の手順を使用します。

� パッケージが提供されているインストールメディアから、データサービスパッケー
ジをインストールします。

� Sun Cluster CD-ROM
� Sun Cluster Agents CD-ROM

� クラスタ環境で実行するアプリケーションをインストールして構成する。

� データサービスが使用するリソースおよびリソースグループを構成する。データ
サービスを構成するときは、リソースグループマネージャー (RGM)によって管理
される、リソースタイプ、リソース、リソースグループを指定します。これらの手
順は、各データサービスに関するマニュアルで説明されています。

データサービスのインストールと構成を開始する前に、『Sun Clusterソフトウェアの
インストール (Solaris OS版)』を参照してください。このマニュアルには次の作業に
関する手順が説明されています。
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� データサービスソフトウェアパッケージのインストール

� ネットワークリソースが使用する Internet Protocol Network Multipathing (IP
Networking Multipathing)グループの構成

注 –以下のデータサービスのインストールと構成には、SunPlex™ Managerを使用で
きます。Sun Cluster HA for Oracle、Sun Cluster HA for Sun Java™ System Web
Server、Sun Cluster HA for Sun Java System Directory Server、Sun Cluster HA for
Apache、Sun Cluster HA for DNS、および Sun Cluster HA for NFS。詳細について
は、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の作業の流れ
次の表に、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成作業の概要を示します。
作業手順の詳細が記載されている参照先も示します。

表 1–1 Sun Clusterデータサービスをインストールおよび構成するための作業

作業 参照先

Solarisと Sun Clusterソフトウェア
のインストール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』

IPネットワークマルチパスグループ
の設定

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』

多重ホストディスクの設定 『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』

リソースとリソースグループの計画 付録 C

アプリケーションバイナリの格納先
の決定 (nsswitch.confの構成)

16ページの「アプリケーションバイナリの格納先の決
定」

17ページの「nsswitch.confファイルの内容の確
認」

アプリケーションソフトウェアのイ
ンストールと構成

該当する Sun Clusterデータサービスブック

データサービスソフトウェア
パッケージのインストール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』または該当する Sun Clusterデータサービス
ブック

データサービスの登録と構成 該当する Sun Clusterデータサービスブック
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フェイルオーバーデータサービスの構成例
この例では、Oracleアプリケーション用のフェイルオーバーデータサービスが必要と
する、リソースタイプ、リソース、リソースグループを設定する方法を紹介します。
Oracleアプリケーション用のデータサービスを構成する手順の詳細については、
『Sun Cluster Data Service for Oracleガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

この例とスケーラブルデータサービスの例の主な相違点は、次のとおりです。ネット
ワークリソースを含むフェイルオーバーリソースグループに加え、スケーラブルデー
タサービスには、アプリケーションリソース用の独立したリソースグループ (スケー
ラブルリソースグループ)が必要です。

Oracleアプリケーションは、サーバーとリスナーの 2つのコンポーネントを持ちま
す。Sunは Sun Cluster HA for Oracleデータサービスを提供しているため、これらの
コンポーネントはすでに Sun Clusterリソースタイプに対応付けられています。これ
ら両方のリソースタイプが、リソースとリソースグループに関連付けられます。

この例は、フェイルオーバーデータサービスの例なので、論理ホスト名ネットワーク
リソースを使用し、主ノードから二次ノードにフェイルオーバーする IPアドレスを使
用します。フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソースを入れ、
Oracleサーバーリソースとリスナーリソースを同じリソースグループに入れます。こ
の順に入れることで、フェイルオーバーを行うすべてのリソースが 1つのグループに
なります。

Sun Cluster HA for Oracleをクラスタ上で実行するには、次のオブジェクトを定義す
る必要があります。

� LogicalHostnameリソースタイプ –このリソースタイプは組み込まれているた
め、明示的に登録する必要はありません。

� Oracleリソースタイプ – Sun Cluster HA for Oracleは、2つの Oracleリソースタ
イプ (データベースサーバーとリスナー)を定義します。

� 論理ホスト名リソース –これらのリソースは、ノードで障害が発生した場合に
フェイルオーバーする IPアドレスをホストします。

� Oracleリソース – Sun Cluster HA for Oracle—用に 2つのリソースインスタンス
(サーバーとリスナー)を指定する必要があります。

� フェイルオーバーリソースグループ – 1つのグループでフェイルオーバーを行う、
Oracleサーバーとリスナー、および論理ホスト名リソースで構成されています。

データサービスリソースを管理するため
のツール
この節では、インストールや構成の作業に使用するツールについて説明します。
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SunPlex Managerグラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)
SunPlex Managerは、次の作業を実行できるWebベースのツールです。

� クラスタのインストール
� クラスタの管理
� リソースやリソースグループの作成と構成
� Sun Clusterソフトウェアを使ったデータサービスの構成

SunPlex Managerを使用してクラスタソフトウェアをインストールする方法について
は、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してくださ
い。管理作業については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してくださ
い。

SPARC: Sun Management Center GUI用の Sun
Clusterモジュール
Sun Clusterモジュールを使用すると、クラスタの監視やリソースおよびリソースグ
ループに対する処理の一部を Sun Management Center GUIから行えます。Sun
Clusterモジュールのインストールの要件と手順については、『Sun Clusterソフト
ウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。Sun Management
Centerに関する詳細が説明されている Sun Management Centerソフトウェアマ
ニュアルのセットを参照するには、http://docs.sun.comにアクセスしてくださ
い。

scsetupユーティリティー
scsetup(1M)ユーティリティーは、メニュー主導型のインタフェースで、Sun
Clusterの一般的な管理に使用できます。このユーティリティーは、さらに、データ
サービスのリソースやリソースグループの構成にも使用できます。この場合には、
scsetupのメインメニューからオプション 2を選択して、「Resource Group
Manager」というサブメニューを起動してください。

scrgadmコマンド
scrgadmコマンドにより、データサービスリソースの登録や構成を行うことができま
す。データサービスの登録と構成の方法については、データサービスのブックを参照
してください。たとえば Sun Cluster HA for Oracleを使用する場合は、『Sun Cluster
Data Service for Oracleガイド (Solaris OS版)』の「Sun Cluster HA for Oracleの登録
と構成」の手順を参照してください。

scrgadmコマンドを使用してデータサービスリソースを管理する方法の詳細について
は、次のマニュアルを参照してください。
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� 第 2章
� scrgadm(1M)のマニュアルページ

データサービスリソースを管理するためのツール
の作業ごとの概要
次の表に、データサービスリソースを管理するために使用できるツール (コマンド行
以外)を作業ごとに示します。これらの作業の詳細や、関連する手順をコマンド行か
ら行う方法については、第 2章を参照してください。

表 1–2データサービスリソースを管理するためのツール

作業 SunPlex Manager
SPARC:Sun
Management Center

scsetupユーティリ
ティー

リソースタイプを登録する Yes 不可 Yes

リソースグループを作成 Yes 不可 Yes

リソースグループへソースを追加す
る

Yes 不可 Yes

リソースグループをオンラインにす
る

Yes Yes 不可

リソースグループを削除 Yes Yes 不可

リソースを削除する Yes Yes 不可

リソースグループの現在の主ノード
を切り替える

Yes 不可 不可

リソースを使用不可にする Yes Yes 不可

無効なリソースのリソースグループ
を非管理状態にする

Yes 不可 不可

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

Yes Yes 不可

リソースプロパティを変更する Yes 不可 不可

リソースの STOP_FAILEDエラー
フラグを消去する

Yes 不可 不可

ノードをリソースグループに追加す
る

Yes 不可 不可
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第 2章

データサービスリソースの管理

この章では、scrgadm(1M)コマンドを使って、クラスタ内でリソースや、リソース
グループ、リソースタイプを管理する手順を説明します。そのほかのツールを使用し
て手順を完了できるかどうかを判断するには、25ページの「データサービスリソース
を管理するためのツール」を参照してください。

リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースの概要については、第 1章およ
び『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 30ページの「データサービスリソースの管理作業の概要」
� 33ページの「Sun Clusterデータサービスの構成と管理」
� 33ページの「リソースタイプの登録」
� 34ページの「リソースタイプの更新」
� 41ページの「リソースタイプのダウングレード」
� 42ページの「リソースグループの作成」
� 46ページの「リソースグループへのリソースの追加」
� 54ページの「リソースグループをオンラインにする」
� 56ページの「リソースモニターの無効化と有効化」
� 57ページの「リソースタイプの削除」
� 59ページの「リソースグループの削除」
� 60ページの「リソースの削除」
� 61ページの「リソースグループの主ノードの切り替え」
� 64ページの「リソースの無効化とリソースグループの UNMANAGED状態への移
行」

� 66ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソース構成情報の表示」
� 67ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロパティーの変
更」

� 72ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグの消去」
� 74ページの「事前登録されているリソースタイプのアップグレード」
� 75ページの「事前登録されているリソースタイプを誤って削除した後の再登録」
� 76ページの「リソースグループへのノードの追加と削除」
� 86ページの「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」
� 89ページの「HAStorageから HAStoragePlusへのアップグレード」
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� 92ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」
� 96ページの「高可用性ファイルシステムのリソースをオンラインのままで変更す
る」

� 103ページの「HAStoragePlusリソースタイプのアップグレード」
� 104ページの「オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する」
� 113ページの「重要ではないリソースグループをオフロードすることによるノード
リソースの解放」

� 118ページの「リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースの構成データ
を複製およびアップグレードする」

� 120ページの「Sun Clusterデータサービス用に障害モニターを調整する」

データサービスリソースの管理作業の概
要
次の表に、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成作業の概要を示します。
作業手順の詳細が記載されている参照先も示します。

表 2–1データサービスリソースを管理するための作業

タスク 参照先

リソースタイプを登録する 33ページの「リソースタイプを登録する」

リソースタイプをアップグレードす
る

36ページの「既存のリソースを新バージョンのリソー
スタイプに移行する」

35ページの「アップグレードされたリソースタイプを
インストールして登録する」

フェイルオーバーリソースグループ
またはスケーラブルリソースグルー
プの作成

43ページの「フェイルオーバーリソースグループを作
成する」

44ページの「スケーラブルリソースグループを作成す
る」

論理ホスト名または共有アドレス、
データサービスリソースをリソース
グループに追加する

46ページの「論理ホスト名リソースをリソースグルー
プに追加する」

48ページの「共有アドレスリソースをリソースグルー
プに追加する」

50ページの「フェイルオーバーアプリケーションリ
ソースをリソースグループに追加する」

52ページの「スケーラブルアプリケーションリソース
をリソースグループに追加する」
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表 2–1データサービスリソースを管理するための作業 (続き)
タスク 参照先

リソースとリソースモニターを有効
にし、リソースグループを管理し、
リソースグループおよび関連するリ
ソースをオンラインにする

54ページの「リソースグループをオンラインにする」

リソース自体とは関係なく、リソー
スモニターだけを無効または有効に
する

56ページの「リソース障害モニターを無効にする」

57ページの「リソース障害モニターを有効にする」

クラスタからリソースタイプを削除
する

58ページの「リソースタイプを削除する」

クラスタからリソースグループを削
除する

59ページの「リソースグループを削除する」

リソースグループからリソースを削
除する

61ページの「リソースを削除する」

リソースグループの稼動系を切り替
える

62ページの「リソースグループの主ノードを切り替え
る」

リソースを無効にし、そのリソース
グループをUNMANAGEDに移行す
る

64ページの「リソースを無効にしてリソースグループ
を UNMANAGED状態に移行する。」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

66ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースプロパティーの変更

67ページの「リソースタイププロパティーを変更す
る」

69ページの「リソースグループプロパティーを変更す
る」

70ページの「リソースプロパティーを変更する」

失敗したリソースグループマネー
ジャー (RGM)プロセスのエラーフラ
グの消去

72ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
を消去する」

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressの再登録

76ページの「事前登録されているリソースタイプを
誤って削除した後に再登録する」

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressのアップグレード

34ページの「リソースタイプの更新」

74ページの「事前登録されているリソースタイプの
アップグレード」

ネットワークリソースのネットワー
クインタフェース IDリストの更新
と、リソースグループのノードリス
トの更新

77ページの「リソースグループにノードを追加する」
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表 2–1データサービスリソースを管理するための作業 (続き)
タスク 参照先

リソースグループからノードを削除
する

80ページの「リソースグループからノードを削除す
る」

リソースグループとディスクデバイ
スグループ間で起動の同期をとるた
めに、リソースグループの
HAStorageまたは
HAStoragePlusを設定する

86ページの「新しいリソース用に HAStorageリソー
スタイプを設定する」

ディスク入出力負荷が高いフェイル
オーバーデータサービスに対応する
ように、HAStoragePlusを設定し
てローカルファイルシステムの可用
性を高める

94ページの「NFSエクスポートファイルシステム用に
HAStoragePlusリソースタイプを設定する」

高可用性ファイルシステムのリソー
スをオンラインのままで変更する

96ページの「高可用性ファイルシステムのリソースを
オンラインのままで変更する」

HAStoragePlusリソースタイプを
アップグレードする

34ページの「リソースタイプの更新」

103ページの「HAStoragePlusリソースタイプの
アップグレード」

リソースグループをオンラインのま
までクラスタノード間で分散する

104ページの「オンラインのリソースグループをクラス
タノード間で分散する」

重要なデータサービスのためにノー
ドを自動的に開放するようにリソー
スタイプを設定する

114ページの「RGOffloadリソースを設定する」

リソースグループ、リソースタイ
プ、およびリソースの構成データを
複製およびアップグレードする

118ページの「リソースグループ、リソースタイプ、お
よびリソースの構成データを複製およびアップグレー
ドする」

Sun Clusterデータベース用に障害モ
ニターを調整する

120ページの「Sun Clusterデータサービス用に障害モ
ニターを調整する」

注 –この章の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用し、これらの作業を完了する
方法について解説します。これ以外のツールを使ってリソースを管理することもでき
ます。このようなオプションの詳細については、25ページの「データサービスリソー
スを管理するためのツール」を参照してください。
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Sun Clusterデータサービスの構成と管
理
Sun Clusterデータサービスの構成には次の作業が必要です。

� リソースタイプの登録
� リソースタイプのアップグレード
� リソースグループの作成
� リソースグループへのリソースの追加
� リソースをオンラインにする

データサービスの構成を変更するには、初期構成が終わった後で次の各手順を使用し
ます。たとえば、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースプロパティー
を変更するには、67ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロ
パティーの変更」に進みます。

リソースタイプの登録
リソースタイプは、指定されたタイプのすべてのリソースに適用される共通のプロパ
ティーとコールバックメソッドの仕様を提供します。リソースタイプは、そのタイプ
のリソースを作成する前に登録する必要があります。リソースタイプの詳細について
は、第 1章を参照してください。

� リソースタイプを登録する

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

登録するリソースタイプに名前が付けられていることを確認します。リソースタイプ
の名前はデータサービス名の省略型です。Sun Clusterに標準添付されているデータ
サービスのリソースタイプ名の詳細は、Sun Clusterのリリースノートを参照してくだ
さい。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t resource-type

始める前に
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-a 指定したリソースタイプを追加します。

-t resource-type 追加するリソースタイプの名前を指定します。指定する事前定
義済みの名前を判別するには、Sun Clusterのリリースノート
を参照してください。

3. 登録されたリソースタイプを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

リソースタイプの登録

次の例では、Sun Cluster構成の Sun Java System Web Serverアプリケーションを表
す SUNW.iwsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.iws
# scrgadm -pv -t SUNW.iws
リソースタイプ 名前: SUNW.iws
(SUNW.iws) リソースタイプ 説明: None registered
(SUNW.iws) リソースタイプ ベースディレクトリ: /opt/SUNWschtt/bin
(SUNW.iws) リソースタイプ 単一のインスタンス: False
(SUNW.iws) リソースタイプ 初期ノード: All potential masters
(SUNW.iws) リソースタイプ フェイルオーバー: False
(SUNW.iws) リソースタイプ バージョン: 1.0
(SUNW.iws) リソースタイプ API バージョン: 2
(SUNW.iws) リソースタイプ ノードにインストールされている: All

(SUNW.iws) リソースタイプ パッケージ: SUNWschtt

リソースタイプを登録したあと、リソースグループを作成し、リソースをそのリソー
スグループに追加できます。詳細は、42ページの「リソースグループの作成」を参
照してください。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

リソースタイプの更新
リソースタイプをアップグレードすると、新しいバージョンのリソースタイプで導入
された新機能を使用できるようになります。新バージョンのリソースタイプは、次の
点で旧バージョンと異なっている可能性があります。

� リソースタイププロパティーのデフォルト設定が変更されている場合がある。

� リソースタイプの新しい拡張プロパティーが導入されている場合がある。

� リソースタイプの既存の拡張プロパティーがなくなっている場合がある。

例 2–1

次の手順

参照
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� リソースタイプに対して宣言されている標準プロパティーのセットが変更される場
合がある。

� min、 max、arraymin、arraymax、default、および tunability などのリ
ソースプロパティーの属性が変更される場合がある。

� 宣言済みメソッドのセットが異なる場合がある。

� メソッドまたは障害モニターの実装が変更される場合がある。

リソースタイプのアップグレードには、次の各節で説明されている作業が必要です。

1. 35ページの「アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録す
る」

2. 36ページの「既存のリソースを新バージョンのリソースタイプに移行する」

� アップグレードされたリソースタイプをインス
トールして登録する
次の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用してこの作業を実行する方法を説明し
ます。ただし、この作業を行うには、scrgadmコマンドを使用する方法以外もありま
す。scrgadmコマンドを使用する代わりに、SunPlex Managerや、scsetup(1M)コ
マンドの Resource Groupオプションを使用してこの作業を実行することもできま
す。

ノードにアップグレードパッケージをインストールする前にどのような作業を行わな
ければならないかを判断するには、リソースタイプのドキュメントを参照してくださ
い。次のリストのいずれかのアクションが必要です。

� 非クラスタモードでノードを再起動する。

� ノードをクラスタモードで動作させ続け、リソースタイプのすべてのインスタンス
の監視をオフにする。

� ノードをクラスタモードで動作させ続け、リソースタイプのすべてのインスタンス
に対して監視をオンのままにする。

非クラスタモードでノードを再起動する必要がある場合、ローリングアップグレード
を実行することでサービスが失われるのを防止します。順次アップグレードでは、残
りのノードをクラスタモードで動作させ続けながら、各ノードでパッケージを個別に
インストールします。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

2. リソースタイプのインスタンスをオンラインにするすべてのクラスタノード上で、
リソースタイプアップグレード用のパッケージをインストールします。

3. 新しいバージョンのリソースタイプを登録します。

始める前に
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正しいバージョンのリソースタイプを登録するには、次の情報を指定する必要があ
ります。

� リソースタイプ名
� リソースタイプを定義するリソースタイプ登録 (RTR)ファイル

# scrgadm -a -t resource-type-name -f path-to-new-rtr-file

リソースタイプ名の形式は次のとおりです。

vendor-id.base-rt-name:rt-version

この形式の詳細については、161ページの「リソースタイプ名の形式」を参照して
ください。

4. 新しく登録されたリソースタイプを表示します。

# scrgadm -pv -t resource-type-name

5. 必要に応じて、Installed_nodesプロパティーを、リソースタイプアップグ
レード用のパッケージがインストールされるノードに設定します。

リソースタイプアップグレード用のパッケージが一部のクラスタノードでインス
トールされていない場合、この手順を実行する必要があります。

リソースタイプのインスタンスを含むすべてのリソースグループの nodelist プ
ロパティーは、リソースタイプの Installed_nodesプロパティーのサブセット
である必要があります。

# scrgadm -c -t resource-type -h installed-node-list

� 既存のリソースを新バージョンのリソースタイプ
に移行する
次の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用してこの作業を実行する方法を説明し
ます。ただし、この作業を行うには、scrgadmコマンドを使用する方法以外もありま
す。scrgadmコマンドを使用する代わりに、SunPlex Managerや、scsetup(1M)コ
マンドの Resource Groupオプションを使用してこの作業を実行することもできま
す。

リソースを新しいバージョンのリソースタイプに移行できる時点を判断するには、リ
ソースタイプをアップグレードするための手順を参照してください。

� 任意の時点 (Anytime)
� リソースが監視されていないときのみ
� リソースがオフラインのときのみ
� リソースが無効のときのみ
� リソースグループが管理されていないときのみ

始める前に
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指示では、既存のバージョンのリソースをアップグレードできないことが規定されて
いる場合があります。リソースを移行できない場合は、次の代替策を検討してくださ
い。

� リソースを削除し、アップグレードされたバージョンの新しいリソースに置き換え
る

� リソースタイプの古いバージョンでリソースから離脱する

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

2. 移行するリソースタイプの各リソースに関して、リソースまたはリソースグループ
の状態を適切な状態に変更します。

� 任意の時点でリソースを移行できる場合、アクションは必要ありません。

� リソースが監視されていない場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコ
マンドを入力します。

# scswitch -M -n -j resource

� リソースがオフラインである場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコ
マンドを入力します。

# scswitch -n -j resource

注 –移行するリソースにそのほかのリソースが依存している場合、この手順は
失敗します。このような場合は、出力されるエラーメッセージを参照して、依
存しているリソースの名前を判別します。続いて、移行するリソースと依存す
るリソースを含むコンマ区切りリストを指定して、この手順を繰り返します。

� リソースが無効である場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコマンド
を入力します。

# scswitch -n -j resource

注 –移行するリソースにそのほかのリソースが依存している場合、この手順は
失敗します。このような場合は、出力されるエラーメッセージを参照して、依
存しているリソースの名前を判別します。続いて、移行するリソースと依存す
るリソースを含むコンマ区切りリストを指定して、この手順を繰り返します。

� リソースグループが管理されていない場合にのみリソースを移行できる場合
は、次のコマンドを入力します。

# scswitch -n -j resource-list
# scswitch -F -g resource-group
# scswitch -u -g resource-group

手順
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上記コマンドの各項目の意味は次のとおりです。

resource-list 管理されていないリソースグループにあるすべてのリソースの
コンマ区切りリストを指定します。

resource-group 管理されていないリソースグループを指定します。

注 – resource-listでは任意の順序でリソースを指定できます。scswitchコマン
ドにより、resource-listでの順序に関係なく、リソース間の依存関係を満たすの
に必要な順序でリソースが無効になります。

3. 移行するリソースタイプのリソースごとに、Type_versionプロパティーを新
バージョンに変更します。

必要に応じて、同じコマンドで、同じリソースのそのほかのプロパティーを適切な
値に設定します。これらのプロパティーを設定するには、コマンドで追加の -xオ
プションまたは -yオプションを指定します。

そのほかのプロパティーを設定する必要があるかどうかを判別するには、リソース
タイプをアップグレードするための手順を参照してください。次の理由により、そ
のほかのプロパティーを設定しなければならない場合があります。

� 新しいバージョンのリソースタイプに拡張プロパティーが導入されている。

� 既存のプロパティーのデフォルト値が、新しいバージョンのリソースタイプに
おいて変更されている。

# scrgadm -c -j resource -y Type_version=new-version \

[-x extension-property=new-value][ -y standard-property=new-value]

注 –既存のバージョンのリソースタイプが、新しいバージョンへのアップグレード
をサポートしていない場合、この手順は失敗します。

4. 手順 2で入力したコマンドを逆にすることで、リソースまたはリソースグループの
以前の状態を回復します。

� 任意の時点でリソースを移行できる場合、アクションは必要ありません。

注 –いつでも移行できるリソースを移行した後、リソースの検証により、リ
ソースタイプのバージョンが正しく表示されないことがあります。このような
状況が発生した場合、リソースの障害モニターを一度無効にし、有効にし直す
ると、リソースの検証において、リソースタイプのバージョンが正しく表示さ
れます。

38 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



� リソースが監視されていない場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコ
マンドを入力します。

# scswitch -M -e -j resource

� リソースがオフラインである場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコ
マンドを入力します。

# scswitch -e -j resource

注 –手順 2で、移行するリソースに依存するそのほかのリソースを無効にした
場合、依存するリソースも有効にします。

� リソースが無効である場合にのみリソースを移行できる場合は、次のコマンド
を入力します。

# scswitch -e -j resource

注 –手順 2で、移行するリソースに依存するそのほかのリソースを無効にした
場合、依存するリソースも有効にします。

� リソースグループが管理されていない場合にのみリソースを移行できる場合
は、次のコマンドを入力します。

# scswitch -e -j resource-list
# scswitch -o -g resource-group
# scswitch -z -g resource-group

オフラインである場合にのみ移行可能なリソースの移行

この例では、リソースがオフラインである場合にのみ移行可能なリソースの移行を示
します。新しいリソースタイプパッケージには、新しいパスにあるメソッドが含まれ
ています。インストール時にメソッドは上書きされないため、アップグレードされた
リソースタイプのインストールが完了するまでリソースを無効にする必要はありませ
ん。

この例のリソースには次のような特徴があります。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である。

� リソース名は myresourceである。

� リソースタイプ名は myrtである。

� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配備されている。

� 移行されるリソースに対する依存関係は存在しない。

例 2–2
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� 所属しているリソースグループをオンラインの状態にしたまま、移行の対象となる
リソースをオフラインに切り替えることができる。

この例では、サプライヤの指示に従って、アップグレードパッケージがすでにすべて
のクラスタノードでインストールされていると仮定されています。

# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scswitch -n -j myresource
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -e -j myresource

監視対象外である場合にのみ移行可能なリソースの移行

この例では、リソースが監視対象外である場合にのみ移行可能なリソースの移行を示
します。新しいリソースタイプパッケージには、モニターと RTRファイルしか含まれ
ていません。モニターはインストール時に上書きされるため、アップグレード
パッケージをインストールする前にリソースの監視を無効にする必要があります。

この例のリソースには次のような特徴があります。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である。
� リソース名は myresourceである。
� リソースタイプ名は myrtである。
� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配備されている

この例では、次の操作が実行されます。

1. アップグレードパッケージをインストールする前に、次のコマンドを実行してリ
ソースの監視を無効にします。

# scswitch -M -n -j myresource

2. サプライヤの指示に従って、アップグレードパッケージはすべてのクラスタノード
にインストールされます。

3. 新しいバージョンのリソースタイプを登録するには、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt

4. Type_versionプロパティーを新しいバージョンに変更するには、次のコマンド
を実行します。

# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

5. 移行後リソースの監視を有効にするには、次のコマンドを実行します。

# scswitch -M -e -j myresource

例 2–3
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リソースタイプのダウングレード
リソースをダウングレードして古いバージョンのリソースタイプにすることができま
す。リソースを古いバージョンのリソースタイプにダウングレードするための条件
は、新しいバージョンのリソースタイプにアップグレードするための条件よりも厳し
くなります。リソースを含むリソースグループを管理対象外にする必要があります。

� 古いバージョンのリソースタイプにダウングレー
ドする方法
次の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用してこの作業を実行する方法を説明し
ます。ただし、この作業を行うには、scrgadmコマンドを使用する方法以外もありま
す。scrgadmコマンドを使用する代わりに、SunPlex Managerや、scsetup(1M)コ
マンドの Resource Groupオプションを使用してこの作業を実行することもできま
す。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

2. ダウングレードするリソースを含むリソースグループをオフラインに切り替えま
す。

scswitch -F -g resource-group

3. ダウングレードするリソースを含むリソースグループのすべてのリソースを無効に
します。

scswitch -n -j resource-list

注 – resource-listでは任意の順序でリソースを指定できます。scswitchコマンド
により、resource-listでの順序に関係なく、リソース間の依存関係を満たすのに必
要な順序でリソースが無効になります。

resource-listのリソースにほかのリソースが依存している場合、この手順は失敗し
ます。このような場合は、出力されるエラーメッセージを参照して、依存している
リソースの名前を判別します。続いて、最初に指定したリソースと依存するリソー
スを含むコンマ区切りリストを指定して、この手順を繰り返します。

4. ダウングレードするリソースを含むリソースグループの管理を解除します。

scswitch -u -g resource-group

手順
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5. 必要に応じて、ダウングレード先の古いバージョンのリソースタイプを再登録しま
す。

ダウングレード先のバージョンがもう登録されていない場合にのみ、この手順を実
行します。ダウングレード先のバージョンがまだ登録されている場合は、この手順
を省略します。

scrgadm -a -t resource-type-name

6. ダウングレードするリソースに対して、Type_versionプロパティーをダウング
レード先の古いバージョンに設定します。

必要に応じて、同じコマンドを使って、同じリソースのその他のプロパティーに適
切な値を設定します。

scrgadm -c -j resource-todowngrade -y Type_version=old-version

7. 手順 3で無効にしたすべてのリソースを有効にします。

# scswitch -e -j resource-list

8. ダウングレードしたリソースを含むリソースグループを管理状態にします。

# scswitch -o -g resource-group

9. ダウングレードしたリソースを含むリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -z -g resource-group

リソースグループの作成
リソースグループには、一連のリソースが含まれており、これらすべてのリソースは
指定のノードまたはノード群で共にオンラインまたはオフラインになります。リソー
スを配置する前に、空のリソースグループを作成します。

リソースグループには、フェイルオーバーとスケーラブルの 2つの種類があります。
フェイルオーバーリソースグループの場合、同時にオンラインにできるのは 1つの
ノードでのみです。一方、スケーラブルリソースグループの場合は、同時に複数の
ノードでオンラインにできます。

以下の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用し、データサービスを登録、構成す
る方法について解説します。

リソースグループの概念については、第 1章および『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。
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� フェイルオーバーリソースグループを作成する
フェイルオーバーリソースグループには、次の種類のリソースが含まれています。

� ネットワークアドレスリソース (組み込みリソースタイプ LogicalHostnameお
よび SharedAddressのインスタンス)

� フェイルオーバーリソース (フェイルオーバーデータサービスのデータサービスア
プリケーションリソース)

ネットワークアドレスリソースと依存するデータサービスリソースは、データサービ
スがフェイルオーバーまたはスイッチオーバーする場合に、クラスタノード間を移動
します。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 指定したリソースグループを追加します。

-g resource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定し
ます。任意の名前の先頭文字はASCIIにする必要がありま
す。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの順位リスト
を指定します (省略可能)。このリストを指定しない場合は、
デフォルトでクラスタ内のすべてのノードになります。

3. リソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

フェイルオーバーリソースグループの作成

次に、 2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でマスターできるフェイ
ルオーバーリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 1

手順
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(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 1
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ mode: Failover
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

フェイルオーバーリソースグループを作成した後で、そのリソースグループにアプリ
ケーションリソースを追加できます。手順については、46ページの「リソースグ
ループへのリソースの追加」を参照してください。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

� スケーラブルリソースグループを作成する
スケーラブルリソースグループは、スケーラブルサービスと共に使用されます。共有
アドレス機能は、スケーラブルサービスの多数のインスタンスを 1つのサービスとし
て扱える Sun Clusterのネットワーキング機能です。まず、スケーラブルリソースが
依存する共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループを作成しなければな
りません。次にスケーラブルリソースグループを作成し、そのグループにスケーラブ
ルリソースを追加します。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルリソースが使用する共有アドレスを保持するフェイルオーバーリソー
スグループを作成します。

3. スケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m \
-y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=depend-resource-group \

-h nodelist]

-a
スケーラブルリソースグループを追加します。

-g resource-group
追加するスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries =m
このリソースグループのアクティブな主ノードの最大数を指定します。

次の手順

参照

手順

44 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



-y Desired_primaries =n
リソースグループが起動するアクティブな主ノードの数を指定します。

-y RG_dependencies=depend-resource-group
作成されるリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソース
グループを指定します。

-h nodelist
リソースグループを利用できるノードのリストを指定します (省略可能)。この
リストを指定しない場合は、デフォルトですべてのノードになります。

4. スケーラブルリソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

スケーラブルリソースグループの作成

次に、2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でホストされるスケーラ
ブルリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。スケーラブ
ルリソースグループは、共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループ
(resource-group-2)に依存します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 \
-y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 \
-y RG_dependencies=resource-group-2 \
-h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: resource-group-2
(resource-group-1) リソースグループ mode: Scalable
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

スケーラブルリソースグループを作成したあと、そのリソースグループにスケーラブ
ルアプリケーションリソースを追加できます。詳細は、52ページの「スケーラブル
アプリケーションリソースをリソースグループに追加する」を参照してください。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

例 2–5

次の手順

参照
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リソースグループへのリソースの追加
リソースは、リソースタイプをインスタンス化したものです。リソースは、RGMに
よって管理される前に、リソースグループに追加する必要があります。この節では、3
種類のリソースタイプについて説明します。

� 論理ホスト名リソース
� 共有アドレスリソース
� データサービス (アプリケーション)リソース

論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは、常にフェイルオーバーリソースグ
ループに追加してください。フェイルオーバーデータサービス用のデータサービスリ
ソースは、フェイルオーバーリソースグループに追加してください。フェイルオー
バーリソースグループは、そのデータサービス用の論理ホスト名リソースとアプリ
ケーションリソースの両方を含みます。スケーラブルリソースグループは、スケーラ
ブルサービス用のアプリケーションリソースだけを含んでいます。スケーラブルサー
ビスが依存する共有アドレスリソースは、別のフェイルオーバーリソースグループに
存在する必要があります。データサービスをクラスタノード全体に渡って提供するに
は、スケーラブルアプリケーションリソースと共有アドレスリソース間の依存性を指
定する必要があります。

リソースの詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』および第 1章を参
照してください。

� 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加
する

注 –論理ホスト名リソースをリソースグループに追加すると、リソースの拡張プロパ
ティーはデフォルト値に設定されます。デフォルト以外の値を指定するには、リソー
スをリソースグループに追加した後、そのリソースを変更する必要があります。詳細
については、71ページの「論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変
更する」を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前。
� リソースグループに追加するホスト名

始める前に
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... [-n netiflist]

-a 論理ホスト名リソースを追加します。

-L コマンドの論理ホスト名リソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースを配置するリソースグループの名前を指定しま
す。

-l hostnamelist, … クライアントがリソースグループでサービスと通信する
UNIXホスト名 (論理ホスト名)をコマンドで区切って指定
します。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netifは IP
ネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)とし
て指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID
(sc_ipmp0@1、sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別で
きます。

注 – Sun Clusterでは、 netifにアダプタ名を使用できま
せん。

3. 論理ホスト名リソースが追加されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

論理ホスト名リソースのリソースグループへの追加

次に、論理ホスト名リソース (resource-1)をリソースグループ
(resource-group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -L -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1)
リソース リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

手順

例 2–6
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(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

IPネットワークマルチパスグループを識別する論理ホスト名リソー
スの追加

次に、次の論理ホスト名リソースをリソースグループ nfs-fo-rgに追加する例を示
します。

� cs23-rsという名前のリソースが、ノード 1および 2上で IPネットワークマルチ
パスグループ sc_ipmp0を識別します。

� cs24-rsという名前のリソースが、ノード 1および 2上で IPネットワークマルチ
パスグループ sc_ipmp1を識別します。

# scrgadm -a -L -j cs23-rs -g nfs-fo-rg -l cs23-rs -n sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2

# scrgadm -a -L -j cs24-rs -g nfs-fo-rg -l cs24-rs -n sc_ipmp1@1,sc_ipmp1@2

論理ホスト名リソースを追加したあと、54ページの「リソースグループをオンライ
ンにする」の手順を使用してそれらをオンラインにします。

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検査し
ます。妥当性の検査に失敗すると、scrgadmコマンドはエラーメッセージを出力して
終了します。妥当性の検査に失敗した理由を判別するには、エラーメッセージについ
て各ノード上の syslogを調べてください。メッセージは、妥当性の検査を実施した
ノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを実行したノードで表示される
わけではありません。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

� 共有アドレスリソースをリソースグループに追加
する

注 –共有アドレスリソースをリソースグループに追加すると、リソースの拡張プロパ
ティーはデフォルト値に設定されます。デフォルト以外の値を指定するには、リソー
スをリソースグループに追加した後、そのリソースを変更する必要があります。詳細
については、71ページの「論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変
更する」を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

例 2–7

次の手順

注意事項

参照
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次の情報を用意してください。

� リソースを追加するリソースグループの名前。このグループは、前の手順で作成し
たフェイルオーバーリソースグループでなければなりません。

� リソースグループに追加するホスト名。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 共有アドレスリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -S [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... \

[-X auxnodelist] [-n netiflist]

-a 共有アドレスリソースを追加します。

-S 共有アドレスリソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostnamelist, … 共有アドレスホスト名をコンマで区切って指定します。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、
フェイルオーバー時に稼動系として使用されない)を識別す
る物理ノード名または IDをコンマで区切って指定します。
これらのノードは、リソースグループのノードリストで潜
在的マスターとして識別されるノードと相互に排他的で
す。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netifは IP
ネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)とし
て指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID
(sc_ipmp0@1、sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別で
きます。

注 – Sun Clusterでは、 netifにアダプタ名を使用できま
せん。

3. 共有アドレスリソースが追加され、妥当性が検査されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

始める前に
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共有アドレスリソースのリソースグループへの追加

次に、共有アドレスリソース (resource-1)をリソースグループ
(resource-group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -S -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1)

リソース リソースタイプ: SUNW.SharedAddress
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

共有アドレスリソースを追加したあと、54ページの「リソースグループをオンライ
ンにする」の手順を使用してリソースを有効にします。

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検査し
ます。妥当性の検査に失敗すると、scrgadmコマンドはエラーメッセージを出力して
終了します。妥当性の検査に失敗した理由を判別するには、エラーメッセージについ
て各ノード上の syslogを調べてください。メッセージは、妥当性の検査を実施した
ノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを実行したノードで表示される
わけではありません。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

� フェイルオーバーアプリケーションリソースをリ
ソースグループに追加する
フェイルオーバーアプリケーションリソースは、以前にフェイルオーバーリソースグ
ループに作成した論理ホスト名を使用するアプリケーションリソースです。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前。

� リソースが属するリソースタイプの名前

� アプリケーションリソースが使用する論理ホスト名リソース。これは、以前に同じ
リソースグループに含めた論理ホスト名になります。

例 2–8

次の手順

注意事項

参照
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \

[-x extension-property=value, ...] [-y standard-property=value, ...]

-a リソースを追加します。

-j resource 追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指
定します。このリソースグループはすでに存在
している必要があります。

-t resource-type リソースが属するリソースタイプの名前を指定
します。

-x extension-property =value, … リソース用に設定する拡張プロパティーのコン
マ区切りリストを指定します。設定できる拡張
プロパティーはリソースタイプに依存します。
どの拡張プロパティーを設定するかを決定する
には、リソースタイプのマニュアルを参照して
ください。

-y standard-property =value, … リソース用に設定する標準プロパティーのコン
マ区切りリストを指定します。設定できる標準
プロパティーはリソースタイプに依存します。
どの標準プロパティーを設定するかを決定する
には、ソースタイプのマニュアルと付録Aを参
照してください。

3. フェイルオーバーアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されている
ことを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

フェイルオーバーアプリケーションリソースのリソースグループへ
の追加

次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。リソースは、以前に定義したフェイルオーバーリソースグループと
同じリソースグループに存在している論理ホスト名リソース (schost-1、
schost-2)に依存しています。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost2 \
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1

手順

例 2–9
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(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

フェイルオーバーアプリケーションリソースを追加したあと、54ページの「リソー
スグループをオンラインにする」の手順を使用してリソースを有効にします。

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検査し
ます。妥当性の検査に失敗すると、scrgadmコマンドはエラーメッセージを出力して
終了します。妥当性の検査に失敗した理由を判別するには、エラーメッセージについ
て各ノード上の syslogを調べてください。メッセージは、妥当性の検査を実施した
ノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを実行したノードで表示される
わけではありません。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

� スケーラブルアプリケーションリソースをリソー
スグループに追加する
スケーラブルアプリケーションリソースは、共有アドレスリソースを使用するアプリ
ケーションリソースです。共有アドレスリソースはフェイルオーバーリソースグルー
プ内にあります。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� リソースを追加するスケーラブルリソースグループの名前。

� リソースが属するリソースタイプの名前

� スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソース。これは、以前に
フェイルオーバーリソースグループに含めた共有アドレスになります。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \
-y Network_resources_used=network-resource[,network-resource...] \
-y Scalable=True

[-x extension-property=value, ...] [-y standard-property=value, ...]

-a
リソースを追加します。

次の手順

注意事項

参照

始める前に

手順

52 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
以前に作成したスケーラブルサービスリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。

-y Network_resources_used = network-resource[,network-resource ...]
このリソースが依存するネットワークリソース (共有アドレス)のリストを指定
します。

-y Scalable=True
このリソースがスケーラブルであることを指定します。

-x extension-property =value, …
リソース用に設定する拡張プロパティーのコンマ区切りリストを指定します。
設定できる拡張プロパティーはリソースタイプに依存します。どの拡張プロパ
ティーを設定するかを決定するには、リソースタイプのマニュアルを参照して
ください。

-y standard-property =value, …
リソース用に設定する標準プロパティーのコンマ区切りリストを指定します。
設定できる標準プロパティーはリソースタイプに依存します。スケーラブル
サービスの場合、通常は Port_list、Load_balancing_weights、および
Load_balancing_policyプロパティーを設定します。どの標準プロパ
ティーを設定するかを決定するには、リソースタイプのマニュアルと付録Aを
参照してください。

3. スケーラブルアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されていること
を確認します。

# scrgadm -pv -j resource

スケーラブルアプリケーションリソースのリソースグループへの追
加

次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。resource-group-1は、使用されているネットワークアドレス (以
下の例の schost-1と schost-2)を含むフェイルオーバーリソースグループに依存
することに注意してください。リソースは、共有アドレスリソース (schost-1と
schost-2)に依存し、以前に定義した 1つまたは複数のフェイルオーバーリソースグ
ループに存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost-2 \
-y Scalable=True
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1

例 2–10
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(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

スケーラブルアプリケーションリソースを追加したあと、54ページの「リソースグ
ループをオンラインにする」の手順に従ってリソースを有効にします。

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検査し
ます。妥当性の検査に失敗すると、scrgadmコマンドはエラーメッセージを出力して
終了します。妥当性の検査に失敗した理由を判別するには、エラーメッセージについ
て各ノード上の syslogを調べてください。メッセージは、妥当性の検査を実施した
ノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを実行したノードで表示される
わけではありません。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

リソースグループをオンラインにする
リソースを有効にして HAサービスの提供を開始するには、次の操作を実行する必要
があります。

� リソースグループでのリソースの有効化
� リソースモニターの有効化
� リソースグループを管理対象にする
� リソースグループをオンラインにする

以上の作業は個別に行うことも、1つのコマンドを使用して行うこともできます。

リソースグループがオンラインになれば、リソースグループが構成されて使用する準
備が整ったことになります。リソースやノードで障害が発生した場合は、RGMは別
のノードでそのリソースグループをオンラインに切り替えることでリソースグループ
の可用性を維持します。

� リソースグループをオンラインにする
この作業は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバーから、スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

2. コマンドを入力してリソースグループをオンラインにします。

次の手順

注意事項

参照

手順
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� 無効のままでなければならないリソースまたは障害モニターを意図的に無効に
している場合は、次のコマンドを入力します。

# scswitch -z -g rg-list

-z リソースと障害モニターを有効にすることなく、リソースグルー
プをオンラインにします。

-g rg-list オンラインにするリソースグループの名前をコンマで区切って指
定します。これらのリソースグループは存在する必要がありま
す。このリストには、1つまたは複数のリソースグループ名を指
定できます。

-g rg-listオプションは省略できます。このオプションを省略した
場合、すべてのリソースグループがオンラインになります。

� リソースグループがオンラインになった時点でリソースと障害モニターを有効
にする必要がある場合は、次のコマンドを入力します。

# scswitch -Z -g rg-list

-Z リソースと障害モニターを有効にしたあとで、リソースグループ
をオンラインにします。

-g rg-list オンラインにするリソースグループの名前をコンマで区切って指
定します。これらのリソースグループは存在する必要がありま
す。このリストには、1つまたは複数のリソースグループ名を指
定できます。

-g rg-listオプションは省略できます。このオプションを省略した
場合、すべてのリソースグループがオンラインになります。

注 –オンラインにしようとしている任意のリソースグループがほかのリソースグ
ループに対して強いアフィニティーを宣言している場合、この操作は失敗します。
詳細については、104ページの「オンラインのリソースグループをクラスタノード
間で分散する」を参照してください。

3. 手順 2で指定した各リソースグループがオンラインであることを確認します。

このコマンドからの出力は、どのノードで各リソースグループがオンラインである
かを示します。

# scstat -g

リソースグループをオンラインにする

次に、リソースグループ (resource-group-1)をオンラインにし、その状態を確認
する例を示します。このリソースのすべてのリソースとその障害モニターも有効にな
ります。

例 2–11
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# scswitch -Z -g resource-group-1

# scstat -g

リソースと障害モニターを有効にすることなくリソースグループをオンラインにした
場合、有効にする必要があるリソースの障害モニターを有効にします。詳細について
は、57ページの「リソース障害モニターを有効にする」を参照してください。

scswitch(1M)マニュアルページ。

リソースモニターの無効化と有効化
次の各手順では、リソース自体とは関係なくリソースフォルトモニターだけを無効ま
たは有効にします。したがって、フォルトモニターが無効にされても、そのリソース
自体は正常に動作を続けます。ただし、フォルトモニターが無効になっていると、
データサービスに障害が発生しても、障害回復は自動的には開始されません。

追加情報については、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は任意のノードから実行できます。

� リソース障害モニターを無効にする

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource

-n リソースまたはリソースモニターを無効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを無効にします。

-j resource リソースの名前を指定します。

3. リソースフォルトモニターが無効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv

次の手順

参照

手順
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リソース障害モニターを無効にする

この例では、リソースフォルトモニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: no...

� リソース障害モニターを有効にする

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースフォルトモニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource

-e リソースまたはリソースモニターを有効にします

-M 指定されたリソースの障害モニターを有効にします

-j resource リソースの名前を指定します

3. リソース障害モニターが有効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv

リソース障害モニターを有効にする

この例では、リソースフォルトモニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: yes...

リソースタイプの削除
使用されていないリソースタイプを削除する必要はありませんが、リソースタイプを
削除する場合は、次の手順に従います。

例 2–12

手順

例 2–13
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースタイプを削除する
リソースタイプを削除するには、リソースタイプを登録解除する前に、クラスタ内で
そのタイプのすべてのリソースを無効にし、削除します。

削除するリソースタイプのすべてのインスタンスを特定するには、次のコマンドを入
力します。

# scrgadm -pv

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースタイプの各リソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 削除するリソースタイプの各リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t resource-type

-r 指定したリソースタイプの登録を解除します。

-t resource-type 削除するリソースタイプの名前を指定します。

5. リソースタイプが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

リソースタイプの削除

次に、リソースタイプのすべてのリソース (resource-type-1)を無効にして削除し
たあとで、そのリソースタイプを登録解除する例を示します。この例では、
resource-1は、リソースタイプ resource-type-1のリソースです。

始める前に

手順

例 2–14
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# scswitch -n -j resource-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -t resource-type-1

次のマニュアルページを参照してください。

� scrgadm(1M)
� scswitch(1M)

リソースグループの削除
リソースグループを削除するには、最初にそのリソースグループからすべてのリソー
スを削除する必要があります。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループを削除する
削除するリソースタイプのすべてのリソースを特定するには、次のコマンドを入力し
ます。

# scrgadm -pv

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

3. リソースグループ内の削除するすべてのリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

参照

始める前に

手順
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依存性のあるデータサービスリソースがリソースグループに存在する場合、そのリ
ソースを無効にするには、依存するすべてのリソースを無効にする必要がありま
す。

4. リソースグループからすべてのリソースを削除します。

リソースごとに次のコマンドを入力します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

5. リソースグループの削除

# scrgadm -r -g resource-group

-r 指定したリソースグループを削除します。

-g resource-group 削除するリソースグループの名前を指定します。

6. リソースグループが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

リソースグループの削除

次に、リソースグループ (resource-group-1)のリソース (resource-1)を削除し
たあとで、そのリソースグループ自体を削除する例を示します。

# scswitch -F -g resource-group-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -g resource-group-1

次のマニュアルページを参照してください。

� scrgadm(1M)
� scswitch(1M)

リソースの削除
リソースグループからリソースを削除する前に、そのリソースを無効にします。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

例 2–15

参照
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� リソースを削除する

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

リソースの削除

次に、リソース resource-1を無効にして削除する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1

# scrgadm -r -j resource-1

次のマニュアルページを参照してください。

� scrgadm(1M)
� scswitch(1M)

リソースグループの主ノードの切り替え
以下の手順を使用し、リソースグループの現在の主ノードを別のノードに切り替え
(スイッチオーバー)、新しい主ノードにすることができます。

手順

例 2–16

参照
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� リソースグループの主ノードを切り替える

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の条件が満たされていることを確認します。

� 次の情報を持っている。

� 切り替えを行うリソースグループの名前
� リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持するノードの
名前

� リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持するノードはクラ
スタノードである。

� これらのノードは、切り替えを行うリソースグループの潜在的マスターになるよう
に設定されている。

リソースグループの潜在的主ノードの一覧を表示するには、次のコマンドを入力しま
す。

# scrgadm -pv

1. クラスタメンバーから、スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

2. リソースグループを、新しい主ノードのセットに切り替えます。

# scswitch -z -g resource-group -h nodelist

-z 指定したリソースグループを、新しい主ノードのセットに切
り替えます。

-g resource-group 切り替えるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをオンラインにするか、オンラインのまま
にしておくノードの名前をコンマで区切って指定します。こ
のリストには、1つまたは複数のノード名を指定できます。
このリソースグループは、このノード以外のすべてのノード
でオフラインに切り替えられます。

注 –切り替えようとしている任意のリソースグループが他のリソースグループに対
して強いアフィニティーを宣言している場合、その操作は失敗するか、委託されま
す。詳細については、104ページの「オンラインのリソースグループをクラスタ
ノード間で分散する」を参照してください。

3. リソースグループが新しい主ノードへ切り替えられていることを確認します。
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このコマンドからの出力は、スイッチオーバーされたリソースグループの状態を示
しています。

# scstat -g

リソースグループの新しい主ノードへの切り替え

次に、リソースグループ (resource-group-1)を現在の主ノード (phys-schost-1)
から、潜在的主ノード (phys-schost-2)へ切り替える例を示します。

1. phys-schost-1でリソースグループがオンラインであることを確認するには、
次のコマンドを実行します。

phys-schost-1# scstat -g
...-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: resource-group-1 phys-schost-1 Online

Group: resource-group-1 phys-schost-2 Offline...

2. 切り替えを実行するには、次のコマンドを実行します。

phys-schost-1# scswitch -z -g resource-group-1 -h phys-schost-2

3. phys-schost-2でグループがオンラインに切り替わったことを確認するには、
次のコマンドを実行します。

phys-schost-1# scstat -g
...-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: resource-group-1 phys-schost-1 Offline

Group: resource-group-1 phys-schost-2 Online...

次のマニュアルページを参照してください。

� scrgadm(1M)
� scswitch(1M)
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リソースの無効化とリソースグループの
UNMANAGED状態への移行
リソースグループは、そのリソースグループに対して管理手順を実施する前に、
UNMANAGED状態に移行する必要があります。リソースグループを UNMANAGED状
態に移行する前に、リソースグループに含まれるすべてのリソースを無効にし、リ
ソースグループをオフラインにする必要があります。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを
参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースを無効にしてリソースグループを
UNMANAGED状態に移行する。

注 –共有アドレスリソースを無効にすると、そのリソースは依然として一部のホスト
から ping(1M)コマンドに応答できる場合があります。無効にした共有アドレスリ
ソースが pingコマンドに応答しないようにするには、そのリソースのリソースグ
ループを UNMANAGED状態にする必要があります。

次の情報を用意してください。

� 無効にするリソースの名前
� UNMANAGED状態にするリソースグループの名前

この手順に必要なリソースとリソースグループの名前を判断するには、次のコマンド
を入力します。

# scrgadm -pv

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループのすべてのリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource-list

-n リソースを無効にします。
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-j resource-list リソースグループのリソースのコンマ区切りリストを指定しま
す。

注 – resource-listでは任意の順序でリソースを指定できます。scswitchコマンド
により、resource-listでの順序に関係なく、リソース間の依存関係を満たすのに必
要な順序でリソースが無効になります。

3. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

4. リソースグループをUNMANAGED状態にします。

# scswitch -u -g resource-group

-u 指定したリソースグループを UNMANAGEDにします。

-g resource-group UNMANAGED状態にするリソースグループの名前を指定しま
す。

5. リソースが無効になり、リソースグループが UNMANAGED状態になっていることを
確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

リソースの無効化とリソースグループの UNMANAGED状態への移行

次に、リソース (resource-1)を無効にし、リソースグループ
(resource-group-1)を UNMANAGED状態に移行する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1
# scswitch -F -g resource-group-1
# scswitch -u -g resource-group-1
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ mode: Failover
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All
(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:
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(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.apache
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: True
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: False

(resource-group-1:resource-1) リソース detached: False

次のマニュアルページを参照してください。

� scrgadm(1M)
� scswitch(1M)

リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示
リソース、リソースグループ、リソースタイプで管理手順を実施する前に、これらの
オブジェクトの現在の構成設定を表示します。

注 –任意のクラスタノードから、リソース、リソースグループ、リソースタイプの構
成設定を表示できます。

scrgadmコマンドは、構成状態に関する次のレベルの情報を表示します。

� --pオプションを指定した場合は、リソースタイプ、リソースグループ、リソー
スのプロパティー値に関する最小限の情報が表示されます。

� -pvオプションを指定した場合は、ほかのリソースタイプ、リソースグループ、
リソースプロパティーに関する詳細が表示されます。

� -pvvオプションを指定した場合は、リソースタイプメソッド、拡張プロパ
ティー、すべてのリソースとリソースグループのプロパティーを含む、詳細情報が
表示されます。

表示したいオブジェクトの名前のあとに -t (リソースタイプ)、-g (リソースグルー
プ)、および -j (リソース)オプションを使用することによって、特定のリソースタイ
プ、リソースグループ、およびリソースのステータス情報を確認できます。たとえ
ば、次のコマンドは、リソース apache-1のみについて、特定の情報を表示すること
を指定します。

# scrgadm -p[v[v]] -j apache-1

参照
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詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソースプロパティーの変更
Sun Clusterは、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースを構成するため
の標準プロパティーを定義します。これらの標準プロパティーについては、次の節を
参照してください。

� 125ページの「リソースタイププロパティー」
� 133ページの「リソースのプロパティー」
� 149ページの「リソースグループのプロパティー」

また、リソースには、リソースを表現するデータサービスの拡張プロパティーも事前
定義されています。データサービスの拡張プロパティーについては、データサービス
のマニュアルを参照してください。

プロパティーを変更できるかどうかを判断するには、そのプロパティーの説明におい
て、プロパティーの調整エントリを参照してください。

次の手順に、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースを構成するための
プロパティーを変更する方法について説明します。

� リソースタイププロパティーを変更する

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� 変更するリソースタイプの名前

� 変更するリソースタイププロパティーの名前。リソースタイプの場合、特定のプロ
パティーだけを変更できます。プロパティーを変更できるかどうかを判断するに
は、125ページの「リソースタイププロパティー」でプロパティーの Tunableエン
トリを参照してください。
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注 – Installed_nodesプロパティーは明示的には変更できません。このプロパ
ティーを変更するには、scrgadmコマンドの -h installed-node-listオプションを指
定します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを使用し、この手順に必要なリソースタイプの名前を判断しま
す。

# scrgadm -pv

3. リソースタイププロパティーを変更します。

リソースタイプの場合、特定のプロパティーだけを変更できます。プロパティーを
変更できるかどうかを判断するには、125ページの「リソースタイププロパ
ティー」でプロパティーの Tunableエントリを参照してください。

# scrgadm -c -t resource-type \
[-h installed-node-list] \

[-y property=new-value]

-c 指定したリソースタイププロパティーを変更します。

-t resource-type リソースタイプの名前を指定します。

-h installed-node-list このリソースタイプがインストールされるノードの名前を
指定します。

-y property
=new-value

変更する標準プロパティーの名前と、そのプロパティーの
新しい値を指定します。

Installed_nodesプロパティーは明示的には変更できま
せん。このプロパティーを変更するには、scrgadmコマ
ンドの -h installed-node-listオプションを指定します。

4. リソースタイププロパティーが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

リソースタイププロパティーの変更

次に、SUNW.apacheプロパティーを変更し、このリソースタイプが 2つのノード
(phys-schost-1および phys-schost-2)にインストールされるように定義する例
を示します。

# scrgadm -c -t SUNW.apache -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -t SUNW.apache
リソースタイプ 名前: SUNW.apache
(SUNW.apache) リソースタイプ 説明: Apache Resource Type
(SUNW.apache) リソースタイプ ベースディレクトリ: /opt/SUNWscapc/bin

手順
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(SUNW.apache) リソースタイプ 単一のインスタンス: False
(SUNW.apache) リソースタイプ 初期ノード: All potential masters
(SUNW.apache) リソースタイプ フェイルオーバー: False
(SUNW.apache) リソースタイプ バージョン: 1.0
(SUNW.apache) リソースタイプ API バージョン: 2
(SUNW.apache) リソースタイプ ノードにインストールされている: phys-schost1 phys-schost-2

(SUNW.apache) リソースタイプ パッケージ: SUNWscapc

� リソースグループプロパティーを変更する
この手順では、リソースグループプロパティーの変更方法について説明します。リ
ソースグループパーティーの詳細については、149ページの「リソースグループのプ
ロパティー」を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� 変更するリソースグループの名前
� 変更するリソースグループプロパティーの名前とその新しいプロパティー値

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループプロパティーを変更します。

# scrgadm -c -g resource-group -y property=new-value

-c 指定したプロパティーを変更します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-y property 変更するプロパティーの名前を指定します。

3. リソースグループプロパティーが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

リソースグループプロパティーの変更

次に、リソースグループ (resource-group-1)の Failbackプロパティーを変更す
る例を示します。

# scrgadm -c -g resource-group-1 -y Failback=True

# scrgadm -pv -g resource-group-1
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� リソースプロパティーを変更する
この手順では、リソースの拡張プロパティーと標準プロパティーを変更する方法を説
明します。

� 標準リソースプロパティーの詳細については、133ページの「リソースのプロパ
ティー」を参照してください。

� リソースの拡張プロパティーの詳細については、リソースのリソースタイプのマ
ニュアルを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� 変更するプロパティーを持つリソースの名前
� 変更するプロパティーの名前

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 現在のリソースプロパティー設定を表示します。

# scrgadm -pvv -j resource

3. リソースプロパティーを変更します。

# scrgadm -c -j resource -y standard-property=new-value | -x extension-property=new-value

-c 指定したプロパティーを変更します。

-j resource リソースの名前を指定します。

-y standard-property =new-value 変更する標準プロパティーの名前を指定しま
す。

-x extension-property =new-value 変更する拡張プロパティーの名前を指定しま
す。

4. リソースプロパティーが変更されていることを確認します。

# scrgadm pvv -j resource

標準リソースプロパティーの変更

次に、リソース (resource-1)のシステム定義プロパティー (Start_timeout)の変
更例を示します。

# scrgadm -c -j resource-1 -y start_timeout=30

# scrgadm -pvv -j resource-1
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拡張リソースプロパティーの変更

次に、リソース (resource-1)の拡張プロパティー (Log_level)の変更例を示しま
す。

# scrgadm -c -j resource-1 -x Log_level=3

# scrgadm -pvv -j resource-1

� 論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソー
スを変更する
デフォルトでは、論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは名前解決にネーム
サービスを使用します。同じクラスタ上で動作するネームサービスを使用するように
クラスタを構成することも可能です。論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリ
ソースがフェイルオーバーされると、そのクラスタ上で動作しているネームサービス
もフェイルオーバーされます。論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースが
使用するネームサービスがフェイルオーバーしている場合、このリソースはフェイル
オーバーできません。

注 –同じクラスタ上で動作しているネームサービスを使用するようにクラスタを構成
すると、そのクラスタ上のほかのサービスの可用性を損なう可能性があります。

このようなフェイルオーバーの失敗を防ぐには、ネームサービスをバイパスするよう
に論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変更します。ネームサービス
をバイパスするようにリソースを変更するには、リソースの CheckNameService拡
張プロパティーを falseに設定します。CheckNameServiceプロパティーはいつで
も変更できます。

注 –リソースタイプのバージョンが 2より前の場合、リソースを変更する前に、ま
ず、リソースタイプをアップグレードする必要があります。詳細については、74
ページの「事前登録されているリソースタイプのアップグレード」を参照してくださ
い。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースプロパティーを変更します。

# scrgadm -c -j resource -x CheckNameService=false

-j resource 変更する論理ホスト名リソースまたは共有ア
ドレスリソースの名前を指定します。

例 2–22
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-y CheckNameService=false リソースの CheckNameService拡張プロパ
ティーを falseに設定します。

リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
の消去
Failover_modeリソースプロパティーが NONEまたは SOFTに設定されている場
合、リソースの STOPメソッドが失敗すると、次のような影響があります。

� 個々のリソースは STOP_FAILED状態になります。
� リソースを含むリソースグループは ERROR_STOP_FAILED状態になります。

このような状況では、次の操作を行うことができません。

� 任意のノードでリソースグループをオンラインにする
� リソースグループにリソースを追加する
� リソースグループからリソースを削除する
� リソースグループのプロパティーを変更する
� リソースグループのリソースのプロパティーを変更する

� リソースの STOP_FAILEDエラーフラグを消去す
る

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

次の情報を用意してください。

� リソースが STOP_FAILEDであるノードの名前
� STOP_FAILED状態になっているリソースとリソースグループの名前

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. STOP_FAILED状態のリソースと、どのノードでこの状態なのかを確認します。

# scstat -g

3. STOP_FAILED状態になっているノード上で、リソースとそのモニターを手作業で
停止します。
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この手順では、プロセスを強制終了するか、リソースタイプ固有のコマンドまたは
別のコマンドを実行する必要があります。

4. リソースを手作業で停止したすべてのノード上で、これらのリソースの状態を手作
業で OFFLINEに設定します。

# scswitch -c -h nodelist -j resource -f STOP_FAILED

-c フラグを消去します。

-h nodelist リソースが STOP_FAILED状態であるノードの名前をコン
マで区切って指定します。このリストには、1つまたは複数
のノード名を指定できます。

-j resource オフラインにするリソースの名前を指定します。

-f STOP_FAILED フラグ名を指定します。

5. 手順 4で STOP_FAILEDフラグを消去したノードで、リソースグループの状態を調
べます。

# scstat -g

リソースグループの状態は、OFFLINEまたは ONLINEになっています。

次の環境の組み合わせでは、リソースグループは ERROR_STOP_FAILED状態のま
まになっています。

� STOPメソッドの失敗が発生した時点でリソースグループがオフラインに切り替
えられている。

� 停止に失敗したリソースがリソースグループ内のそのほかのリソースに依存し
ている。

6. リソースグループが ERROR_STOP_FAILED状態のままである場合、次のようにエ
ラーを修正します。

a. 適切なノード上でリソースグループをオフラインにします。

# scswitch -F -g resource-group

-F グループをマスターできるすべてのノード上でリソースグ
ループをオフラインにします。

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループの名前を指定し
ます。

b. リソースグループをオンラインにします。

scswitch(1M)マニュアルページ。参照
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事前登録されているリソースタイプの
アップグレード
Sun Cluster 3.1 9/04では、次の事前登録されているリソースタイプが拡張されていま
す。

� SUNW.LogicalHostnameは、論理ホスト名を表現します。
� SUNW.SharedAddressは、共有アドレスを表現します。

これらのリソースタイプが拡張された目的は、名前解決用のネームサービスをバイパ
スするように論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースを変更できるようにする
ためです。

以下の条件が当てはまる場合は、これらのリソースタイプをアップグレードします。

� 以前のバージョンの Sun Clusterからアップグレードしている場合。
� リソースタイプの新機能を使用する必要がある場合。

リソースタイプをアップグレードする方法については、34ページの「リソースタイプ
の更新」を参照してください。以下の各項では、事前登録されているリソースタイプ
のアップグレードに必要な情報について説明します。

新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
次の表に、事前登録されている各リソースタイプバージョンと Sun Clusterのリリー
ス間の関係を示します。Sun Clusterのリリースは、リソースタイプが導入されたバー
ジョンを表します。

リソースタイプ リソースタイプバージョン Sun Clusterのリリース

SUNW.LogicalHostname 1.0 3.0

2 3.1 9/04

SUNW.SharedAddress 1.0 3.0

2 3.1 9/04

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv
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例 2–23 SUNW.LogicalHostnameリソースタイプの新しいバージョンの登録

この例では、アップグレード時に、SUNW.LogicalHostnameリソースタイプのバー
ジョン 2を登録するためのコマンドを示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname:2

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
次に、事前登録されているリソースタイプのインスタンスを移行する必要がある情報
を示します。

� 移行はいつでも実行できます。

� 事前登録されているリソースタイプの新機能を使用する必要がある場合、
Type_versionプロパティーの値が 2である必要があります。

� ネームサービスをバイパスするようにリソースを変更する場合は、リソースの
CheckNameService拡張プロパティーを falseに設定します。

例 2–24論理ホスト名リソースの移行

この例では、論理ホスト名リソース lhostrsを移行するためのコマンドを示しま
す。移行の結果として、このリソースは名前解決用のネームサービスをバイパスする
ように変更されます。

# scrgadm -c -j lhostrs -y Type_version=2 -x CheckNameService=false

事前登録されているリソースタイプを
誤って削除した後の再登録
リソースタイプ SUNW.LogicalHostnameおよび SUNW.SharedAddressは事前に
登録されています。すべての論理ホスト名と共有アドレスリソースがこれらのリソー
スタイプを使用します。これら 2つのリソースタイプは、誤って削除した場合を除
き、登録する必要はありません。誤ってリソースタイプを削除した場合は、次の手順
を使用して再登録してください。

注 –事前登録されているリソースタイプをアップグレードしている場合は、74ページ
の「事前登録されているリソースタイプのアップグレード」の指示に従って、新しい
リソースタイプのバージョンを登録してください。
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� 事前登録されているリソースタイプを誤って削除
した後に再登録する

� リソースタイプを再登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.resource-type

-a リソースタイプを追加します。

-t SUNW.resource-type 追加する (再登録する)リソースタイプを指定します。
リソースタイプは、SUNW.LogicalHostnameまたは
SUNW.SharedAddressのいずれかになります。

事前登録されているリソースタイプを誤って削除したあとに再登録
する

次に、SUNW.LogicalHostnameリソースタイプを再登録する例を示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

リソースグループへのノードの追加と削
除
この節の手順では、次の作業を行います。

� リソースグループの追加のマスターとなるクラスタノードを構成する
� リソースグループからノードを削除する

ノードの追加や削除をフェイルオーバーリソースグループに対して行うのか、スケー
ラブルリソースグループに対して行うのかによって、手順は異なります。

フェイルオーバーリソースグループは、フェイルオーバーとスケーラブルの両方の
サービスによって使用されるネットワークリソースを含みます。クラスタに接続され
る各 IPサブネットワークは、指定された独自のネットワークリソースを持ち、フェイ
ルオーバーリソースグループに含まれます。このネットワークリソースは、論理ホス

手順

例 2–25

参照
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ト名または共有アドレスリソースのいずれかになります。各ネットワークリソース
は、それが使用する IPネットワークマルチパスグループのリストを含んでいます。
フェイルオーバーリソースグループの場合は、リソースグループ (netiflistリソー
スプロパティー)に含まれる各ネットワークリソースに対し、IPネットワークマルチ
パスグループの完全なリストを更新する必要があります。

スケーラブルリソースグループの手順には、次の手順が含まれます。

1. スケーラブルリソースによって使用されるネットワークリソースを含むフェイル
オーバーグループのための手順を繰り返す

2. スケーラブルグループをホストの新しいセット上でマスターされるように変更する

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –いずれの手順も任意のクラスタノードから実行できます。

リソースグループにノードを追加する
ノードをリソースグループに追加する手順は、リソースグループがスケーラブルリ
ソースグループであるか、またはフェイルオーバーリソースグループであるかに
よって異なります。詳細の手順については、以下の節を参照してください。

� 77ページの「スケーラブルリソースグループにノードを追加する」
� 78ページの「フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する」

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

� ノードが追加されるリソースグループの名前

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

さらに、新しいノードがすでにクラスタメンバーになっていることも確認してくださ
い。

� スケーラブルリソースグループにノードを追加する

1. リソースグループ内のスケーラブルリソースが使用する各ネットワークリソースご
とに、そのネットワークリソースが配置されているリソースグループが新しいノー
ドで実行されるようにします。

詳細は、以下の作業の手順 1から手順 5を参照してください。

手順
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2. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティー)に新しいノードを追加します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターで
きるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードの名前のコンマ区
切りリストを指定します。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティーを
更新し、リソースグループに追加するノードにウエイトを割り当てます。

ウエイトを割り当てない場合は、デフォルトで 1になります。詳細は、
scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する

1. 現在のノードリスト、およびリソースグループ内の各リソース用に構成された IP
ネットワークマルチパスグループの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

注 – nodelistと netiflistのコマンド行出力では、ノード名でノードが識別さ
れます。ノード ID を識別するには、コマンド scconf -pv | grep -i node-id を
実行してください。

2. ノードの追加によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は、netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチパス
グループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネットワーク
リソースの名前 (論理ホスト名または共有アドレス)を
指定します。

手順
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-x netiflist= netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netif
は IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0
など)として指定できます。ノードは、ノード名また
はノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

3. HAStorageまたは HAStoragePlus AffinityOn拡張プロパティーが Trueに
等しい場合、適切なディスクセットまたはデバイスグループにノードを追加しま
す。

� Solstice DiskSuiteまたは Solaris Volume Managerを使用している場合は、
metasetコマンドを使用します。

# metaset -s disk-set-name -a -h node-name

-s disk-set-name metasetコマンドの実行対象となるディスクセットの名前
を指定します。

-a 指定したディスクセットにドライブまたはホストを追加し
ます。

-h node-name ディスクセットに追加するノードを指定します。

� SPARC:VERITAS Volume Managerを使用している場合は scsetupユー
ティリティーを使用します。

a. アクティブなクラスタメンバー上で scsetupユーティリティーを起動しま
す。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

b. メインメニューで、デバイスグループおよびボリュームのオプションに対応
する数字を入力します。

c. 「Device Groups」メニューで、ノードを VxVMデバイスグループに追加
するためのオプション対応する数字を入力します。

d. プロンプトに応答し、VxVMデバイスグループにノードを追加します。

4. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターでき
るすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。
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-h nodelist リソースグループをマスターできるノードの名前のコンマ区
切りリストを指定します。

5. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

リソースグループにノードを追加する

次に、リソースグループ (resource-group-1)にノード (phys-schost-2)を追加
する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-2)を
含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソース グループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2) リソース property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property class: extension
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパス
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property type: stringarray
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@3

(ノード 1と 3のみが IPネットワークマルチパスグループに割り当てられています。
ノード 2用の IPネットワークマルチパスグループを追加する必要があります。)

# scrgadm -c -j schost-2 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2,sc_ipmp0@3
# metaset -s red -a -h phys-schost-2
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2,phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソース グループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

リソースグループからノードを削除する
ノードをリソースグループから削除する手順は、リソースグループがスケーラブルリ
ソースグループであるか、またはフェイルオーバーリソースグループであるかに
よって異なります。詳細の手順については、以下の節を参照してください。

� 81ページの「スケーラブルリソースグループからノードを削除する」
� 82ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」
� 84ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグループか
らノードを削除する」

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

例 2–26
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� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

# scconf -pv | grep “Node ID”

� ノードが削除されるリソースグループまたはグループの名前

# scrgadm -pv | grep “Res Group Nodelist”

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

# scrgadm -pvv | grep “NetIfList.*value”

さらに、削除するノード上でリソースグループがマスターされていないことを確認し
てください。削除するノード上でマスターされている場合は、scswitchコマンドを
実行し、そのノードでリソースグループをオフラインに切り替えてください。次の
scswitchコマンドは、指定されたノードからリソースグループをオフラインにしま
す。この場合、new-mastersにこのノードが含まれていてはなりません。

# scswitch -z -g resource-group -h new-masters

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループの名前を指定します。
このリソースグループは、削除するノード上でマスターされま
す。

-h new-masters このリソースグループを現在マスターできるノードを指定しま
す。

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、フェイルオーバーグループからそのノードを削除してくだ
さい。

� スケーラブルリソースグループからノードを削除する
スケーラブルサービスは、次に示すように 2つのリソースグループとして構成されま
す。

� 1つは、スケーラブルサービスリソースを含むスケーラブルグループです。

� もう 1つは、スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソースを含
むフェイルオーバーグループです。

スケーラブルリソースグループの RG_dependenciesプロパティーは、フェイル
オーバーリソースグループへの依存性を使用してスケーラブルグループを構成するよ
うに設定されます。このプロパティーの詳細については、付録Aを参照してくださ
い。
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スケーラブルサービス構成の詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。

スケーラブルリソースグループからノードを削除すると、そのスケーラブルサービス
はそのノード上でオンラインにすることができなくなります。スケーラブルリソース
グループからノードを削除するには、以下の作業を行なってください。

1. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティー)からノードを削除します。

# scrgadm -c -g scalable-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g scalable-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定し
ます。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの名前
のコンマ区切りリストを指定します。

2. (省略可能)共有アドレスリソースが入ったフェイルオーバーリソースグループから
ノードを削除します。

詳細については、84ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリ
ソースグループからノードを削除する」を参照してください。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティーを
更新し、リソースグループから削除するノードのウエイトを削除します。

scrgadm(1M)のマニュアルページ。

� フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する
フェイルオーバーリソースグループからノードを削除するには、以下の作業を行
なってください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、この方法を使用してフェイルオーバーグループからノード
を削除してください。

手順
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注 –フェイルオーバーリソースグループに、スケーラブルサービスが使用する共有ア
ドレスリソースが含まれる場合は、84ページの「共有アドレスリソースを含む
フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」を参照してください。

1. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。

この手順はノードを削除してノードリストの値を上書きするため、リソースグルー
プをマスターできるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g failover-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g failover-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定し
ます。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの名前
のコンマ区切りリストを指定します。

2. リソースグループ内の各リソース用に構成した IPネットワークマルチパスグルー
プの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

3. ノードの削除によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチ
パスグループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

注 –上記コマンド行の出力は、ノード名によってノードを識別します。ノード ID
を識別するには、コマンド scconf -pv | grep “ノード ID” を実行してくださ
い。

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネット
ワークリソースの名前を指定します。

-x netiflist= netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netif
は IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0
など)として指定できます。ノードは、ノード名また
はノード ID (sc_ipmp0@1、

手順

第 2章 •データサービスリソースの管理 83



sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

注 – Sun Clusterでは、 netifにアダプタ名を使用できません。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

� 共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからノードを削除する
スケーラブルサービスが使用する共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリ
ソースグループでは、ノードは次の場所に現れます。

� フェイルオーバーリソースグループのノードリスト
� 共有アドレスリソースの auxnodelist

フェイルオーバーリソースグループのノードリストからノードを削除するには、
82ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」に示されて
いる作業を行なってください。

共有アドレスリソースの auxnodelistを変更するには、共有アドレスリソースを削
除して作成し直す必要があります。

フェイルオーバーグループのノードリストからノードを削除すると、そのノード上の
共有アドレスリソースを継続して使用し、スケーラブルサービスを提供できます。共
有アドレスリソースを継続して使用するには、共有アドレスリソースの
auxnodelist にそのノードを追加する必要があります。auxnodelist にノードを
追加するには、以下の作業を行なってください。

注 –以下の作業は、共有アドレスリソースの auxnodelistからノードを削除するた
めにも使用できます。auxnodelistからノードを削除するには、共有アドレスリ
ソースを削除して作成し直す必要があります。

1. スケーラブルサービスリソースをオフラインに切り替えます。

2. フェイルオーバーリソースグループから共有アドレスリソースを削除します。

3. 共有アドレスリソースを作成します。
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フェイルオーバーリソースグループから削除したノードのノード IDまたはノード
名を auxnodelistに追加します。

# scrgadm -a -S -g failover-resource-group \

-l shared-address -X new-auxnodelist

failover-resource-group 共有アドレスリソースを含めるために使用されたフェイ
ルオーバーリソースグループの名前

shared-address 共有アドレスの名前

new-auxnodelist 妥当なノードの追加または削除によって変更された新し
い auxnodelist

例 –リソースグループからのノードの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)からノード (phys-schost-3)を削
除する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-1)
を含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソース グループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-1) リソース property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property class: extension
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパス
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property type: stringarray
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

(sc_ipmp0@3は削除される IPネットワークマルチパスグループです。)

# scrgadm -c -j schost-1 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソース グループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2
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リソースグループとディスクデバイスグ
ループ間での起動の同期
クラスタが起動したあと、あるいは、サービスが別のノードにフェイルオーバーした
あと、グローバルデバイスとクラスタファイルシステムが利用できるようになるまで
には、しばらく時間がかかることがあります。ただし、データサービスは、広域デバ
イスとクラスタファイルシステムがオンラインになる前に、STARTメソッドを実行で
きます。データサービスが、まだオンラインになっていない広域デバイスまたはクラ
スタファイルシステムに依存する場合、STARTメソッドはタイムアウトします。この
場合、データサービスが使用するリソースグループの状態をリセットし、手動でデー
タサービスを再起動する必要があります。

このような追加の管理作業を避けるには、HAStorageリソースタイプまたは
HAStoragePlusリソースタイプを使用します。広域デバイスやクラスタファイルシ
ステムに依存するデータサービスリソースを持つすべてのリソースグループに、
HAStorageまたは HAStoragePlusのインスタンスを追加します。このようなリ
ソースタイプのインスタンスは、次の操作を実行します。

� 広域デバイスとクラスタファイルシステムを監視する

� 広域デバイスとクラスタファイルシステムが利用可能になるまで、同じリソースグ
ループ内のほかのリソースの STARTメソッドを待機させる

どちらのリソースタイプを使用するかを決定するには、21ページの「HAStorageま
たは HAStoragePlusの選択」を参照してください。

HAStorageリソースを作成するには、86ページの「新しいリソース用に
HAStorageリソースタイプを設定する」を参照してください。

HAStoragePlusリソースを作成するには、94ページの「NFSエクスポートファイ
ルシステム用に HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してください。

� 新しいリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterソフトウェアでサポートされなくなる可能性があ
ります。同等の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから
HAStoragePlusにアップグレードする手順については、89ページの「HAStorage
から HAStoragePlusへのアップグレード」を参照してください。

次の例では、リソースグループ resource-group-1は、次のデータサービスを含ん
でいます。

� Sun Java System Web Server (/global/resource-group-1に依存する)
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� Oracle (/dev/global/dsk/d5s2に依存する)
� NFS (dsk/d6に依存する)

新しいリソースに対し、HAStorageリソースの hastorage-1を
resource-group-1に作成するには、86ページの「リソースグループとディスクデ
バイスグループ間での起動の同期」を読み、その後次の手順を実行します。

HAStoragePlusリソースを作成するには、92ページの「高可用性ローカルファイ
ルシステムの有効化」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループ resource-group-1を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group-1

3. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

4. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

5. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成し、サービスパスを定義しま
す。

# scrgadm -a -j hastorage-1 -g resource-group-1 -t SUNW.HAStorage \

-x ServicePaths=/global/resource-group-1,/dev/global/dsk/d5s2,dsk/d6

ServicePathsには、次の値を含むことができます。

� 広域デバイスグループ名 (例:nfs-dg)
� 広域デバイスのパス (例:/dev/global/dsk/d5s2または dev/d6)
� クラスタファイルシステムのマウントポイント (例:/global/nfs)

注 – ServicePathsにクラスタファイルシステムのパスが含まれる場合、広域デ
バイスグループはそれらに対応するリソースグループとともに使用されない場合が
あります。

6. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

7. リソース Sun Java System Web Server、Oracle、NFSを resource-group-1に
追加し、これらの依存性を hastorage-1に設定します。
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たとえば、Sun Java System Web Serverの場合、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/global/iws/schost-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp \

-y Resource_dependencies=hastorage-1

8. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

9. resource-group-1を MANAGED状態に設定し、オンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group-1

アフィニティースイッチオーバー

HAStorageリソースタイプは、別の拡張プロパティー (AffinityOn)を含みます。
この拡張プロパティーは、HAStorageが ServicePathsで定義されている広域デバ
イスおよびクラスタファイルシステムの類似性スイッチオーバーを実行する必要があ
るかどうかを指定するブール値です。詳細については、SUNW.HAStorage(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

注 –リソースグループがスケーラブルの場合、HAStorageと HAStoragePlusは
AffinityOnが Trueに設定されることを許可しません。スケーラブルリソースグ
ループについては、HAStorageと HAStoragePlusは AffinityOn値をチェック
し、この値を内部的に Falseに設定し直します。

� 既存のリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterソフトウェアでサポートされなくなる可能性があ
ります。同等の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから
HAStoragePlusにアップグレードする手順については、89ページの「HAStorage
から HAStoragePlusへのアップグレード」を参照してください。

86ページの「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を読
んでください。

1. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

参考

始める前に
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2. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

3. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group -j hastorage-1 -t SUNW.HAStorage \

-x ServicePaths= ... -x AffinityOn=True

4. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

5. 必要に応じて既存の各リソースについて依存性を設定します。

# scrgadm -c -j resource -y Resource_Dependencies=hastorage-1

6. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード
HAStorageは、今後の Sun Clusterソフトウェアでサポートされなくなる可能性があ
ります。同等の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから
HAStorageへアップグレードするには、次の節を参照してください。

� デバイスグループまたは CFSを使用している場合
に HAStorageから HAStoragePlusへアップグ
レードする
この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティーは True
です。さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorage
リソースに設定しています。

1. HAStorageに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""
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2. HAStorageリソースを無効にします。

# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

6. HAStoragePlusリソースを作成します。

注 – HAStorageの ServicePathsプロパティーを使用する代わりに、
HAStoragePlusの FilesystemMountPointsプロパティーまたは
GlobalDevicePathsプロパティーを使用する必要があります。

� ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のコマンドを入力し
ます。

FilesystemMountPoints拡張プロパティーは、/etc/vfstabで指定され
たシーケンスと一致する必要があります。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

� グローバルデバイスパスを指定するには、次のコマンドを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True

7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーと HAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs
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� CFSによる HAStorageからフェイルオーバー
ファイルシステムによる HAStoragePlusへ
アップグレードする
この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティーは True
です。さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorage
リソースに設定しています。

1. HAStorageリソースに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""

2. HAStorageリソースを無効にします。

# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. /etc/vfstabを変更して広域フラグを削除し、「mount at boot」を「no」に変
更します。

6. HAStoragePlusリソースを作成します。

注 – HAStorageの ServicePathsプロパティーを使用する代わりに、
HAStoragePlusの FilesystemMountPointsプロパティーまたは
GlobalDevicePathsプロパティーを使用する必要があります。

� ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のコマンドを入力し
ます。

FilesystemMountPoints拡張プロパティーは、/etc/vfstabで指定され
たシーケンスと一致する必要があります。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

� グローバルデバイスパスを指定するには、次のコマンドを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True
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7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーとHAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs

高可用性ローカルファイルシステムの有
効化
高可用性ローカルファイルシステムを使用すると、出入力負荷が高いデータサービス
のパフォーマンスを改善できます。Sun Cluster環境でローカルファイルシステムを高
可用性にするには、HAStoragePlusリソースタイプを使用します。

出入力負荷が高い各 Sun Clusterデータサービスの作業手順では、データサービスを
構成して HAStoragePlusリソースタイプとともに動作させる方法が説明されていま
す。詳細については、個別の Sun Clusterデータサービスのガイドを参照してくださ
い。

NFSエクスポートファイルシステム用に HAStoragePlusリソースタイプを設定する
手順については、94ページの「NFSエクスポートファイルシステム用に
HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してください。

注 – HAStoragePlusリソースタイプを使用してルートファイルシステムを高可用性
にしないでください。

高可用性ローカルファイルシステムの構成要件
多重ホストディスク上のすべてのファイルシステムは、これらの多重ホストディスク
に直接接続されたすべてのホストからアクセス可能である必要があります。この要件
を満たすには、次のように、高可用性ローカルファイルシステムを構成します。

� ローカルファイルシステムのディスクパーティションが広域デバイス上に存在する
ようにします。

� これらの広域デバイスを指定する HAStoragePlusリソースの AffinityOn拡張
プロパティーを Trueに設定します。

� フェイルオーバーリソースグループに HAStoragePlusリソースを作成します。
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� デバイスグループと、HAStoragePlusリソースを含むリソースグループの
フェイルバック設定が同じであるようにします。

注 –高可用性ローカルファイルシステム用の広域デバイスと、ボリュームマネー
ジャーの併用は、任意に選択できます。

ボリュームマネージャーを使用しないデバイスの
デバイス名の形式
ボリュームマネージャーを使用しない場合、基本のストレージデバイスの名前には適
切な形式を使用します。使用する形式は、次のように、ストレージデバイスの種類に
依存します。

� ーブロックデバイスの場合: /dev/global/dsk/d DsS
� rawデバイスの場合: /dev/global/rdsk/d DsS

これらの論理名の変数の意味は次のとおりです。

� Dはデバイス ID (DID)インスタンス番号を指定する整数です。
� Sはスライス番号を指定する整数です。

高可用性ローカルファイルシステムの
/etc/vfstabのサンプルエントリ
次の例に、高可用性ローカルファイルシステムに使用される広域デバイスの
/etc/vfstabファイルにあるエントリを示します。

例 2–27ボリュームマネージャーのない広域デバイスの /etc/vfstabにあるエントリ

この例に、ボリュームマネージャーを使用しない物理ディスク上の広域デバイス用の
/etc/vfstabファイルにあるエントリを示します。

/dev/global/dsk/d1s0 /dev/global/rdsk/d1s0

/global/local-fs/nfs ufs 5 no logging

例 2–28 Solarisボリュームマネージャーを使用する広域デバイスの /etc/vfstabにあるエ
ントリ

この例では、Solarisボリュームマネージャーを使用する広域デバイス用の
/etc/vfstabファイルにあるエントリを示します。

/dev/md/kappa-1/dsk/d0 /dev/md/kappa-1/rdsk/d0

/global/local-fs/nfs ufs 5 no logging
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例 2–29 VxVMを使用する広域デバイス用の /etc/vfstabにあるエントリ

この例では、VxVMを使用する広域デバイス用の /etc/vfstabファイルにあるエン
トリを示します。

/dev/vx/dsk/kappa-1/appvol /dev/vx/rdsk/kappa-1/appvol

/global/local-fs/nfs vxfs 5 no log

� NFSエクスポートファイルシステム用に
HAStoragePlusリソースタイプを設定する
HAStoragePlusリソースタイプには HAStorageと同じ機能があり、リソースグ
ループとディスクデバイスグループとの間で起動の同期をとります。
HAStoragePlusリソースタイプには、ローカルファイルシステムを高可用性にする
ための機能が追加されています。ローカルファイルシステムの可用性を高めるための
背景情報については、92ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を
参照してください。これら 2つの機能を両方とも使用するには、HAStoragePlusリ
ソースタイプを設定します。

注 –次では、UNIXファイルシステムで HAStoragePlusリソースタイプを使用する
方法を説明します。HAStoragePlusリソースタイプを Sun StorEdge™ QFSファイ
ルシステムで使用する方法については、Sun StorEdge QFSのマニュアルを参照してく
ださい。

次の例では、簡単な NFSサービスを使用して、ローカルにマウントされたディレクト
リ /global/local-fs/nfs/export/からホームディレクトリのデータをエクス
ポートします。この例では、次の条件を前提にしています。

� マウントポイント /global/local-fs/nfsは、UFSローカルファイルシステム
を Sun Cluster広域デバイスのパーティションにマウントするために使用されま
す。

� /global/local-fs/nfsファイルシステムの /etc/vfstabエントリは、広域
オプションを省略し、「mount at boot」フラグを「no」に指定する必要がありま
す。

� path-prefixディレクトリは、マウントする同じファイルシステムのルートディレ
クトリ上に存在します (/global/local-fs/nfsなど)。path-prefixディレクト
リは、HA-NFSが管理情報と状態情報を保持するために使用するディレクトリで
す。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. HAStoragePlusリソースタイプと SUNW.nfsリソースタイプが登録されている
かどうかを判別します。

手順
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次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

3. 必要に応じて、HAStoragePlusリソースタイプと SUNW.nfsリソースタイプを
登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

# scrgadm -a -t SUNW.nfs

4. フェイルオーバーリソースグループ nfs-rgを作成します。

# scrgadm -a -g nfs-rg -y PathPrefix=/global/local-fs/nfs

5. タイプ SUNW.LogicalHostnameの論理ホストリソースを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-lh-rs -g nfs-rg -L -l log-nfs

6. タイプ HAStoragePlusのリソース nfs-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-hastp-rs -g nfs-rg -t SUNW.HAStoragePlus \
-x FilesystemMountPoints=/global/local-fs/nfs \

-x AffinityOn=True

注 – FilesystemMountPoints拡張プロパティーは、ファイルシステムの 1つ以
上のマウントポイントのリストを指定するために使用できます。このリストは、
ローカルファイルシステムと広域ファイルシステムの両方のマウントポイントから
構成されます。ブートフラグでのマウントは、広域ファイルシステムの
HAStoragePlusによって無視されます。

7. リソースグループ nfs-rgをクラスタノード上でオンラインにします。

リソースグループがオンラインであるノードは、/global/local-fs/nfs
ファイルシステムの基本となる広域デバイスパーティションの主ノードになりま
す。次に、ファイルシステム /global/local-fs/nfsは当該ノード上にローカ
ルにマウントされます。

# scswitch -Z -g nfs-rg

8. タイプ SUNW.nfsのリソース nfs-rsを作成して、リソース nfs-hastp-rsへ
のリソース依存関係を指定します。

ファイル dfstab.nfs-rsが /global/local-fs/nfs/SUNW.nfsに作成され
る必要があります。

# scrgadm -a -g nfs-rg -j nfs-rs -t SUNW.nfs \

-y Resource_dependencies=nfs-hastp-rs
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注 – nfs-rsリソースに依存関係を設定する前に、nfs-hastp-rsリソースがオ
ンラインである必要があります。

9. リソースグループ nfs-rgをオフラインにします。

# scswitch -F -g nfs-rg

10. nfs-rgグループをクラスタノード上でオンラインにします。

# scswitch -Z -g nfs-rg

注意 –切り替えは、リソースグループに限定します。デバイスグループは切り替え
ないでください。デバイスグループを切り替えようとすると、リソースグループと
デバイスグループの状態に矛盾が生じ、リソースグループのフェイルオーバーが発
生します。

サービスを新しいノードに移行するときには常に、/global/local-fs/nfs用
のプライマリ入出力パスはオンラインになり、NFSサーバーに配置されます。
ファイルシステム /global/local-fs/nfsは NFSサーバーが起動する前にロー
カルにマウントされます。

高可用性ファイルシステムのリソースを
オンラインのままで変更する
ファイルシステムを表現しているリソースを変更している間でも、高可用性ファイル
システムは利用できる必要があります。たとえば、ストレージが動的に提供されてい
る場合、ファイルシステムは利用できる必要があります。このような状況では、高可
用性ファイルシステムを表現しているリソースをオンラインのままで変更します。

Sun Cluster環境では、高可用性ファイルシステムは HAStoragePlusリソースで表
現されます。Sun Clusterでは、HAStoragePlusをオンラインのままで変更するに
は、次のようにします。

� ファイルシステムを HAStoragePlusリソースに追加する
� ファイルシステムを HAStoragePlusリソースから削除する
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注 – Sun Clusterでは、ファイルシステムの名前はオンラインのままでは変更できませ
ん。

� オンラインの HAStoragePlusリソースにファイ
ルシステムを追加する
HAStoragePlusリソースにファイルシステムを追加するとき、HAStoragePlusリ
ソースはローカルファイルシステムをグローバルファイルシステムとは別に処理しま
す。

� HAStoragePlusリソースは常に、ローカルファイルシステムを自動的にマウン
トします。

� HAStoragePlusリソースがグローバルファイルシステムを自動的にマウントす
るのは、HAStoragePlusリソースの AffinityOn拡張プロパティーが Trueの
場合だけです。

AffinityOn拡張プロパティーについては、86ページの「リソースグループと
ディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してください。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. クラスタの各ノードの /etc/vfstabファイルにおいて、追加する各ファイルシ
ステムのマウントポイント用にエントリを追加します。

エントリごとに、mount at bootフィールドと mount optionsフィールドを次のよ
うに設定します。

� mount at bootフィールドを noに設定します。

� ファイルシステムがグローバルファイルシステムの場合、globalオプション
を含むように mount optionsフィールドを設定します。

3. HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウントポ
イントのリストを取得します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlus
リソースを指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループ
を指定します。

4. HAStoragePlus リソースの FileSystemMountPoints 拡張プロパティーを変
更して、次のマウントポイントを含むようにします。

手順
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� HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウント
ポイント

� HAStoragePlusリソースに追加しようとしているファイルシステムのマウン
トポイント

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"

-j hasp-resource
ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウント
ポイントと、追加しようとしているファイルシステムのマウントポイントをコ
ンマで区切って指定します。

5. HAStoragePlusリソースのマウントポイントのリストと、手順 4で指定したリス
トが一致していることを確認します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定しま
す。

6. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確認
します。

HAStoragePlusリソースがオンラインであるが、障害が発生している場合、リ
ソースの確認は成功しますが、HAStoragePlusによるファイルシステムのマウン
トは失敗します。

# scstat -g

オンラインの HAStoragePlusリソースへのファイルシステムの追
加

次に、オンラインの HAStoragePlusリソースにファイルシステムを追加する例を示
します。

� HAStoragePlusリソースは rshaspという名前であり、リソースグループ
rghaspに含まれます。

� rshaspという名前の HAStoragePlusリソースはすでに、マウントポイントが
/global/global-fs/fs1であるファイルシステムを管理しています。

� 追加しようとしているファイルシステムのマウントポイントは
/global/global-fs/fs2です。

この例では、各クラスタノード上の /etc/vfstabファイルにはすでに、追加しよう
としているファイルシステムのエントリが含まれていると仮定します。

例 2–30
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# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
# scrgadm -c -j rshasp \
-x FileSystemMountPoints="/global/global-fs/fs1,/global/global-fs/fs2"
# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
/global/global-fs/fs2
# scstat -g

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rshasp node46 Offline Offline

Resource: rshasp node47 Online Online

� オンラインの HAStoragePlusリソースから
ファイルシステムを削除する
HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除するとき、HAStoragePlus
リソースはローカルファイルシステムをグローバルファイルシステムとは別に処理し
ます。

� HAStoragePlusリソースは常に、ローカルファイルシステムを自動的にアンマ
ウントします。

� HAStoragePlusリソースがグローバルファイルシステムを自動的にアンマウン
トするのは、HAStoragePlusリソースの AffinityOn拡張プロパティーが
Trueの場合だけです。

AffinityOn拡張プロパティーについては、86ページの「リソースグループと
ディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してください。
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注意 –オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除する前に
は、そのファイルシステムを使用しているアプリケーションが存在しないことを確認
してください。オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除
すると、そのファイルシステムは強制的にアンマウントされます。アプリケーション
が使用しているファイルシステムが強制的にアンマウントされると、そのアプリケー
ションは異常終了またはハングする可能性があります。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウントポ
イントのリストを取得します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定しま
す。

3. HAStoragePlusリソースの FileSystemMountPoints拡張プロパティーを変
更して、HAStoragePlusリソースに残すファイルシステムのマウントポイント
だけを含むようにします。

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"

-j hasp-resource
ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
HAStoragePlusリソースに残そうとしているファイルシステムのマウントポ
イントをコンマで区切って指定します。このリストには、削除しようとしてい
るファイルシステムのマウントポイントが含まれていてはなりません。

4. HAStoragePlusリソースのマウントポイントのリストと、手順 3で指定したリス
トが一致していることを確認します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定しま
す。

5. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確認
します。

手順
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HAStoragePlusリソースがオンラインであるが、障害が発生している場合、リ
ソースの確認は成功しますが、HAStoragePlusによるファイルシステムのアンマ
ウントは失敗します。

# scstat -g

6. (省略可能) クラスタの各ノードの /etc/vfstab ファイルから、削除しようとし
ている各ファイルシステムのマウントポイント用のエントリを削除します。

オンラインの HAStoragePlusリソースからのファイルシステムの
削除

次に、オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除する例を
示します。

� HAStoragePlusリソースは rshaspという名前であり、リソースグループ
rghaspに含まれます。

� rshaspという名前の HAStoragePlusリソースはすでに、次のようなマウント
ポイントのファイルシステムを管理しています。

� /global/global-fs/fs1

� /global/global-fs/fs2

� 削除しようとしているファイルシステムのマウントポイントは
/global/global-fs/fs2です。

# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
/global/global-fs/fs2
# scrgadm -c -j rshasp -x FileSystemMountPoints="/global/global-fs/fs1"
# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
# scstat -g

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

例 2–31
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Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rshasp node46 Offline Offline

Resource: rshasp node47 Online Online

� HAStoragePlusリソースの変更後に障害から回
復する
FileSystemMountPoints拡張プロパティーの変更中に障害が発生した場合、
HAStoragePlusリソースの状態はオンラインであり、かつ、障害が発生していま
す。障害を修正した後、HAStoragePlusの状態はオンラインです。

1. 変更が失敗した原因となる障害を特定します。

# scstat -g

障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態メッセージは、その障害を示し
ます。可能性のある障害は、次のとおりです。

� ファイルシステムが存在するはずのデバイスが存在しません。
� fsckコマンドによるファイルシステムの修復が失敗しました。
� 追加しようとしたファイルシステムのマウントポイントが存在しません。
� 追加しようとしたファイルシステムがマウントできません。
� 削除しようとしたファイルシステムがアンマウントできません。

2. 変更が失敗した原因となる障害を修正します。

3. HAStoragePlusリソースの FileSystemMountPoints拡張プロパティーを変
更する手順を繰り返します。

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"

-j hasp-resource
変更しようとしている HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
高可用性ファイルシステムの変更が失敗したときに指定したマウントポイント
をコンマで区切って指定します。

4. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確
認します。

# scstat -g

手順
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障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態

次に、障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態の例を示します。fsckコマ
ンドによるファイルシステムの修復が失敗したため、このリソースには障害が発生し
ています。

# scstat -g
-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rshasp node46 Offline Offline

Resource: rshasp node47 Online Online Faulted - Failed to fsck: /mnt.

HAStoragePlusリソースタイプの
アップグレード
Sun Cluster 3.1 9/04では、HAStoragePlusリソースタイプは高可用性ファイルシス
テムをオンラインのままで変更できるように拡張されました。HAStoragePlusリ
ソースタイプのアップグレードは、次のすべての条件が満たされる場合に行ってくだ
さい。

� 以前のバージョンの Sun Clusterからアップグレードしている場合。
� HAStoragePlusリソースタイプの新機能を使用する必要がある場合。

リソースタイプをアップグレードする方法については、 34ページの「リソースタイ
プの更新」を参照してください。以下の各項では、HAStoragePlusリソースタイプ
のアップグレードに際して必要になる情報について説明します。

例 2–32
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新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
次の表に、リソースタイプのバージョンと Sun Clusterのリリースの関係を示しま
す。Sun Clusterのリリースは、リソースタイプが導入されたバージョンを表します。

リソースタイプバージョン Sun Clusterのリリース

1.0 3.0 5/02

2 3.1 9/04

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv

このリソースタイプのリソースタイプ登録 (RTR)ファイルは
/usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.HAStoragePlusです。

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
HAStoragePlusリソースタイプのインスタンスを移行する際には、次の点に注意し
てください。

� 移行はいつでも実行できます。

� HAStoragePlusリソースタイプの新機能を使用する場合は、Type_versionプ
ロパティーに設定する必要がある値は 2です。

オンラインのリソースグループをクラス
タノード間で分散する
可用性を最大化するため、あるいは、性能を最適化するため、いくつかのサービスの
組み合わせは、特定のオンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する
必要があります。オンラインのリソースグループを分散するということは、リソース
グループ間でアフィニティーを作成するということであり、次のような理由で行われ
ます。

� 初めてリソースグループをオンラインにするときに必要な分散を強制的に実行する
ため
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� リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーの後に必要な分散を
保持しておくため

この節では、次のような例を使用しながら、リソースグループのアフィニティーを使
用して、オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する方法について
説明します。

� あるリソースグループと別のリソースグループを強制的に同じ場所に配置する
� あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ場所に配置する
� リソースグループの集合の負荷をクラスタノード間で均等に分配する
� 重要なサービスに優先権を指定する
� リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託する
� リソースグループ間のアフィニティーを組み合わせて、複雑な動作を指定する

リソースグループのアフィニティー
リソースグループ間のアフィニティーは、複数のリソースグループが同時にオンライ
ンになる可能性があるノードを制限します。各アフィニティーにおいて、ソースのリ
ソースグループには 1つまたは複数のターゲットのリソースグループに対するア
フィニティーを宣言します。リソースグループ間にアフィニティーを作成するには、
ソースの RG_affinitiesリソースグループプロパティーを次のように設定します。

-y RG_affinities=affinity-list

affinity-list ソースリソースグループとターゲットリソースグループ (複数可)の間の
アフィニティーのコンマ区切りリストを指定します。リストでは 1つま
たは複数のアフィニティーを指定できます。

リストでは各アフィニティーを次のように指定します。

operator target-rg

注 – operatorと target-rgの間にはスペースを入れてはなりません。

operator 作成しようとしているアフィニティーのタイプを指定しま
す。詳細は、表 2–2を参照してください。

target-rg 作成しているアフィニティーのターゲットであるリソース
グループを指定します。
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表 2–2リソースグループ間のアフィニティーのタイプ

演算子 アフィニティーのタイプ 効果

+ 弱い肯定的な ソースは、できる限り、ターゲットがオンラインである
(あるいは、起動している) 1つまたは複数のノード上でオ
ンラインになります。つまり、ソースとターゲットは異な
るノード上でオンラインになることもあります。

++ 強い肯定的な ソースは、ターゲットがオンラインである (あるいは、起
動している) 1つまたは複数のノード上でのみオンライン
になります。つまり、ソースとターゲットは異なるノード
上でオンラインになることはありません。

- 弱い否定的な ソースは、可能であれば、ターゲットがオンラインでない
(あるいは、起動していない) 1つまたは複数のノード上で
オンラインになります。つまり、ソースとターゲットは同
じノード上でオンラインになることもあります。

-- 強い否定的な ソースは、ターゲットがオンラインでない 1つまたは複数
のノード上でのみオンラインになります。つまり、ソース
とターゲットは同じノード上でオンラインになることはあ
りません。

+++ フェイルオーバー委
託付きの強い肯定的
な

強い肯定的なアフィニティーと似ていますが、ソースによ
るフェイルオーバーはターゲットに委託されます。詳細に
ついては、111ページの「リソースグループのフェイル
オーバーまたはスイッチオーバーを委託する」を参照して
ください。

弱いアフィニティーは、Nodelist優先順位より優先されます。

その他のリソースグループの現在の状態によっては、任意のノード上で、強いア
フィニティーが成立しないことがあります。このような状況では、アフィニティーの
ソースであるリソースグループはオフラインのままです。その他のリソースグループ
の状態が変更され、強いアフィニティーが成立できるようになると、アフィニティー
のソースであるリソースグループはオンラインに戻ります。

注 –複数のターゲットリソースグループを持つソースリソースグループに強いア
フィニティーを宣言するときは、注意が必要です。宣言されたすべての強いアフィニ
ティーが成立しない場合、ソースリソースグループはオフラインのままになるためで
す。
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あるリソースグループと別のリソースグループを
強制的に同じ場所に配置する
あるリソースグループのサービスが別のリソースグループのサービスに強く依存する
場合、これらのリソースグループは両方とも同じノード上で動作する必要がありま
す。たとえば、あるアプリケーションがお互いに依存する複数のサービスのデーモン
から構成される場合、すべてのデーモンは同じノード上で動作する必要があります。

このような状況では、依存するサービスのリソースグループを、強制的に、依存され
るサービスのリソースグループと同じ場所に配置するように指定します。あるリソー
スグループを強制的に別のリソースグループと同じ場所に配置するには、あるリソー
スグループに別のリソースグループに対する強い肯定的なアフィニティーを宣言しま
す。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=++target-rg

-g source-rg
強い肯定的なアフィニティーのソースであるリソースグループを指定します。この
リソースグループは、別のリソースグループに対する強い肯定的なアフィニティー
を宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=++target-rg
強い肯定的なアフィニティーのターゲットであるリソースグループを指定します。
このリソースグループは、強い肯定的なアフィニティーを宣言する対象のリソース
グループです。

強い肯定的なアフィニティーを宣言しているソースのリソースグループは、ター
ゲットのリソースグループに従います。しかし、強い肯定的なアフィニティーを宣言
しているソースのリソースグループは、ターゲットのリソースグループが動作してい
ないノードにはフェイルオーバーできません。

注 –フェイルオーバーされないのは、リソースモニターが起動したフェイルオーバー
だけです。ソースとターゲットの両方のリソースグループが動作しているノードに障
害が発生した場合、これらのリソースグループは、正常に動作している同じノード上
で再起動されます。

たとえば、リソースグループ rg1にリソースグループ rg2に対する強い肯定的なア
フィニティーが宣言されていると仮定します。rg2が別のノードにフェイルオーバー
すると rg1もそのノードにフェイルオーバーします。rg1内のすべてのリソースが操
作可能であるとしても、このフェイルオーバーは発生します。しかし、rg1内のリ
ソースによって、rg2が動作していないノードに rg1をフェイルオーバーしようとし
た場合、このフェイルオーバーはブロックされます。

強い肯定的なアフィニティーを宣言しているリソースグループをフェイルオーバーす
る必要がある場合、そのフェイルオーバーは委託する必要があります。詳細について
は、111ページの「リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを
委託する」を参照してください。
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例 2–33あるリソースグループと別のリソースグループを強制的に同じ場所に配置する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する強
い肯定的なアフィニティーを宣言するためのコマンドを示します。このアフィニ
ティーを宣言すると、rg1は rg2が動作しているノード上だけでオンラインになりま
す。この例では、両方のリソースグループが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=++rg2

あるリソースグループと別のリソースグループを
できる限り同じ場所に配置する
あるリソースグループのサービスが別のリソースグループのサービスを使用している
ことがあります。結果として、これらのサービスは、同じノード上で動作する場合に
もっとも効率よく動作します。たとえば、データベースを使用するアプリケーション
は、そのアプリケーションとデータベースが同じノード上で動作する場合に、もっと
も効率よく動作します。しかし、これらのサービスは異なるノード上で動作してもか
まいません。なぜなら、リソースグループのフェイルオーバーの増加よりも効率の低
下のほうが被害が小さいためです。

このような状況では、両方のリソースグループを、できる限り、同じ場所に配置する
ように指定します。あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ
場所に配置するには、あるリソースグループに別のリソースグループに対する弱い肯
定的なアフィニティーを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=+target-rg

-g source-rg
弱い肯定的なアフィニティーのソースであるリソースグループを指定します。この
リソースグループは、別のリソースグループに対する弱い肯定的なアフィニティー
を宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=+target-rg
弱い肯定的なアフィニティーのターゲットであるリソースグループを指定します。
このリソースグループは、弱い肯定的なアフィニティーを宣言する対象のリソース
グループです。

あるリソースグループに別のリソースグループに対する弱い肯定的なアフィニティー
を宣言することによって、両方のリソースグループが同じノードで動作する確率が上
がります。弱い肯定的なアフィニティーのソースは、まず、そのアフィニティーの
ターゲットがすでに動作しているノード上でオンラインになろうとします。しかし、
弱い肯定的なアフィニティーのソースは、そのアフィニティーのターゲットがリソー
スモニターによってフェイルオーバーされても、フェイルオーバーしません。同様
に、弱い肯定的なアフィニティーのソースは、そのアフィニティーのターゲットがス
イッチオーバーされても、フェイルオーバーしません。どちらの状況でも、ソースが
すでに動作しているノード上では、ソースはオンラインのままです。

108 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



注 –ソースとターゲットの両方のリソースグループが動作しているノードに障害が発
生した場合、これらのリソースグループは、正常に動作している同じノード上で再起
動されます。

例 2–34あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ場所に配置する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する弱
い肯定的なアフィニティーを宣言するためのコマンドを示します。このアフィニ
ティーを宣言すると、rg1と rg2はまず、同じノード上でオンラインになろうとしま
す。しかし、rg2内のリソースによって rg2がフェイルオーバーしても、rg1はリ
ソースグループが最初にオンラインになったノード上でオンラインのままです。この
例では、両方のリソースグループが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=+rg2

リソースグループの集合の負荷をクラスタノード
間で均等に分配する
リソースグループの集合の各リソースグループには、クラスタの同じ負荷をかけるこ
とができます。このような状況では、リソースグループをクラスタ間で均等に分散す
ることによって、クラスタの負荷の均衡をとることができます。

リソースグループの集合のリソースグループをクラスタノード間で均等に分散するに
は、各リソースグループに、リソースグループの集合のほかのリソースグループに対
する弱い否定的なアフィニティーを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=neg-affinity-list

-g source-rg
弱い否定的なアフィニティーのソースであるリソースグループを指定します。この
リソースグループは、別のリソースグループに対する弱い否定的なアフィニティー
を宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=neg-affinity-list
ソースリソースグループと、弱い否定的なアフィニティーのターゲットであるリ
ソースグループの間の、弱い否定的なアフィニティーをコンマで区切って指定しま
す。ターゲットリソースグループは、弱い肯定的なアフィニティーを宣言する対象
のリソースグループです。

あるリソースグループにその他のリソースグループに対する弱い否定的なアフィニ
ティーを宣言することによって、そのリソースグループが常に、もっとも負荷がか
かっていないクラスタノード上でオンラインになることが保証されます。このノード
上で動作しているその他のリソースグループは最小数です。したがって、弱い否定的
なアフィニティーの最小数が違反されます。
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例 2–35リソースグループの集合の負荷をクラスタノード間で均等に分配する

この例では、リソースグループ rg1、rg2、rg3、および rg4を変更して、これらの
リソースグループを、クラスタで利用可能なノード間で均等に分配するためのコマン
ドを示します。この例では、リソースグループ rg1、rg2、rg3、および rg4が存在
していると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 RG_affinities=-rg2,-rg3,-rg4
# scrgadm -c -g rg2 RG_affinities=-rg1,-rg3,-rg4
# scrgadm -c -g rg3 RG_affinities=-rg1,-rg2,-rg4

# scrgadm -c -g rg4 RG_affinities=-rg1,-rg2,-rg3

重要なサービスに優先権を指定する
クラスタは、重要なサービスと重要でないサービス組み合わせて動作するように構成
できます。たとえば、重要な顧客サービスをサポートするデータベースは、重要でな
い研究タスクと同じクラスタで実行できます。

重要でないサービスが重要なサービスに影響を与えないようにするには、重要なサー
ビスに優先権を指定します。重要なサービスに優先権を指定することによって、重要
でないサービスが重要なサービスと同じノード上で動作することを防ぐことができま
す。

すべてのノードが操作可能であるとき、重要なサービスは重要でないサービスとは異
なるノード上で動作します。しかし、重要なサービスに障害が発生すると、このサー
ビスは重要でないサービスが動作しているノードにフェイルオーバーします。このよ
うな状況では、重要でないサービスは直ちにオフラインになり、重要なサービスはコ
ンピューティングリソースを完全に利用できるようになります。

重要なサービスに優先権を指定するには、重要でない各サービスのリソースグループ
に、重要なサービスを含むリソースグループに対する強い否定的なアフィニティーを
宣言します。

# scrgadm -c|-a -g noncritical-rg -y RG_affinities=--critical-rg

-g noncritical-rg
重要でないサービスを含むリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、別のリソースグループに対する強い否定的なアフィニティーを宣言するリソー
スグループです。

-y RG_affinities=--critical-rg
重要なサービスを含むリソースグループを指定します。このリソースグループは、
強い否定的なアフィニティーが宣言されるリソースグループです。

強い否定的なアフィニティーのソースのリソースグループは、そのアフィニティーの
ターゲットのリソースグループから離れます。
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例 2–36重要なサービスに優先権を指定する

この例では、重要でないリソースグループ ncrg1と ncrg2を変更して、重要なリ
ソースグループ mcdbrgに重要でないリソースグループよりも高い優先権を与えるた
めのコマンドを示します。この例では、リソースグループ mcdbrg、ncrg1、および
ncrg2が存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g ncrg1 RG_affinities=--mcdbrg

# scrgadm -c -g ncrg2 RG_affinities=--mcdbrg

リソースグループのフェイルオーバーまたはス
イッチオーバーを委託する
強い肯定的なアフィニティーのソースリソースグループは、そのアフィニティーの
ターゲットが動作していないノードにはフェイルオーバーまたはスイッチオーバーで
きません。強い肯定的なアフィニティーのソースリソースグループをフェイルオー
バーまたはスイッチオーバーする必要がある場合、そのフェイルオーバーはター
ゲットリソースグループに委託する必要があります。このアフィニティーのター
ゲットがフェイルオーバーするとき、このアフィニティーのソースはターゲットと一
緒に強制的にフェイルオーバーされます。

注 – ++演算子で指定した強い肯定的なアフィニティーのソースリソースグループで
も、スイッチオーバーする必要がある場合もあります。このような状況では、このア
フィニティーのターゲットとソースを同時にスイッチオーバーします。

リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを別のリソースグルー
プに委託するには、そのリソースグループに、その他のリソースグループに対する
フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティーを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=+++target-rg

-g source-rg
フェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託するリソースグループを指定しま
す。このリソースグループは、別のリソースグループに対するフェイルオーバー委
託付きの強い肯定的なアフィニティーを宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=+++target-rg
source-rgがフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託するリソースグループ
を指定します。このリソースグループは、フェイルオーバー委託付きの強い肯定的
なアフィニティーが宣言されるリソースグループです。

あるリソースグループは、最大 1つのリソースグループに対するフェイルオーバー
委託付きの強い肯定的なアフィニティーを宣言できます。逆に、あるリソースグ
ループは、その他の任意の数のリソースグループによって宣言されたフェイルオー
バー委託付きの強い肯定的なアフィニティーのターゲットである可能性がありま
す。
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つまり、フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティーは対照的ではあり
ません。ソースがオフラインの場合でも、ターゲットはオンラインになることができ
ます。しかし、ターゲットがオフラインの場合、ソースはオンラインになることがで
きません。

ターゲットが第三のリソースグループに対するフェイルオーバー委託付きの強い肯定
的なアフィニティーを宣言する場合、フェイルオーバーまたはスイッチオーバーはさ
らに第三のリソースグループに委託されます。第三のリソースグループがフェイル
オーバーまたはスイッチオーバーを実行すると、その他のリソースグループも強制的
にフェイルオーバーまたはスイッチオーバーされます。

例 2–37リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する
フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティーを宣言するためのコマンド
を示します。このアフィニティー関係の結果、rg1はフェイルオーバーまたはス
イッチオーバーを rg2に委託します。この例では、両方のリソースグループが存在し
ていると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=+++rg2

リソースグループ間のアフィニティーの組み合わ
せ
複数のアフィニティーを組み合わせることによって、より複雑な動作を作成できま
す。たとえば、関連する複製サーバーにアプリケーションの状態を記録できます。こ
の例におけるノード選択条件は次のとおりです。

� 複製サーバーは、アプリケーションと異なるノード上で動作している必要がありま
す。

� アプリケーションが現在のノードからフェイルオーバーすると、アプリケーション
は、複製サーバーが動作しているノードにフェイルオーバーする必要があります。

� アプリケーションが複製サーバーが動作しているノードにフェイルオーバーする
と、複製サーバーは異なるノードにフェイルオーバーする必要があります。その他
のノードが利用できない場合、複製サーバーはオフラインになる必要があります。

これらの条件を満たすには、アプリケーションと複製サーバーのリソースグループを
次のように構成します。

� アプリケーションを含むリソースグループは、複製サーバーを含むリソースグルー
プに対する弱い肯定的なアフィニティーを宣言します。

� 複製サーバーを含むリソースグループは、アプリケーションを含むリソースグルー
プに対する強い否定的なアフィニティーを宣言します。

例 2–38リソースグループ間のアフィニティーの組み合わせ

この例では、次のリソースグループ間のアフィニティーを組み合わせるためのコマン
ドを示します。
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例 2–38リソースグループ間のアフィニティーの組み合わせ (続き)

� リソースグループ app-rgは、複製サーバーによって状態を追跡するアプリケー
ションを示します。

� リソースグループ rep-rgは、複製サーバーを示します。

この例では、リソースグループはアフィニティーを次のように宣言します。

� リソースグループ app-rgは、リソースグループ rep-rgに対する弱い肯定的な
アフィニティーを宣言します。

� リソースグループ rep-rgは、リソースグループ app-rgに対する強い否定的な
アフィニティーを宣言します。

この例では、両方のリソースグループが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g app-rg RG_affinities=+rep-rg

# scrgadm -c -g rep-rg RG_affinities=--app-rg

重要ではないリソースグループをオフ
ロードすることによるノードリソースの
解放

注 –重要でないリソースグループをオフロードするもっとも簡単な方法は、リソース
グループ間で強い否定的なアフィニティーを使用することです。詳細については、
104ページの「オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する」を参
照してください。

Prioritized Service Management (RGOffload)を使用すると、重要なデータサービス
用にノードのリソースを自動的に解放できます。RGOffloadは、重要なフェイル
オーバーデータサービスを起動するために、重要でないスケーラブルデータサービス
またはフェイルオーバーデータサービスをオフラインにする必要があるときに使用し
ます。RGOffloadは、重要でないデータサービスを含むリソースグループをオフ
ロードするときに使用します。

注 –プライオリティーが高いデータサービスはフェイルオーバー可能でなければなり
ません。オフロードするデータサービスは、フェイルオーバーデータサービスでもス
ケーラブルデータサービスでもかまいません。
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� RGOffloadリソースを設定する

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、リソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

4. RGOffloadリソースの読み込みが解除されるように、各リソースグループにおい
て Desired_primariesプロパティーをゼロに設定します。

# scrgadm -c -g offload-rg -y Desired_primaries=0

5. RGOffloadリソースを重要なフェイルオーバーリソースグループに追加して、拡
張プロパティーを設定します。

リソースグループを複数のリソースの rg_to_offloadリストに追加してはいけ
ません。リソースグループを複数の rg_to_offloadリストに追加すると、リ
ソースグループはオフラインになったあとにオンラインになるという動作を繰り返
すことになります。

RGOffload拡張プロパティーの詳細については、116ページの「RGOffload拡
張プロパティーを構成する」を参照してください。

# scrgadm -aj rgoffload-resource \
-t SUNW.RGOffload -g critical-rg \
-x rg_to_offload=offload-rg-1, offload-rg-2, ... \
-x continue_to_offload=TRUE \

-x max_offload_retry=15

注 –この場合、rg_to_offload以外の拡張プロパティーはデフォルト値で表示さ
れます。rg_to_offloadは、お互いに依存しないリソースグループをコンマで
区切ったリストです。このリストには、RGOffloadリソースを追加するリソース
グループを含めることはできません。

6. RGOffloadリソースを有効にします。

# scswitch -ej rgoffload-resource

7. 重要なフェイルオーバーリソースから RGOffloadへの依存関係を設定します。

# scrgadm -c -j critical-resource \

-y Resource_dependencies=rgoffload-resource

Resource_dependencies_weakも使用できます。
Resource_dependencies_weakを RGOffloadリソースタイプに使用すると、

手順
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offload-rgのオフロード中にエラーが発生しても、重要なフェイルオーバーリ
ソースを起動できます。

8. オフロードするリソースグループを、オンラインにします。

# scswitch -z -g offload-rg, offload-rg-2, ... -h [nodelist]

リソースグループは、プライオリティーが高いリソースグループがオフラインであ
るすべてのノード上でオンラインのままになります。障害モニターは、重要なリ
ソースグループがオンラインであるノード上でリソースグループが動作しないよう
にします。

オフロードするリソースグループの Desired_primariesはゼロに設定されてい
るので (手順 4を参照)、-Zオプションを指定しても、このようなリソースグルー
プはオンラインになりません。

9. 重要なフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合、オンラインに
します。

# scswitch -Z -g critical-rg

RGOffloadリソースを構成する

この例では、RGOffloadリソース rgoflを次のように構成する方法について説明し
ます。

� 重要なリソースグループ oracle_rgには RGOffloadリソースが含まれていま
す。

� 重要なリソースは、oracle-server-rsです。

� 重要なリソースグループがオンラインになったときに、スケーラブルリソースグ
ループ IWS-SCおよび IWS-SC-2はオフロードされます。

� リソースグループ oracle_rg、IWS-SC 、および IWS-SC-2 は、クラスタ
triped の任意のノード、つまり phys-triped-1、phys-triped-2 、または
phys-triped-3でマスターできます。

[SUNW.RGOffload リソースタイプが登録されているかどうかを判断する]
# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

[必要に応じて、リソースタイプを登録する]
# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

[RGOffload リソースによってオフロードされる各リソースグループで、Desired_primaries を
ゼロに設定する]
# scrgadm -c -g IWS-SC-2 -y Desired_primaries=0
# scrgadm -c -g IWS-SC -y Desired_primaries=0

[プライオリティーが高いリソースグループに RGOffload リソースを追加し、拡張プロパティーを
設定する]
# scrgadm -aj rgofl -t SUNW.RGOffload -g oracle_rg \
-x rg_to_offload=IWS-SC,IWS-SC-2 -x continue_to_offload=TRUE \
-x max_offload_retry=15

[RGOffload リソースを有効にする]

例 2–39
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# scswitch -ej rgofl

[プライオリティーが高いフェイルオーバーリソースの RGOffload リソースに対する依存性を設定
する]
# scrgadm -c -j oracle-server-rs -y Resource_dependencies=rgofl

[オフロードされるリソースグループをすべてのノードでオンラインにする]
# scswitch -z -g IWS-SC,IWS-SC-2 -h phys-triped-1,phys-triped-2,phys-triped-3

[プライオリティーが高いフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合は、それをオン
ラインにする]

# scswitch -Z -g oracle_rg

RGOffload拡張プロパティーを構成する
この節では、RGOffloadに対して構成可能な拡張プロパティーを示します。「調整
可能」の欄には、そのプロパティーをいつ変更できるかが示されています。

通常、RGOffloadリソースを作成するとき、拡張プロパティーを構成するには、コ
マンド行 scrgadm -x parameter=value を使用します。

continue_to_offload (ブール型)
リソースグループのオフロード中にエラーが発生したあとに、rg_to_offloadリ
スト内の残りのリソースグループをオフロードし続けるかどうかを指定します。

このプロパティーは STARTメソッドだけが使用します。

初期値: True

調整:任意の時点

max_offload_retry (整数型)
クラスタ再構成またはリソースグループ再構成によりオフロードに障害が発生した
場合の起動中に、リソースグループをオフロードしようとする回数を指定します。
連続する再試行の間の間隔は 10秒です。

max_offload_retryが高すぎると、最大オフロード試行回数に到達する前に、
RGOffloadリソースの STARTメソッドがタイムアウトする可能性があります。こ
の可能性を避けるために、次の式を使用して max_offload_retryを計算しま
す。

max-offload-retry < start-timeout /(num-rg × offload-retry-interval)

max-offload-retry max_offload_retry拡張プロパティーの値

start-timeout RGOffloadリソースの Start_timeoutプロパティーの値

num-rg オフロードされるリソースグループの数

offload-retry-interval 連続する再試行の間の間隔 (10秒)

このプロパティーは STARTメソッドだけが使用します。
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初期値: 15

調整:任意の時点

rg_to_offload (文字列型)
プライオリティーが高いフェイルオーバーリソースグループがノード上で起動する
ときに、当該ノード上でオフロードされるリソースグループのコンマ区切りリスト
を指定します。このプロパティーにはデフォルト設定値がないので、必ず設定する
必要があります。

このリストには、互いに依存するリソースグループが含まれてはいけません。
RGOffloadは、rg_to_offload拡張プロパティーに設定されたリソースグルー
プのリストにおける依存関係ループを検査しません。

たとえば、リソースグループ RG-Bが何らかの形で RG-Aに依存する場合、両方の
リソースグループが rg_to_offloadに含まれてはいけません。

初期値:なし

調整:任意の時点

障害モニター
RGOffload障害モニターは、重要なリソースをマスターするノード上で、重要では
ないリソースグループがオンラインになるのを防止します。障害モニターは、重要な
リソースをマスターするノード上で、重要ではないリソースグループがオンラインで
あることを検出する場合があります。このような場合、障害モニターはそのほかの
ノードでリソースグループを起動しようとします。また障害モニターは、重要なリ
ソースをマスターするノード上でリソースグループをオフラインにします。

重要でないリソースグループの desired_primariesはゼロに設定されているの
で、このあとで利用可能になったノード上では、オフロードされたリソースグループ
は再起動されません。したがって、RGOffload障害モニターは、
maximum_primariesの上限に到達するまで、可能な限り多くの主ノードで重要でな
いリソースグループを起動しようとします。ただし、障害モニターは、重要なリソー
スをマスターするノード上では、重要でないリソースグループをオフラインのままに
します。

RGOffloadは、リソースグループが MAINTENANCE状態または UNMANAGED状態で
ないかぎり、オフロードされたすべてのリソースグループを起動しようとします。リ
ソースグループを UNMANAGEDにするには、scswitchコマンドを使用します。

# scswitch -u -g resourcegroup

RGOffloadリソースの Thorough_probe_intervalプロパティーの値は、障害モ
ニターの検証の間の間隔を指定します。
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リソースグループ、リソースタイプ、お
よびリソースの構成データを複製および
アップグレードする
2つのクラスタ上で同じリソース構成データが必要である場合、このデータを 2番目
のクラスタに複製することによって、もう一度同じ設定を行うという面倒な作業を省
略できます。scsnapshotを使用して、あるクラスタから別のクラスタにリソース構
成情報をコピーします。設定後、問題が生じないように、リソース関係の構成が安定
していることを確認します。2番目のクラスタに情報をコピーする前に、リソース構
成に大きな変更を行う必要はありません。

リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースの構成データは、クラスタ構成
リポジトリ (CCR)から取得でき、シェルスクリプトとして書式化されています。この
スクリプトを使用すると、次の作業を実行できます。

� リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースが構成されていないクラスタ
に構成データを複製する

� リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースが構成されているクラスタの
構成データをアップグレードする

scsnapshotツールは、CCRに格納されている構成データを取得します。ほかの構
成データは無視されます。scsnapshotツールは、異なるリソースグループ、リソー
スタイプ、およびリソースの動的な状態を無視します。

� リソースグループ、リソースタイプ、およびリ
ソースが構成されていないクラスタに構成データ
を複製する
この手順は、リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースが構成されていな
いクラスタに構成データを複製します。この手順では、あるクラスタから構成データ
のコピーを取得し、このデータを使用して、別のクラスタ上で構成データを生成しま
す。

1. システム管理者役割を使用して、構成データをコピーしたいクラスタノードにログ
インします。

たとえば、node1にログインすると仮定します。

システム管理者役割が与える役割によるアクセス制御 (RBAC)権は、次のとおりで
す。

� solaris.cluster.resource.read

手順
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� solaris.cluster.resource.modify

2. クラスタから構成データを取得します。

node1 % scsnapshot -s scriptfile

scsnapshotツールは、 scriptfileというスクリプトを生成します。scsnapshot
ツールの使用法の詳細については、scsnapshot(1M)のマニュアルページを参照
してください。

3. このスクリプトを編集して、構成データを複製したいクラスタに固有な特徴に合わ
せます。

たとえば、スクリプト内にある IPアドレスやホスト名を変更します。

4. このスクリプトを、構成データを複製したい任意のクラスタノードから実行しま
す。

このスクリプトは、スクリプトが生成されたクラスタとローカルクラスタの特性を
比較します。これらの特性が同じでない場合、このスクリプトはエラーを書き込ん
で終了します。次に、-fオプションを使用してスクリプトを実行し直すかどうか
をたずねるメッセージが表示されます。-fオプションを使用した場合、上記のよ
うな特性の違いを無視して、スクリプトを強制的に実行します。-fオプションを
使用した場合、クラスタ内に不整合がないことを確認します。

このスクリプトは、Sun Clusterリソースタイプがローカルクラスタ上に存在する
ことを確認します。リソースタイプがローカルクラスタに存在しない場合、このス
クリプトはエラーを書き込んで終了します。もう一度スクリプトを実行する前に、
存在しないリソースタイプをインストールするかどうかをたずねるメッセージが表
示されます。

� リソースグループ、リソースタイプ、およびリ
ソースが構成されているクラスタの構成データを
アップグレードする
この手順は、リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースがすでに構成され
ているクラスタ上の構成データをアップグレードします。この手順は、リソースグ
ループ、リソースタイプ、およびリソースの構成テンプレートを生成するのにも使用
できます。

この手順では、cluster1上の構成データが cluster2上の構成データに一致するよ
うにアップグレードされます。

1. システム管理者役割を使用して、cluster1の任意のノードにログオンします。

たとえば、node1にログオンすると仮定します。

システム管理者役割が与える RBAC権は次のとおりです。

� solaris.cluster.resource.read
� solaris.cluster.resource.modify

手順
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2. scsnapshotツールの image fileオプションを使用して、クラスタから構成デー
タを取得します。

node1% scsnapshot -s scriptfile1 -o imagefile1

node1上で実行するとき、scsnapshotツールは scriptfile1というスクリプトを生
成します。このスクリプトは、リソースグループ、リソースタイプ、およびリソー
スの構成データを imagefile1というイメージファイルに格納します。scsnapshot
ツールの使用法の詳細については、scsnapshot(1M)のマニュアルページを参照
してください。

3. cluster2のノード上で、手順 1から手順 2までの手順を繰り返します。

node2 % scsnapshot -s scriptfile2 -o imagefile2

4. node1上で cluster2の構成データを使用して cluster1の構成データをアップ
グレードするためのスクリプトを生成します。

node1 % scsnapshot -s scriptfile3 imagefile1 imagefile2

この手順では、手順 2と手順 3で生成したイメージファイルを使用して、
scriptfile3という新しいスクリプトを生成します。

5. 手順 4で生成したスクリプトを編集して、cluster1に固有な特徴に合わせて、
cluster2に固有なデータを削除します。

6. このスクリプトを node1から実行して、構成データをアップグレードします。

このスクリプトは、スクリプトが生成されたクラスタとローカルクラスタの特性を
比較します。これらの特性が同じでない場合、このスクリプトはエラーを書き込ん
で終了します。次に、-fオプションを使用してスクリプトを実行し直すかどうか
をたずねるメッセージが表示されます。-fオプションを使用した場合、上記のよ
うな特性の違いを無視して、スクリプトを強制的に実行します。-fオプションを
使用した場合、クラスタ内に不整合がないことを確認します。

このスクリプトは、Sun Clusterリソースタイプがローカルクラスタ上に存在する
ことを確認します。リソースタイプがローカルクラスタに存在しない場合、このス
クリプトはエラーを書き込んで終了します。もう一度スクリプトを実行する前に、
存在しないリソースタイプをインストールするかどうかをたずねるメッセージが表
示されます。

Sun Clusterデータサービス用に障害モ
ニターを調整する
Sun Cluster製品で提供されるデータサービスには、障害モニターが組み込まれていま
す。障害モニターは、次の機能を実行します。

� データサービスサーバーのプロセスの予期せぬ終了を検出する
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� データサービスの健全性の検査

障害モニターは、データサービスが作成されたアプリケーションを表現するリソース
に含まれます。このリソースは、データサービスを登録および構成したときに作成し
ます。詳細は、データサービスのマニュアルを参照してください。

障害モニターの動作は、当該リソースのシステムプロパティーと拡張プロパティーに
よって制御されます。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパ
ティーのデフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシ
ステムに適しているはずです。したがって、障害モニターを調整するのは、事前に設
定されたこの動作を変更したい場合「だけに」留めるべきです。

障害モニターを調整するには、次の作業が含まれます。

� 障害モニターの検証間隔を設定する。
� 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
� 継続的な障害とみなす基準を定義する。
� リソースのフェイルオーバー動作を指定する

これらの作業は、データサービスの登録と構成の際に行います。詳細は、データサー
ビスのマニュアルを参照してください。

注 –リソースの障害モニターは、そのリソースを含むリソースグループをオンライン
にしたときに起動されます。障害モニターを明示的に起動する必要はありません。

障害モニターの検証間隔の設定
リソースが正しく動作しているかどうかを判断するには、障害モニターで当該リソー
スを定期的に検証します。障害モニターの検証間隔は、リソースの可用性とシステム
の性能に次のような影響を及ぼします。

� 障害モニターの検証間隔は、障害の検出とその障害への対応にどの程度の時間がか
かるかに影響を与えます。したがって、障害モニターの検証間隔を短くすると、障
害の検出とその障害への対応にかかる時間も短くなります。このような時間の短縮
は、リソースの可用性が向上することを意味します。

� 障害モニターの検証では、プロセッササイクルやメモリなどのシステムリソースが
使用されます。したがって、障害モニターの検証間隔を短くすると、システムの性
能は低下します。

さらに、障害モニターの最適な検証間隔は、リソースの障害への対応にどの程度の時
間が必要かによって異なります。この時間は、リソースの複雑さが、リソースの再起
動などの操作にかかる時間にどのような影響を及ぼすかに依存します。

障害モニターの検証間隔を設定するには、リソースの Thorough_probe_interval
システムプロパティーを必要な間隔 (秒単位)に設定します。
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障害モニターの検証タイムアウトの設定
障害モニターの検証タイムアウトでは、検証に対するリソースからの応答にどのくら
いの時間を許すかを指定します。このタイムアウト内にリソースからの応答がない
と、障害モニターは、このリソースに障害があるものとみなします。障害モニターの
検証に対するリソースの応答にどの程度の時間がかかるかは、障害モニターがこの検
証に使用する操作によって異なります。データサービスの障害モニターがリソースを
検証するために実行する操作については、データサービスのマニュアルを参照してく
ださい。

リソースの応答に要する時間は、障害モニターやアプリケーションとは関係のない次
のような要素にも依存します。

� システム構成
� クラスタ構成
� システム負荷
� ネットワークトラフィックの量

障害モニターの検証タイムアウトを設定する場合は、必要なタイムアウト値をリソー
スの Probe_timeout拡張プロパティーに秒単位で指定します。

継続的な障害とみなす基準の定義
一時的な障害による中断を最小限に抑えるために、障害モニターは、このような障害
が発生するとこのリソースを再起動します。継続的な障害の場合は、リソースの再起
動よりも複雑なアクションをとる必要があります。

� フェイルオーバーリソースの場合は、障害モニターがこのリソースを別のノードに
フェイルオーバーします。

� スケーラブルリソースの場合は、障害モニターがこのリソースをオフラインにしま
す。

障害モニターは、指定された再試行間隔の中で、リソースの完全な障害の回数が、指
定されたしきい値を超えると障害を継続的であるとみなします。ユーザーは、継続的
な障害とみなす基準を定義することによって、可用性要件とクラスタの性能特性を満
たすしきい値や再試行間隔を設定できます。

リソースの完全な障害と部分的な障害
障害モニターは、いくつかの障害を、リソースの「完全な障害」としてみなします。
完全な障害は通常、サービスの完全な損失を引き起こします。次に、完全な障害の例
を示します。

� データサービスサーバーのプロセスの予期せぬ終了
� 障害モニターがデータサービスサーバーに接続できない

完全な障害が発生すると、障害モニターは再試行間隔内の完全な障害の回数を 1つ増
やします。
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障害モニターは、それ以外の障害を、リソースの「部分的な障害」とみなします。部
分的な障害は完全な障害よりも重大ではなく、通常、サービスの低下を引き起こしま
すが、サービスの完全な損失は引き起こしません。次に、障害モニターがタイムアウ
トするまでにデータサービスサーバーからの応答が不完全であるという部分的な障害
の例を示します。

部分的な障害が発生すると、障害モニターは再試行間隔内の完全な障害の回数を小数
点数だけ増やします。部分的な障害は、再試行間隔を過ぎても累積されます。

部分的な障害の次の特性は、データサービスに依存します。

� 障害モニターが部分的な障害とみなす障害のタイプ
� それぞれの部分的な障害が完全な障害の回数に追加する小数点数

データサービスの障害モニターが検出する障害については、データサービスのマ
ニュアルを参照してください。

しきい値や再試行間隔と他のプロパティーとの関係
障害のあるリソースが再起動するのに必要な最大時間は、次のプロパティーの値を合
計したものです。

� Thorough_probe_intervalシステムプロパティー
� Probe_timeout拡張プロパティー

再試行回数がしきい値に達しないうちに再試行間隔がきてしまうのを避けるために
は、再試行間隔としきい値の値を次の式に従って計算します。

retry-interval ≥ threshold × (thorough-probe-interval + probe-timeout )

しきい値と再試行間隔を設定するシステムプロパティー
しきい値と再試行間隔を設定するには、リソースの次のようなシステムプロパティー
を使用します。

� しきい値を設定するには、Retry_countシステムプロパティーを完全な障害の最
大値に設定します。

� 再試行間隔を設定する場合には、Retry_intervalシステムプロパティーに、必
要な間隔を秒数で指定します。

リソースのフェイルオーバー動作を指定する
リソースのフェイルオーバー動作は、次の障害に対して RGMがどのように応答する
かを決定します。

� リソースの起動の失敗
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� リソースの停止の失敗
� リソースの障害モニターの停止の失敗

リソースのフェイルオーバー動作を指定するには、リソースの Failover_modeシス
テムプロパティーを設定します。このプロパティーに指定できる値については、133
ページの「リソースのプロパティー」における Failover_modeシステムプロパ
ティーの説明を参照してください。
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付録 A

標準プロパティー

この付録では、標準リソースタイプ、リソース、リソースグループプロパティーにつ
いて説明します。また、システム定義プロパティーの変更および拡張プロパティーの
作成に使用するリソースプロパティー属性についても説明します。

注 –リソースタイプ、リソース、リソースグループのプロパティー名は、大文字と小
文字が区別されません。プロパティー名を指定する際には、大文字と小文字を任意に
組み合わせることができます。

この付録の内容は、次のとおりです。

� 125ページの「リソースタイププロパティー」
� 133ページの「リソースのプロパティー」
� 149ページの「リソースグループのプロパティー」
� 158ページの「リソースプロパティーの属性」

リソースタイププロパティー
以下に、Sun Clusterソフトウェアにより定義されるリソースタイププロパティーを示
します。プロパティー値は以下のように分類されます。

� 必須。プロパティーはリソースタイプ登録 (RTR)ファイルに明示的な値を必要と
します。そうでない場合、プロパティーが属するオブジェクトは作成できません。
空白文字または空の文字列を値として指定することはできません。

� 条件付。RTRファイル内に宣言を必要とするプロパティーです。宣言がない場
合、RGMはこのプロパティーを作成しません。したがって、このプロパティーを
管理ユーティリティーから利用することはできません。空白文字または空の文字列
を値として指定できます。プロパティーが RTRファイル内で宣言されており、値
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が指定されていない場合には、RGMはデフォルト値を使用します。

� 条件付/明示。RTRファイル内に宣言と明示的な値を必要とするプロパティーで
す。宣言がない場合、RGMはこのプロパティーを作成しません。したがって、こ
のプロパティーを管理ユーティリティーから利用することはできません。空白文字
または空の文字列を値として指定することはできません。

� 任意。RTRファイル内に宣言できるプロパティーです。プロパティーが RTR
ファイル内で宣言されていない場合は、RGMがこれを作成し、デフォルト値を与
えます。プロパティーが RTRファイル内で宣言されており、値が指定されていな
い場合は、RGMは、プロパティーが RTRファイル内で宣言されないときのデ
フォルト値と同じ値を使用します。

� 照会のみ–管理ツールから直接設定できません。

RTRファイルでは宣言できないため、クラスタ管理者により設定される必要がある
Installed_nodesと RT_systemを除き、リソースタイププロパティーは管理ユー
ティリティーでは更新できません。

以下にプロパティー名とその説明を示します。

注 – API_versionや Bootなどのリソースタイププロパティー名では、大文字と小
文字が区別されません。プロパティー名を指定する際には、大文字と小文字を任意に
組み合わせることができます。

API_version (integer)
このリソースタイプの実装のサポートに必要なリソース管理APIの最小バー
ジョン。

次に、Sun Clusterの各リリースがサポートする API_versionの最大値を要約し
ます。

3.1以前 2

3.1 10/03 3

3.1 4/04 4

3.1 9/04 5

3.1 3/05 6

RTRファイルにおいて API_versionに 2より大きな値を宣言した場合、そのリ
ソースタイプは、宣言した値より小さな最大バージョンしかサポートしないバー
ジョンの Sun Clusterにはインストールされません。たとえば、あるリソースタイ
プに API_version=5を宣言すると、このリソースタイプは、3.1 9/04より前にリ
リースされた Sun Clusterのバージョンにはインストールされません。
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注 –このプロパティーを宣言しないか、このプロパティーをデフォルト値 (2)に設
定すると、データサービスは Sun Cluster 3.0以降の Sun Clusterの任意のバー
ジョンにインストールできます。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 2

調整: NONE

Boot (string)
任意のコールバックメソッド。RGMがノード上で実行するプログラムのパスを指
定します。このプログラムは、このリソースタイプが管理対象になっているとき、
クラスタの結合または再結合を行います。このメソッドは、Init メソッドと同様
に、このタイプのリソースを初期化します。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Failover (boolean)
TRUEの場合、複数のノード上で同時にオンラインにできるグループ内にこの型の
リソースを構成することはできません。

次の表に、このリソースタイププロパティーと Scalableリソースプロパティー
を組み合わせて使用する方法を示します。

Failoverリソースタイプ
の値 Scalableリソースの値 説明

TRUE TRUE この非論理的な組み合わせは指定しないで
ください。

TRUE FALSE この組み合わせは、フェイルオーバーサー
ビスに対して指定します。

FALSE TRUE この組み合わせは、ネットワーク負荷分散
に SharedAddressリソースを使用するス
ケーラブルサービスに指定します。

SharedAddressの詳細については、
『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参
照してください。

FALSE FALSE この組み合わせは一般的ではありません
が、ネットワーク負荷均衡を使用しないマ
ルチマスターサービスを選択するときに使
用できます。
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Scalableの詳細については、r_properties(5)のマニュアルページと、『Sun
Clusterの概念 (Solaris OS版)』の第 3章「重要な概念 -システム管理者とアプリ
ケーション開発者」を参照してください。

カテゴリ: 任意

デフォルト: FALSE

調整: NONE

Fini (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースを RGM管理の対象外にするとき
に、RGMによって実行されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Init (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースを RGM管理対象にするときに、
RGMによって実行されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Init_nodes (enum)
RGMが Init、Fini、 Boot、Validateメソッドをコールするノードを示しま
す。指定できる値は、RG_PRIMARIES (リソースをマスターできるノードのみ)ま
たは RT_INSTALLED_NODES (このリソースタイプがインストールされる全ての
ノード)のいずれかです。

カテゴリ: 任意

デフォルト: RG_PRIMARIES

調整: NONE

Installed_nodes (string_array)
リソースタイプを実行できるクラスタノードの名前のリスト。このプロパティーは
RGMによって自動的に作成されます。クラスタ管理者は値を設定できます。RTR
ファイル内には宣言できません。

カテゴリ: クラスタ管理者による構成が可能です。

デフォルト: すべてのクラスタノード

調整: ANYTIME

Is_logical_hostname (boolean
TRUEは、このリソースタイプが、フェイルオーバーインターネットプロトコル
(IP)アドレスを管理するLogicalHostnameリソースタイプのいずれかのバー
ジョンであることを示します。
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カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Is_shared_address (boolean)
TRUEは、このリソースタイプが、フェイルオーバーインターネットプロトコル
(IP)アドレスを管理する共有アドレスリソースタイプのいずれかのバージョンであ
ることを示します。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Monitor_check (string)
任意のコールバックメソッド。障害モニターの要求によってこのリソースタイプの
フェイルオーバーを実行する前に、RGMによって実行されるプログラムのパスで
す。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Monitor_start (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースの障害モニターを起動するために
RGMによって実行されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Monitor_stop (string)
Monitor_startが設定されている場合、必須のコールバックメソッドになりま
す。この型のリソースの障害モニターを停止するために RGMによって実行される
プログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Pkglist (string_array)
リソースタイプのインストールに含まれている任意のパッケージリストです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE
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Postnet_stop (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースがネットワークアドレスリソース
に依存している場合、このネットワークアドレスリソースのStopメソッドの呼び
出し後に RGMによって実行されるプログラムのパスです。ネットワークインタ
フェースが停止するように構成されたあと、このメソッドは Stopアクションを実
行する必要があります。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Prenet_start (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースがネットワークアドレスリソース
に依存している場合、このネットワークアドレスリソースの Startメソッドの呼
び出し前に RGMによって実行されるプログラムのパスです。このメソッドは、
ネットワークインタフェースが構成される前に必要な Startアクションを行いま
す。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Resource_list (string_array)
リソースタイプの全リソースのリストです。クラスタ管理者はこのプロパティーを
直接設定しません。ただし、クラスタ管理者がこの型のリソースをリソースグルー
プに追加したり、リソースグループから削除した場合、RGMはこのプロパティー
を更新します。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: 空のリスト

調整: NONE

Resource_type (string)
リソースタイプの名前です。現在登録されているリソースタイプ名を表示するに
は、次のコマンドを使用します。

scrgadm -p

Sun Cluster 3.1以降のリリースでは、リソースタイプ名にバージョンが含まれます
(必須)。

vendor-id.resource-type: rt-version
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リソースタイプ名は RTRファイル内に指定された 3つのプロパティー vendor-id、
resource-type、rt-versionで構成されます。scrgadmコマンドは、ピリオド (.コロン
(:)の区切り文字を挿入します。リソースタイプの名前の最後の部分、rt-version
には、RT_versionプロパティーと同じ値が入ります。vendor-idが一意であるこ
とを保証するためには、リソースタイプを作成した会社の株式の略号を使用しま
す。Sun Cluster 3.1以前に登録されたリソースタイプ名では、引き続き次の構文を
使用します。

vendor-id.resource-type

カテゴリ: 必須

デフォルト: 空の文字列

調整: NONE

RT_basedir (string)
コールバックメソッドの相対パスを補完するディレクトリパスです。このパスは、
リソースタイプパッケージのインストールディレクトリに設定する必要がありま
す。このパスには、スラッシュ (/)で開始する完全なパスを指定する必要がありま
す。

カテゴリ: 必須 (絶対パスでないメソッドパスがある場合)

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

RT_description (string)
リソースタイプの簡単な説明です。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: 空の文字列

調整: NONE

RT_system (boolean)
リソースタイプの RT_systemプロパティーが TRUEの場合、そのリソースタイプ
は削除できません (scrgadm -r -t resource-type-name)。このプロパティーは、
LogicalHostnameなど、クラスタのインフラをサポートするリソースタイプを間
違って削除してしまうことを防ぎます。しかし、RT_systemプロパティーはどの
リソースタイプにも適用できます。

RT_systemプロパティーが TRUEに設定されたリソースタイプを削除するには、
まず、このプロパティーを FALSEに設定する必要があります。クラスタサービス
をサポートするリソースを持つリソースタイプを削除するときには注意してくださ
い。

カテゴリ: 任意

デフォルト: FALSE

調整: ANYTIME
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RT_version (string)
Sun Cluster 3.1以降では、このリソースタイプの実装の必須バージョン文字列。
RT_versionは、完全なリソースタイプ名の末尾の部分です。RT_versionプロ
パティーは Sun Cluster 3.0では任意でしたが、Sun Cluster 3.1以降のリリースでは
必須です。

カテゴリ: 条件付き/明示または必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Single_instance (boolean)
TRUEは、この型のリソースがクラスタ内に 1つだけ存在できることを示します。
この型のリソースが実行されるのは、クラスタ全体で 1箇所だけです。

カテゴリ: 任意

デフォルト: FALSE

調整: NONE

Start (string)
コールバックメソッド。この型のリソースを起動するために RGMによって実行さ
れるプログラムのパスです。

カテゴリ: RTR ファイルで Prenet_start メソッドが宣言されていないか
ぎり必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Stop (string)
コールバックメソッド。この型のリソースを停止するために RGMによって実行さ
れるプログラムのパスです。

カテゴリ: RTRファイルで Postnet_stopメソッドが宣言されていないかぎ
り必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Update (string)
任意のコールバックメソッド。この型の実行中のリソースのプロパティーが変更さ
れたときに、RGMによって実行されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Validate (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースのプロパティー値を検査するため
に RGMにより実行されるプログラムのパスです。
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カテゴリ: 条件付/明示

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Vendor_ID (string)
Resource_typeを参照してください。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

リソースのプロパティー
この節では、Sun Clusterソフトウェアで定義されているリソースプロパティーについ
て説明します。プロパティー値は以下のように分類されます。

� 必須。クラスタ管理者は、管理ユーティリティーを使ってリソースを作成すると
き、必ず値を指定しなければなりません。

� 任意。クラスタ管理者がリソースグループの作成時に値を指定しないと、システム
のデフォルト値が使用されます。

� 条件付。RGMは、RTRファイル内にプロパティーが宣言されている場合にかぎり
プロパティーを作成します。宣言されていない場合プロパティーは存在せず、クラ
スタ管理者はこれを利用できません。RTRファイルで宣言されている条件付きの
プロパティーは、デフォルト値が RTRファイル内で指定されているかどうかに
よって、必須または任意になります。詳細については、各条件付きプロパティーの
説明を参照してください。

� 照会のみ。管理ツールで直接設定することはできません。

158ページの「リソースプロパティーの属性」で説明されている Tunable属性は、次
のように、リソースプロパティーを更新できるかどうか、および、いつ更新できるか
を示します。

FALSEまたは NONE 不可

TRUEまたは ANYTIME 任意の時点 (Anytime)

AT_CREATION リソースをクラスタに追加するとき

WHEN_DISABLED リソースが無効なとき

以下にプロパティー名とその説明を示します。
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Affinity_timeout (integer)
リソース内のサービスのクライアント IPアドレスからの接続は、この時間 (秒数)
内に同じサーバーノードに送信されます。

このプロパティーは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。さらに、Weak_affinityが FALSE
に設定されている必要があります。

このプロパティーは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: 任意

デフォルト: デフォルトなし

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Boot_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

Cheap_probe_interval (integer)
リソースの即時障害検証の呼び出しの間隔 (秒数)。このプロパティーは RGMに
よって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、クラスタ管理
者は使用を許可されます。RTRファイル内でデフォルト値が指定されている場合、
このプロパティーは任意です。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

拡張プロパティー
そのリソースのタイプの RTRファイルで宣言される拡張プロパティー。リソース
タイプの実装によって、これらのプロパティーを定義します。拡張プロパティーに
設定可能な各属性については、158ページの「リソースプロパティーの属性」を参
照してください。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: デフォルトなし

調整: 特定のプロパティーに依存
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Failover_mode (enum)
リソースが正常に開始または停止できなかった場合、またはリソースモニターが正
常ではないリソースを検出し、その結果再起動またはフェイルオーバーを要求する
場合に RGMが取る回復アクションを変更します。

NONE、SOFT、または HARD (メソッドの失敗)

これらの設定は、起動または停止メソッド ( Prenet_start、Start、
Monitor_stop、 Stop、Postnet_stop) が失敗した場合にのみフェイルオー
バー動作に影響します。リソースが正常に起動すれば、NONE、SOFT、および
HARDは、リソースモニターが scha_controlコマンドまたは scha_control()
関数で開始したこれ以降のリソースの再起動またはギブオーバーの動作には影響し
ません。scha_control(1HA)および scha_control(3HA)のマニュアルページ
を参照してください。NONEは、前に示した起動または停止メソッドが失敗した場
合、RGMは回復アクションを行わないことを示します。SOFTまたは HARDは、
Startまたは Prenet_startメソッドが失敗した場合、RGMはリソースのグ
ループを別のノードに再配置することを示します。Start または Prenet_start
の失敗については、SOFTと HARDは同じになります。

停止メソッド (Monitor_stop、Stop、または Postnet_stop)の失敗の場合、
SOFTは NONEと同じになります。これらの停止メソッドのいずれかが失敗した場
合に、Failover_modeが HARDに設定されていれば、RGMはノードを再起動し
てリソースグループを強制的にオフラインにします。これにより RGMは別のノー
ドでグループの起動を試みることが可能になります。

RESTART_ONLYまたは LOG_ONLY

起動メソッドまたは停止メソッドが失敗した場合にフェイルオーバー動作に影響す
る NONE、SOFT、および HARD とは異なり、RESTART_ONLY と LOG_ONLY はすべ
てのフェイルオーバー動作に影響します。フェイルオーバー動作には、モニター
(scha_control)が開始するリソースおよびリソースグループの再起動と、リソー
スモニター (scha_control)により開始されるギブオーバーが含まれます。
RESTART_ONLYは、モニターが scha_controlを実行してリソースまたはリソー
スグループを再起動できることを示します。RGM では、Retry_interval の間
に Retry_count回数だけ再起動を試行できます。Retry_countの回数を超える
と、それ以上の再起動は許可されません。Failover_modeが LOG_ONLYに設定
されている場合、リソースの再起動またはギブオーバーは許可されます。
Failover_modeを LOG_ONLYに設定することは、Retry_countをゼロに設定し
た状態で Failover_modeを RESTART_ONLYに設定することと同じです。

RESTART_ONLYまたは LOG_ONLY (メソッドの失敗)

Prenet_start、Start、Monitor_stop 、Stop、または Postnet_stop メ
ソッドが失敗した場合、 RESTART_ONLY と LOG_ONLY は NONE と同じになりま
す。つまり、ノードのフェイルオーバーやリブートはどちらも行われません。

データサービスに対する Failover_mode設定の影響

Failover_modeの各設定がデータサービスに及ぼす影響は、データサービスが監
視されているかどうか、およびデータサービスが Data Services Development
Library (DSDL)に基づいているかどうかによって決まります。
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� データサービスが監視されるのは、データサービスが Monitor_start メ
ソッドを実装し、リソースの監視が有効になっている場合です。RGMは、リ
ソースそれ自体を起動した後で Monitor_startメソッドを実行することによ
り、リソースモニターを起動します。リソースモニターはリソースが正常であ
るかどうかを検証します。検証が失敗した場合、リソースモニターは、
scha_control()関数を呼び出すことで再起動またはフェイルオーバーを要求
する場合があります。DSDLベースのリソースの場合、検証によりデータサー
ビスの部分的な障害 (機能低下)または完全な障害が明らかになる場合がありま
す。部分的な障害が繰り返し蓄積されると、完全な障害になります。

� データサービスが監視されないのは、データサービスが Monitor_start メ
ソッドを提供しないか、リソースの監視が無効になっている場合です。

� DSDLベースのデータサービスには、Agent Builderや GDSにより開発された
データサービス、または DSDLを直接使用して開発されたデータサービスが含
まれます。HA Oracleなど一部のデータサービスは、DSDLを使用せずに開発
されています。

NONE、SOFT、または HARD (検証の失敗)

Failover_modeが NONE、SOFT、または HARDに設定され、データサービスが監
視対象の DSDLベースのサービスであり、また検証が完全に失敗した場合、モニ
ターは scha_control () 関数を呼び出してリソースの再起動を要求します。検
証が失敗し続ける場合、リソースは Retry_interval期間内の Retry_countの
最大回数まで再起動されます。Retry_countの再起動数に到達した後も検証が再
び失敗した場合、モニターは別のノードに対してリソースのグループのフェイル
オーバーを要求します。

Failover_modeが NONE、SOFT、または HARDに設定され、データサービスが監
視対象外の DSDLベースのサービスである場合、検出される唯一の障害はリソース
のプロセスツリーの故障のみです。リソースのプロセスツリーが故障すると、リ
ソースが再起動されます。

データサービスが DSDLベースのサービスではない場合、再起動またはフェイル
オーバー動作は、リソースモニターがどのようにコード化されているかによって決
まります。たとえば Oracleリソースモニターは、リソースまたはリソースグルー
プを再起動するか、リソースグループのフェイルオーバーを行うことで回復しま
す。

RESTART_ONLY (検証の失敗)

Failover_modeが RESTART_ONLYに設定され、データサービスが監視対象の
DSDLベースのサービスである場合、検証が完全に失敗すると、リソースは
Retry_interval の期間内に Retry_count の回数再起動されます。ただし、
Retry_countの回数を超えると、リソースモニターは終了し、リソースの状態を
FAULTEDに設定して、状態メッセージ「Application faulted, but not restarted.
Probe quitting.」を生成します。この時点で監視はまだ有効ですが、リソースがク
ラスタ管理者により修復および再起動されるまで、リソースは事実上監視対象外に
なります。
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Failover_modeが RESTART_ONLYに設定され、データサービスが監視対象外の
DSDLベースのサービスである場合、プロセスツリーが故障すると、リソースは再
起動されません。

監視対象データサービスが DSDLベースのデータサービスではない場合、回復動作
はリソースモニターがどのようにコード化されているかに依存します。
Failover_modeが RESTART_ONLYに設定されている場合、リソースまたはリ
ソースグループは、Retry_intervalの期間内に Retry_countの回数だけ
scha_control()関数の呼び出しにより再起動できます。リソースモニターが
Retry_countを超えると、再起動の試みは失敗します。モニターが
scha_control()関数を呼び出してフェイルオーバーを要求する場合、その要求
も同様に失敗します。

LOG_ONLY (検証の失敗)

Failover_modeがデータサービスに対して LOG_ONLYに設定されている場合、
すべての scha_control()はリソースまたはリソースグループの再起動を要求す
るか、除外されているグループのフェイルオーバーを要求します。データサービス
が DSDLベースである場合、検証が完全に失敗した場合メッセージが記録されます
が、リソースは再起動されません。検証が Retry_intervalの期間内に
Retry_count の回数以上完全に失敗した場合、リソースモニターは終了し、リ
ソースの状態を FAULTEDに設定して、状態メッセージ「Application faulted, but
not restarted. Probe quitting.」を生成します。この時点で監視はまだ有効ですが、
リソースがクラスタ管理者により修復および再起動されるまで、リソースは事実上
監視対象外になります。

Failover_modeが LOG_ONLYに設定されていて、データサービスが監視対象外
の DSDLベースのサービスであり、プロセスツリーが故障した場合、メッセージが
記録されますが、リソースは再起動されません。

監視対象データサービスが DSDLベースのデータサービスではない場合、回復動作
はリソースモニターがどのようにコード化されているかに依存します。
Failover_modeが LOG_ONLYに設定されている場合、すべての
scha_control()要求はリソースまたはリソースグループを再起動するか、グ
ループの障害をフェイルオーバーします。

カテゴリ: 任意

デフォルト: NONE

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Fini_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME
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各コールバックメソッドの Init_timeout ( integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

Load_balancing_policy (string)
使用する負荷均衡ポリシーを定義する文字列。このプロパティーは、スケーラブル
サービス専用です。RTRファイルに Scalableプロパティーが宣言されている場
合、RGMは自動的にこのプロパティーを作成します。Load_balancing_policy
には次の値を設定できます。

Lb_weighted (デフォルト)。Load_balancing_weightsプロパティーで設定さ
れているウエイトに従って、さまざまなノードに負荷が分散されます。

Lb_sticky。スケーラブルサービスの指定のクライアント (クライアントの IPア
ドレスで識別される)は、常に同じクラスタノードに送信されます。

Lb_sticky_wild。ワイルドスティッキーサービスの IPアドレスに接続する
Lb_sticky_wildで指定されたクライアントの IPアドレスは、IPアドレスが到
着するポート番号とは無関係に、常に同じクラスタノードに送られます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: Lb_weighted

調整: AT_CREATION

Load_balancing_weights (string_array)
このプロパティーは、スケーラブルサービス専用です。RTRファイルに Scalable
プロパティーが宣言されている場合、RGMは自動的にこのプロパティーを作成し
ます。形式は、「weight@node, weight@node」になります。weightは指定のノード
(node)に対する負荷分散の相対的な割り当てを示す整数になります。ノードに分散
される負荷の割合は、すべてのウエイトの合計でこのノードのウエイトを割った値
になります。たとえば 1@1,3@2は、ノード 1が負荷の 1/4を受け取り、ノード 2
が負荷の 3/4を受け取ることを指定します。デフォルトの空の文字列 ("")は、一定
の分散を指定します。明示的にウエイトを割り当てられていないノードのウエイト
は、デフォルトで 1になります。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は ANYTIMEになります。このプロパティーを変更すると、新しい接続
時にのみ分散が変更されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: 空の文字列 (“”)

調整: ANYTIME
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各コールバックメソッドの Monitor_check_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Monitor_start_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Monitor_stop_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

Monitored_switch (enum)
クラスタ管理者が管理ユーティリィティーを使ってモニターを有効または無効にす
ると、RGMによって Enabledまたは Disabledに設定されます。Disabledに
設定されている場合、リソースの監視は停止されますが、リソースそれ自体はオン
ラインのままになります。監視が再度有効になるまで、Monitor_startメソッド
は呼び出されません。リソースが、モニターのコールバックメソッドを持っていな
い場合は、このプロパティーは存在しません。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Network_resources_used (string_array)
リソースが使用する論理ホスト名または共有アドレスネットワークリソースのリス
ト。スケーラブルサービスの場合、このプロパティーは別のリソースグループに存
在する共有アドレスリソースを参照する必要があります。フェイルオーバーサービ
スの場合、このプロパティーは同じリソースグループに存在する論理ホスト名また
は共有アドレスを参照します。RTRファイルに Scalableプロパティーが宣言さ
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れている場合、RGMは自動的にこのプロパティーを作成します。Scalableが
RTRファイルで宣言されていない場合、Network_resources_usedは RTR
ファイルで明示的に宣言されていない限り使用できません。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は AT_CREATIONになります。

注 –このプロパティーを CRNP向けに設定する方法については、SUNW.Event(5)
のマニュアルページを参照してください。

カテゴリ: 条件付き/必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: AT_CREATION

各クラスタノード上の Num_resource_restarts (integer )
このプロパティーを直接設定することはできません。このプロパティーは、RGM
によって、このノード上のこのリソースに対して過去 n秒以内に行われ
たscha_control、Resource_restart、またはResource_is_restartedの
呼び出し回数に設定されます。nはリソースの Retry_intervalプロパティーの
値です。このリソースが scha_controlギブオーバーを実行した場合は常に、ギ
ブオーバーが成功または失敗したかに関わらず、リソースの再起動カウンタは
RGMによってゼロ (0)にリセットされます。

リソースタイプが Retry_intervalプロパティーを宣言していない場合、この型
のリソースに Num_resource_restartsプロパティーを使用できません。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

各クラスタノード上の Num_rg_restarts (integer)
このプロパティーを直接設定することはできません。このプロパティーは、RGM
によって、リソースを含むリソースグループに対してリソースがこのノード上で過
去 n秒以内に行った scha_control Restartの呼び出し回数に設定されます。n
は、リソースの Retry_intervalプロパティーの値です。リソースタイプが
Retry_intervalプロパティーを宣言していない場合、このタイプのリソースに
は Num_resource_restartsプロパティーを使用できません。

カテゴリ: 説明を参照

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE
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On_off_switch (enum)
クラスタ管理者が管理ユーティリィティーを使ってリソースを有効または無効にす
ると、RGMによって Enabledまたは Disabledに設定されます。無効に設定さ
れている場合、リソースはオフラインにされ、再度有効にされるまでコールバック
は実行されません。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Port_list (string_array)
サーバーが待機するポートの番号リストです。各ポート番号の後ろには、ス
ラッシュ (/)とそのポートが使用しているプロトコルが続きます (たとえば、
Port_list=80/tcpまたは Port_list=80/tcp6,40/udp6)。プロトコルに
は、次のものを指定できます。

� tcp (TCP IPv4)
� tcp6 (TCP IPv6)
� udp (UDP IPv4)
� udp6 (UDP IPv6)

Scalableプロパティーが RTRファイルで宣言されている場合、RGMは自動的に
Port_listを作成します。それ以外の場合、このプロパティーは RTRファイルで
明示的に宣言されていないかぎり使用できません。

Apache用にこのプロパティーを設定する方法は、『Sun Cluster Data Service for
Apacheガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

カテゴリ: 条件付き/必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Postnet_stop_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Prenet_start_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意
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デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

R_description (string)
リソースの簡単な説明。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空の文字列

調整: ANYTIME

Resource_dependencies (string_array)
Resource_dependenciesリソースが強い依存関係を持っている同じグループま
たは異なるグループ内のリソースのリスト。このリソースを起動するためには、リ
ストのすべてのリソースがオンラインになっていなければなりません。このリソー
スとリスト内のリソースの 1つが同時に起動する場合、RGMは、リスト内のリ
ソースが起動するまで待機してから、このリソースを起動します。このリソースの
Resource_dependenciesリスト内のリソースが起動しない場合、このリソース
はオフラインのままになります。リスト内のリソースのリソースグループがオフラ
インのままであるか、START_FAILED状態であるために、このリソースのリスト
内のリソースが起動しない可能性があります。起動に失敗した異なるリソースグ
ループのリソースに対する依存関係により、このリソースがオフラインのままであ
る場合、このリソースのグループは PENDING_ONLINE_BLOCKED 状態に入りま
す。

このリソースが、リストのリソースと同時にオフラインにされる場合は、このリ
ソースが停止されてから、リストのほかのリソースが停止されます。ただし、この
リソースがオンラインのままであったり、停止に失敗した場合でも、異なるリソー
スグループに属するリストのリソースは停止されます。このリソースが先に無効に
ならなければ、リスト内のリソースは無効にできません。

同じリソースグループ内では、デフォルトとして、アプリケーションリソースが
ネットワークアドレスリソースに対して暗黙的に強いリソース依存性を持っていま
す。詳細については、149ページの「リソースグループのプロパティー」の
Implicit_network_dependenciesを参照してください。

同じリソースグループ内では、依存性の順序に従って Prenet_startメソッドが
Startメソッドより先に実行されます。Postnet_stopメソッドは Stopメ
ソッドよりあとに、依存関係順に実行されます。異なるリソースグループでは、依
存しているリソースは、依存されているリソースが Prenet_startおよび Start
を完了するまで待機してから、Prenet_start を実行します。依存されているリ
ソースは、依存しているリソースグループが Stopおよび Postnet_stopを完了
するまで待機してから、Stopを実行します。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空のリスト

調整: ANYTIME
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Resource_dependencies_restart (string_array)
Resource_dependencies_restartリソースが再起動の依存関係を持ってい
る、同じグループまたは異なるグループ内のリソースのリスト。

このプロパティーの動作は Resource_dependenciesとよく似ていますが、1点
例外があります。再起動の依存関係リスト内にある任意のリソースが再起動した場
合、このリソースは再起動されます。リスト内のリソースがオンラインに戻ったあ
と、RGMはこのリソースを再起動します。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空のリスト

調整: ANYTIME

Resource_dependencies_weak (string_array)
Resource_dependencies_weakリソースが弱い依存関係を持っている、同じグ
ループまたは異なるグループ内のリソースのリスト。弱い依存関係は、メソッド呼
び出しの順序を決定します。RGMは、このリスト内のリソースの Startメソッド
を呼び出してから、このリソースの Startメソッドを呼び出します。そして、
RGMは、このリソースの Stopメソッドを呼び出してから、このリスト内のリ
ソースの Stopメソッドを呼び出します。リスト内のリソースが始動に失敗したり
オフラインのままであっても、リソースは起動されます。

このリソースとその Resource_dependencies_weakリスト内のリソースが同時
に起動する場合、RGMは、リスト内のリソースが起動するまで待機してから、こ
のリソースを起動します。リスト内のリソースが起動しない場合 (たとえば、リス
ト内のリソースのリソースグループがオフラインのままであったり、リスト内のリ
ソースが START_FAILED状態である場合)、このリソースは起動します。このリ
ソースの Resource_dependencies_weakリスト内のリソースが起動すると、こ
のリソースのリソースグループは一時的に PENDING_ONLINE_BLOCKED状態に入
ることがあります。リストのすべてのリソースが起動した時点、または起動に失敗
した時点で、このリソースは起動し、そのグループは再度 PENDING_ONLINE状態
になります。

このリソースが、リストのリソースと同時にオフラインにされる場合は、このリ
ソースが停止されてから、リストのほかのリソースが停止されます。このリソース
がオンラインのままであったり、停止に失敗した場合でも、リストのリソースは停
止されます。リストのリソースを無効にするためには、このリソースをまず無効に
する必要があります。

同じリソースグループ内では、依存性の順序に従って Prenet_startメソッドが
Startメソッドより先に実行されます。Postnet_stopメソッドは Stopメ
ソッドよりあとに、依存関係順に実行されます。異なるリソースグループでは、依
存しているリソースは、依存されているリソースが Prenet_startおよび Start
を完了するまで待機してから、Prenet_start を実行します。依存されているリ
ソースは、依存しているリソースグループが Stopおよび Postnet_stopを完了
するまで待機してから、Stopを実行します。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空のリスト
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調整: ANYTIME

Resource_name (string)
リソースインスタンスの名前です。この名前はクラスタ構成内で一意にする必要が
あります。リソースが作成されたあとで変更はできません。

カテゴリ: 必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Resource_project_name (string)
リソースに関連付けられた Solarisプロジェクト名。このプロパティーは、CPUの
共有、クラスタデータサービスのリソースプールといった Solarisのリソース管理
機能に適用できます。RGMは、リソースをオンラインにすると、このプロジェク
ト名を持つ関連プロセスを起動します。このプロパティーが指定されなかった場
合、リソースを含むリソースグループの RG_project_nameプロパティーからプ
ロジェクト名が決定されます (rg_properties(5)のマニュアルページを参照)。
どちらのプロパティーも指定されなかった場合、RGMは事前定義済みのプロ
ジェクト名 defaultを使用します。指定されたプロジェクト名は、プロジェクト
データベースに存在する必要があります (projects(1)のマニュアルページ、お
よび『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』を参
照)。

このプロパティーは Solaris 9以降でサポートされます。

注 –このプロパティーへの変更は、リソースが次回起動されるときに有効になりま
す。

カテゴリ: 任意

デフォルト: Null

調整: ANYTIME

各クラスタノード上の Resource_state (enum)
RGMが判断した各クラスタノード上のリソースの状態。使用可能な状態は、
ONLINE、 OFFLINE、START_FAILED、STOP_FAILED、MONITOR_FAILED、
ONLINE_NOT_MONITORED、STARTING、および STOPPINGです。

ユーザーはこのプロパティーを構成できません。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE
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Retry_count (integer)
起動に失敗したリソースをモニターが再起動する回数です。Retry_countを超え
ると、特定のデータサービス、および Failover_modeプロパティーの設定に応
じて、モニターは次のいずれかのアクションを実行します。

� リソースが障害状態であったとしても、リソースグループが現在の主ノード上
にとどまることを許可する

� 別のノードヘのリソースグループのフェイルオーバーを要求する

このプロパティーは RGMによって作成されます。このプロパティーは RTR
ファイルに宣言されている場合にかぎり、クラスタ管理者は使用を許可されます。
RTRファイル内でデフォルト値が指定されている場合、このプロパティーは任意で
す。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

注 –このプロパティーにマイナスの値を指定すると、モニターは無限回リソースの
再起動を試みます。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: 上記を参照

調整: WHEN_DISABLED

Retry_interval (integer)
失敗したリソースを再起動するまでの秒数。リソースモニターは、このプロパ
ティーと Retry_countを組み合わせて使用します。このプロパティーは RGMに
よって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、クラスタ管理
者は使用を許可されます。RTRファイル内でデフォルト値が指定されている場合、
このプロパティーは任意です。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: デフォルトなし (上記を参照)

調整: WHEN_DISABLED

Scalable (boolean)
リソースがスケーラブルであるかどうか、つまり、リソースが Sun Clusterソフト
ウェアのネットワーキング負荷分散機能を使用するかどうかを表します。

このプロパティーが RTRファイルで宣言されている場合は、そのタイプのリソー
スに対して、RGMは、次のスケーラブルサービスプロパティーを自動的に作成し
ます。Affinity_timeout 、Load_balancing_policy、
Load_balancing_weights、Network_resources_used、Port_list、
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UDP_affinity、および Weak_affinity。これらのプロパティーは、RTR
ファイル内で明示的に宣言されない限り、デフォルト値を持ちます。RTRファイル
で宣言されている場合、Scalableのデフォルトは TRUEです。

RTRファイルにこのプロパティーが宣言されている場合、AT_CREATION以外の
Tunable属性の割り当ては許可されません。

RTRファイルにこのプロパティーが宣言されていない場合、このリソースはスケー
ラブルではないため、このプロパティーを調整することはできません。RGMは、
スケーラビブルサービスプロパティーをいっさい設定しません。ただし、
Network_resources_usedおよび Port_listプロパティーは、RTRファイル
で明示的に宣言できます。これらのプロパティーは、スケーラブルサービスでも非
スケーラブルサービスでも有用です。

このリソースプロパティーを Failoverリソースタイププロパティーと組み合わ
せて使用する方法の詳細については、r_properties(5)のマニュアルページを参
照してください。

カテゴリ: 任意

デフォルト: デフォルトなし

調整: AT_CREATION

各コールバックメソッドの Start_timeout ( integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

各クラスタノード上の Status (enum)
リソースモニターにより scha_resource_setstatus コマンドまたは
scha_resource_setstatus()関数で設定されます。指定可能な値は、OK、
degraded、faulted、unknown、および offlineです。リソースがオンライン
またはオフラインになったとき、RGMは自動的に Status値を設定します (
Status値をリソースのモニターまたはメソッドが設定していない場合)。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

各クラスタノード上の Status_msg (string)
リソースモニターによって、Statusプロパティーと同時に設定されます。リソー
スがオンラインまたはオフラインにされると、RGMは自動的にこのプロパティー
を空文字列でリセットします。ただし、このプロパティーがリソースのメソッドに
よって設定される場合を除きます。
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カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

各コールバックメソッドの Stop_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

Thorough_probe_interval (integer)
高オーバーヘッドのリソース障害検証の呼び出し間隔 (秒)。このプロパティーは
RGMによって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、クラ
スタ管理者は使用を許可されます。RTRファイル内でデフォルト値が指定されてい
る場合、このプロパティーは任意です。

RTRファイル内に Tunable属性が指定されていない場合、このプロパティーの
Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

カテゴリ: 条件付き

デフォルト: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

Type (string)
このリソースがインスタントであるリソースタイプ。

カテゴリ: 必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

Type_version (string)
現在このリソースに関連付けられているリソースタイプのバージョンを指定しま
す。このプロパティーは RTRファイル内に宣言できません。したがって、RGMに
よって自動的に作成されます。このプロパティーの値は、リソースタイプの
RT_versionプロパティーと等しくなります。リソースの作成時、
Type_versionプロパティーはリソースタイプ名の接尾辞として表示されるだけ
で、明示的には指定されません。リソースを編集すると、Type_versionプロパ
ティーが新しい値に変更されることがあります。

このプロパティーの調整については、次の情報から判断されます。

� 現在のリソースタイプのバージョン
� RTRファイル内の #$upgrade_fromディレクティブ

カテゴリ: 説明を参照
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デフォルト: デフォルトなし

調整: 説明を参照

UDP_affinity (boolean)
このプロパティーが TRUEに設定されている場合、指定のクライアントからの
UDPトラフィックはすべて、現在クライアントのすべての TCPトラフィックを処
理している同じサーバーノードに送信されます。

このプロパティーは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。さらに、Weak_affinityが FALSE
に設定されている必要があります。

このプロパティーは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: 任意

デフォルト: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

各コールバックメソッドの Update_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの Validate_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。特定のリソー
スタイプに関して、タイムアウトのプロパティーは RTRファイルで宣言されてい
るメソッドに対してのみ定義されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

デフォルト: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3600 (1時
間)

調整: ANYTIME

Weak_affinity (boolean)
このプロパティーが TRUEに設定されている場合、このプロパティーにより弱い形
式のクライアントアフィニティーが有効になります。弱い形式のクライアントア
フィニティーが有効になっている場合、特定のクライアントからの接続は、次の場
合を除き、同じサーバーノードに送信されます。

� たとえば、障害モニターが再起動したとき、リソースがフェイルオーバーまた
はスイッチオーバーしたとき、あるいは、ノードが障害の後にクラスタに参加
し直したときにサーバーのリスナーが起動する場合。

� クラスタ管理者により管理アクションが実行されたため、スケーラブルリソー
スの Load_balancing_weightsが変更された場合。
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弱いアフィニティーはメモリーの消費とプロセッササイクルの点で、デフォルトの
形式よりもオーバーヘッドを低く抑えられます。

このプロパティーは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。

このプロパティーは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: 任意

デフォルト: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

リソースグループのプロパティー
以下に、Sun Clusterソフトウェアにより定義されるリソースグループのプロパティー
を示します。プロパティー値は以下のように分類されます。

� 必須。クラスタ管理者は、管理ユーティリティーを使ってリソースグループを作成
するとき、必ず値を指定しなければなりません。

� 任意。クラスタ管理者がリソースグループの作成時に値を指定しないと、システム
のデフォルト値が使用されます。

� 照会のみ。管理ツールで直接設定することはできません。

以下にプロパティー名とその説明を示します。

Auto_start_on_new_cluster (boolean)
このプロパティーは、新しいクラスタの形成時にリソースグループマネージャー
(RGM)が自動的にリソースグループを起動するかどうかを制御します。デフォル
トは TRUEです。

TRUEに設定した場合、クラスタの全てのノードが同時に再起動すると、RGMは
リソースグループを自動的に起動して Desired_primariesを取得しようとしま
す。

FALSEに設定されていると、クラスタが再起動されたとき、リソースグループは自
動的には起動しません。scswitchコマンドまたは同等の GUI指令を使用して、
最初にリソースグループが手動でオンラインに切り替えられるまで、リソースグ
ループはオフラインのままになります。その後、このリソースグループは通常の
フェイルオーバー動作を再開します。

カテゴリ: 任意

デフォルト: TRUE

調整: ANYTIME

付録 A •標準プロパティー 149



Desired_primaries (integer)
グループが同時に実行できるノード数として望ましい値。

デフォルトは 1です。RG_modeプロパティーが Failoverである場合、このプロ
パティーの値は 1以下である必要があります。RG_modeプロパティーが
Scalableである場合、1より大きな値に設定できます。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 1

調整: ANYTIME

Failback (boolean)
クラスタのメンバーシップが変更されたとき、グループがオンラインになっている
ノードセットを再計算するかどうかを示すブール値です。再計算により、RGMは
優先度の低いノードをオフラインにし、優先度の高いノードをオンラインにするこ
とができます。

カテゴリ: 任意

デフォルト: FALSE

調整: ANYTIME

Global_resources_used (string_array)
クラスタファイルシステムがこのリソースグループ内のリソースによって使用され
るかどうかを指定します。クラスタ管理者はアスタリスク (*)か空文字列 (“”)を指
定できます。すべてのグローバルリソースを指定するときはアスタリスク、グロー
バルリソースを一切指定しない場合は空文字列を指定します。

カテゴリ: 任意

デフォルト: すべてのグローバルリソース

調整: ANYTIME

Implicit_network_dependencies (boolean)
TRUEの場合、 RGMは、グループ内のネットワークアドレスリソースで非ネット
ワークアドレスリソースに対する強い依存を強制します。このとき、RGMは、す
べてのネットワークアドレスリソースを起動してからその他のリソースを起動しま
す。また、グループ内のその他のすべてのリソースを停止してからネットワークア
ドレスリソースを停止します。ネットワークアドレスリソースには、論理ホスト名
と共有アドレスリソースタイプがあります。

スケーラブルなリソースグループ内では、このプロパティーの影響はありません。
これは、スケーラブルなリソースグループにはネットワークアドレスリソースが含
まれないからです。

カテゴリ: 任意

デフォルト: TRUE

調整: ANYTIME
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Maximum_primaries (integer)
グループを同時にオンラインにできるノードの最大数です。

RG_modeプロパティーが Failoverである場合、このプロパティーの値は 1以下
である必要があります。RG_modeプロパティーが Scalableである場合、1より
大きな値に設定できます。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 1

調整: ANYTIME

Nodelist (string_array)
グループを優先度順にオンラインにできるクラスタノードのリストです。これらの
ノードは、リソースグループの潜在的主ノードまたはマスターです。

カテゴリ: 任意

デフォルト: すべてのクラスタノードの順不同のリスト

調整: ANYTIME

Pathprefix (string)
リソースグループ内のリソースが重要な管理ファイルを書き込むことができるクラ
スタファイルシステム内のディレクトリ。一部のリソースの必須プロパティーで
す。各リソースグループの Pathprefixは、一意にする必要があります。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空の文字列

調整: ANYTIME

Pingpong_interval (integer)
次の条件で、RGMがリソースグループをオンラインにする場所を決定するときに
使用する負でない整数値 (秒)。

� 再構成が発生している場合
� scha_control GIVEOVER コマンドまたは関数の実行の結果として

再構成が発生したときは、Pingpong_intervalで指定した秒数内に特定のノー
ド上で複数回、リソースグループがオンラインになれない場合があります。この障
害が発生した原因は、リソースの Startまたは Prenet_startメソッドがゼロ以
外で終了したか、タイムアウトしたかのどちらかです。その結果、そのノードはリ
ソースグループのホストとしては不適切と判断され、RGMは別のマスターを探し
ます。

scha_control コマンドまたは scha_control GIVEOVER コマンドが特定の
ノード上でリソースによって実行され、それによりそのリソースグループが別の
ノードにフェイルオーバーした場合、Pingpong_interval秒が経過するまで、
(scha_controlコマンドが実行された)最初のノードは、同じリソースによる別
の scha_control GIVEOVER の宛先になることはできません。

カテゴリ: 任意
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デフォルト: 3600 (1時間)

調整: ANYTIME

Resource_list (string_array)
グループ内に含まれるリソースのリストです。クラスタ管理者はこのプロパティー
を直接設定しません。このプロパティーは、クラスタ管理者がリソースグループに
リソースを追加したりリソースグループからリソースを削除したりすると、RGM
により自動的に更新されます。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

RG_affinities (string)
RGMは、別の特定のリソースグループの現在のマスターであるノードにリソース
グループを配置するか (肯定的なアフィニティーの場合)、あるいは、特定のリソー
スグループの現在のマスターでないノード上にリソースグループを配置 (否定的な
アフィニティーの場合)しようとします。

RG_affinitiesには次の文字列を設定できます。

� ++ (強い肯定的なアフィニティー)
� + (弱い肯定的なアフィニティー)
� - (弱い否定的なアフィニティー)
� -- (強い否定的なアフィニティー)
� +++ (フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティー)

たとえば、RG_affinities=+RG2,--RG3は、このリソースグループが RG2に対
しては弱い肯定的なアフィニティーを持っており、RG3に対しては強い否定的なア
フィニティーを持っていることを示します。

RG_affinitiesの使用法については、第 2章を参照してください。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空の文字列

調整: ANYTIME

RG_dependencies (string_array)
同じノード上の別のグループをオンライン/オフラインにするときの優先順位を示
すリソースグループのリスト (任意)。すべての強い RG_affinities (肯定的と否
定的)と RG_dependenciesが一緒のグループは、サイクルを含むことが許されま
せん。

たとえば、リソースグループ RG2がリソースグループ RG1の RG_dependencies
リスト内に含まれると仮定します。言い換えると、RG1が RG2にリソースグルー
プ依存関係を持っていると仮定します。次のリストに、このリソースグループ依存
関係の効果を要約します。

152 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



� ノードがクラスタに結合されると、そのノードでは、RG2のすべてのリソース
に対する Bootメソッドが終わってから、 RG1のリソースに対する Bootメ
ソッドが実行されます。

� RG1と RG2が両方とも同じノード上で同時に PENDING_ONLINE状態である場
合、RG2内のすべてのリソースが自分の開始メソッドを完了するまで、RG1内
のどのリソースでも開始メソッド (Prenet_startまたは Start)は実行され
ません。

� RG1と RG2が両方とも同じノード上で同時に PENDING_OFFLINE状態である
場合、RG1内のすべてのリソースが自分の停止メソッドを完了するまで、RG2
内のどのリソースでも停止メソッド(Stopまたは Postnet_stop)は実行され
ません。

� RG1または RG2の主ノードをスイッチする場合、それによって RG1がいずれ
かのノードでオンラインに、RG2がすべてのノードでオフラインになる場合
は、このスイッチは失敗します。詳細については、scswitch(1M)および
scsetup(1M)のマニュアルページを参照してください。

� RG2上で Desired_primariesプロパティーをゼロに設定した場合、RG1上
で Desired_primariesプロパティーをゼロより大きな値に設定することは許
可されません。

� RG2 に対する Auto_start_on_new_cluster が FALSE に設定されている場
合は、RG1に対する Auto_start_on_new_clusterプロパティーを TRUEに
設定することはできません。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空のリスト

調整: ANYTIME

RG_description (string)
リソースグループの簡単な説明です。

カテゴリ: 任意

デフォルト: 空の文字列

調整: ANYTIME

RG_is_frozen (boolean)
あるリソースグループが依存している大域デバイスをスイッチオーバーするかどう
かを表します。このプロパティーが TRUEに設定されている場合、大域デバイスは
スイッチオーバーされます。このプロパティーが FALSEに設定されている場合、
大域デバイスはスイッチオーバーされません。リソースグループが大域デバイスに
依存するかどうかは、Global_resources_usedプロパティーの設定によりま
す。

RG_is_frozenプロパティーをユーザーが直接設定することはありません。
RG_is_frozenプロパティーは、大域デバイスのステータスが変わったときに、
RGMによって更新されます。

カテゴリ: 任意

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE
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RG_mode (enum)
リソースグループがフェイルオーバーグループなのか、スケーラブルグループなの
かを指定します。この値が Failoverであれば、 RGMはグループの
Maximum_primariesプロパティーの値を 1に設定し、リソースグループのマス
ターを単一のノードに制限します。

このプロパティーの値が Scalableであれば、Maximum_primariesプロパ
ティーは 1より大きな値に設定されることがあります。その結果、このグループの
マスターが同時に複数存在する可能性があります。Failoverプロパティーの値が
TRUEであるリソースを、RG_modeの値が Scalableのリソースグループに追加
することはできません。

Maximum_primariesが 1である場合、デフォルトは Failoverです。
Maximum_primariesが 1より大きい場合、デフォルトは Scalableです。

カテゴリ: 任意

デフォルト: Maximum_primariesの値によります。

調整: NONE

RG_name (string)
リソースグループの名前。これは必須プロパティーです。この値は、クラスタ内で
一意でなければなりません。

カテゴリ: 必須

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE

RG_project_name (string)
リソースグループに関連付けられた Solarisプロジェクト名 (projects(1)のマ
ニュアルページを参照)。このプロパティーは、CPUの共有、クラスタデータサー
ビスのリソースプールといった Solarisのリソース管理機能に適用できます。RGM
は、リソースグループをオンラインにすると、Resource_project_name プロパ
ティーセットを持たないリソース用として、このプロジェクト名下で関連プロセス
を起動します (r_properties(5)のマニュアルページを参照)。指定されたプロ
ジェクト名は、プロジェクトデータベースに存在する必要があります
(projects(1)のマニュアルページ、および『Solarisのシステム管理 (Solarisコ
ンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』を参照)。

このプロパティーは Solaris 9以降でサポートされます。

注 –このプロパティーへの変更は、リソースの次回起動時に有効になります。

カテゴリ: 任意

デフォルト: テキスト文字列「default」

調整: ANYTIME
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各クラスタノード上の RG_state (enum)
RGMにより UNMANAGED、ONLINE、OFFLINE、PENDING_ONLINE、
PENDING_OFFLINE、ERROR_STOP_FAILED、ONLINE_FAULTED、または
PENDING_ONLINE_BLOCKEDに設定され、各クラスタノード上のグループの状態
を表します。

ユーザーはこのプロパティーを構成できません。しかし、scswitchコマンドを実
行することによって、あるいは同等の scsetupや SunPlex Managerコマンドを使
用して、このプロパティーを間接的に設定することは可能です。RGMの制御下に
ないときは、グループは UNMANAGED状態で存在することができます。

各状態の説明は次のとおりです。

注 –すべてのノードに適用される UNMANAGED状態を除き、状態は個別のノードに
のみ適用されます。たとえば、リソースグループがノード Aでは OFFLINE であ
り、ノード Bでは PENDING_ONLINEである場合があります。

UNMANAGED 新しく作成されたリソースグループの最
初の状態や、前に管理されていたリソー
スグループの状態。そのグループのリ
ソースに対して Initメソッドがまだ実
行されていないか、そのグループのリ
ソースに対して Finiメソッドがすでに
実行されています。

このグループは RGMによって管理され
ていません。

ONLINE リソースグループはノード上ですでに起
動されています。つまり、各リソースに
適用可能な起動メソッド
Prenet_start、Start、および
Monitor_startは、グループ内のすべ
ての有効なリソースに対して正常に実行
されました。

OFFLINE リソースグループはノードですでに停止
されています。つまり、各リソースに適
用可能な停止メソッド
Monitor_stop、Stop、および
Postnet_stopはグループ内のすべて
の有効なリソースに対して正常に実行さ
れました。さらに、リソースグループが
ノードで最初に起動されるまでは、グ
ループにこの状態が適用されます。
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PENDING_ONLINE リソースグループはノードで起動されよ
うとしています。各リソースに適用可能
な起動メソッド Prenet_start、
Start、および Monitor_startはグ
ループ内の有効なリソースに対して実行
中です。

PENDING_OFFLINE リソースグループはノードで停止されよ
うとしています。各リソースに適用可能
な停止メソッド Monitor_stop、
Stop、および Postnet_stopはグルー
プ内の有効なリソースに対して実行中で
す。

ERROR_STOP_FAILED リソースグループ内の 1つまたは複数の
リソースが停止に失敗し、
Stop_failed状態になっています。グ
ループのほかのリソースがオンラインま
たはオフラインである可能性がありま
す。ERROR_STOP_FAILED状態がクリ
アされるまで、このリソースグループは
ノード上での起動が許可されません。

scswitch - c などの管理コマンドを使
用して Stop_failedリソースを手動で
終了させ、その状態を OFFLINEに再設
定する必要があります。

ONLINE_FAULTED リソースグループは PENDING_ONLINE
で、このノード上での起動が完了してい
ます。ただし、1つまたは複数のリソー
スが Start_failed状態または
Faulted状態で終了しています。

PENDING_ONLINE_BLOCKED リソースグループは、完全な起動を行う
ことに失敗しました。これは、リソース
グループの 1つまたは複数のリソース
が、ほかのリソースグループのリソース
に対して強いリソース依存性があり、そ
れが満たされていないためです。このよ
うなリソースは OFFLINEのままになり
ます。リソースの依存関係が満たされて
いる場合、リソースグループは自動的に
PENDING_ONLINE状態に戻ります。

カテゴリ: 照会のみ

デフォルト: デフォルトなし

調整: NONE
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RG_system (boolean)
リソースグループの RG_systemプロパティーの値が TRUEの場合、そのリソース
グループとそのリソースグループ内のリソースに関する特定の操作が制限されま
す。この制限は、重要なリソースグループやリソースを間違って変更または削除し
てしまうことを防ぐためにあります。このプロパティーの影響を受けるのは
scrgadmコマンドと scswitchコマンドのみです。scha_control(1HA)および
scha_control(3HA)に関する操作は影響を受けません。

リソースグループ (またはリソースグループ内のリソース)の制限操作を実行する前
には、まず、リソースグループの RG_systemプロパティーをFALSEに設定する必
要があります。クラスタサービスをサポートするリソースグループ (または、リ
ソースグループ内のリソース)を変更または削除するときには注意してください。

操作 サンプル

リソースグループを削除する scrgadm -r -g RG1

リソースグループプロパティーを編集する
(RG_systemを除く)

scrgadm -c -t RG1 -y nodelist=...

リソースグループへソースを追加する scrgadm -a -j R1 -g RG1

リソースグループからリソースを削除する scrgadm -r -j R1 -g RG1

リソースグループに属するリソースのプロパ
ティーを編集する

scrgadm -c -j R1

リソースグループをオフラインに切り替える scswitch -F -g RG1

リソースグループを管理する scswitch -o -g RG1

リソースグループを管理しない scswitch -u -g RG1

リソースを使用可能にする scswitch -e -j R1

リソースの監視を有効にする scswitch -e -M -j R1

リソースを使用不可にする scswitch -n -j R1

リソースの監視を無効にする scswitch -n -M -j R1

リソースグループの RG_systemプロパティーの値が TRUEの場合、そのリソース
グループで編集可能な唯一のプロパティーは RG_systemプロパティー自身です。
つまり、RG_systemプロパティーの編集は無制限です。

カテゴリ: 任意

デフォルト: FALSE

調整: ANYTIME
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リソースプロパティーの属性
この節では、システム定義プロパティーの変更または拡張プロパティーの作成に使用
できるリソースプロパティーの属性について説明します。

注意 – boolean、enum、intタイプのデフォルト値に、Nullまたは空の文字列 ("")
は指定できません。

以下にプロパティー名とその説明を示します。

Array_maxsize
stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最大数。

Array_minsize
stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最小数。

Default
プロパティーのデフォルト値を示します。

Description
プロパティーを簡潔に記述した注記 (文字列)。RTRファイル内でシステム定義プロ
パティーに対する Description属性を設定することはできません。

Enumlist
enumタイプの場合、プロパティーに設定できる文字列値のセット。

Extension
リソースタイプの実装によって定義された拡張プロパティーが RTRファイルのエ
ントリで宣言されていることを示します。拡張プロパティーが使用されていない場
合、そのエントリはシステム定義プロパティーです。

Max
intタイプの場合、プロパティーに設定できる最大値。

Maxlength
stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の長さの最大値。

Min
intタイプの場合、プロパティーに設定できる最小値。

Minlength
stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の長さの最小値。

Property
リソースプロパティーの名前。

Tunable
クラスタ管理者がリソースのプロパティー値をいつ設定できるかを示します。クラ
スタ管理者にプロパティーの設定を許可しない場合は、NONEまたは FALSEに設定
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します。クラスタ管理者にプロパティーの調整を許可する値には、TRUEまたは
ANYTIME (任意の時点)、AT_CREATION (リソースの作成時のみ)、または
WHEN_DISABLED (リソースが無効のとき)があります。「いつ監視を無効にする
か」や「いつオフラインにするか」などのそのほかの条件を確立するには、この属
性を ANYTIMEに設定して Validateメソッドでリソースの状態を検証します。

デフォルトは、次のエントリに示すように、標準リソースプロパティーごとに異な
ります。RTRファイルで特に指定していない限り、拡張プロパティーを調整する設
定のデフォルトは TRUE (ANYTIME)です。

プロパティーの型
指定可能な型は、string、boolean、integer、enum、stringarrayです。
RTRファイル内で、システム定義プロパティーの型の属性を設定することはできま
せん。タイプは、RTRファイルのエントリに登録できる、指定可能なプロパティー
値とタイプ固有の属性を決定します。enumタイプは、文字列値のセットです。
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付録 B

有効な RGM名と値

この付録では、リソースグループマネージャー (RGM)の名前と値に指定できる文字
の条件について説明します。

有効な RGM名
RGM名は、次のカテゴリに分類されます。

� リソースグループ名
� リソースタイプ名
� リソース名
� プロパティー名
� 列挙型リテラル名

命名規則 (リソースタイプ名を除く)
リソースタイプ名を除き、すべての名前は次の規則に従う必要があります。

� 名前はASCIIである。
� 名前の先頭は文字である。
� 名前に使用できる文字は、英字の大文字と小文字、数字、ハイフン (-)、下線 (_)。
� 名前に使用できる最大文字数は 255である。

リソースタイプ名の形式
リソースタイプの完全な名前の書式は、次のように、リソースタイプによって異なり
ます。

161



� リソースタイプのリソースタイプ登録 (RTR)ファイルに #$upgrade指令が含まれ
る場合、書式は次のようになります。

vendor-id.base-rt-name:rt-version

� リソースタイプの RTRファイルに #$upgrade指令が含まれない場合、書式は次
のようになります。

vendor-id.base-rt-name

ピリオドは、vendor-idと base-rt-nameを分離します。コロンは、base-rt-nameと
rt-versionを分離します。

この書式における変数要素は次のようになります。

vendor-id ベンダー ID接頭辞を指定します。ベンダー ID接頭辞は、RTRファイ
ル内の Vendor_idリソースタイププロパティーの値です。リソース
タイプを開発する場合、会社の略号など、ベンダーを一意に識別する
ベンダー ID接頭辞を選択します。たとえば、Sun Microsystems, Inc.
により開発されるリソースタイプのベンダー ID接頭辞は SUNWで
す。

base-rt-name ベースリソースタイプ名を指定します。ベースリソースタイプ名は、
RTRファイル内の Resource_typeリソースタイププロパティーの
値です。

rt-version バージョン接尾辞を指定します。バージョン接尾辞は、RTRファイル
内の RT_versionリソースタイププロパティーの値です。バー
ジョン接尾辞は、RTRファイルが #$upgrade指令を含む場合、完全
なリソースタイプ名の部分だけを示します。#$upgrade指令は、Sun
Cluster製品のリリース 3.1から導入されました。

注 –ベースリソースタイプ名が 1つのバージョンだけ登録されている場合、scrgadm
コマンドで完全な名前を使用する必要はありません。ベンダー ID接頭辞、バー
ジョン接尾辞、あるいはその両方は省略できます。

詳細については、125ページの「リソースタイププロパティー」を参照してくださ
い。

例 B–1リソースタイプの完全な名前 (#$upgradeディレクティブが指定されている場合)

この例では、RTRファイルで次のようなプロパティーが設定されているリソースタイ
プの完全な名前を示します。

� Vendor_id=SUNW
� Resource_type=sample
� RT_version=2.0

RTRファイルによって定義される完全なリソースタイプ名は次のようになります。
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例 B–1リソースタイプの完全な名前 (#$upgradeディレクティブが指定されている場
合) (続き)

SUNW.sample:2.0

例 B–2リソースタイプの完全な名前 (#$upgradeディレクティブが指定されていない場合)

この例では、RTRファイルで次のようなプロパティーが設定されているリソースタイ
プの完全な名前を示します。

� Vendor_id=SUNW
� Resource_type=nfs

RTRファイルによって定義される完全なリソースタイプ名は次のようになります。

SUNW.nfs

RGMの値
RGMの値は、プロパティー値と記述値という 2つのカテゴリに分類されます。どち
らのカテゴリも規則は同じで、次のようになります。

� 値はASCIIであること。

� 値の最大長は 4M - 1バイト (つまり、4,194,303バイト)であること。

� 値に次の文字を含むことはできない。

� Null
� 復帰改行
� コンマ (,)
� セミコロン (;)
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付録 C

データサービス構成のワークシートと
記入例

この付録では、クラスタ構成のリソース関連構成要素を計画する場合に使用するワー
クシートを提供します。参考のために、ワークシートの記入例も掲載しています。ク
ラスタ構成のそのほかのコンポーネントのワークシートについては、『Sun Clusterソ
フトウェアのインストール (Solaris OS版)』の付録A「Sun Clusterのインストールと
構成のためのワークシート」を参照してください。

リソースに関連するコンポーネントがクラスタ構成に多数ある場合は、ワークシート
を適宜コピーしてください。これらのワークシートを完成させるには、『Sun Cluster
ソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』および第 1章の計画ガイドラインに
従ってください。記入済みのワークシートを参照しながら、クラスタをインストール
および構成します。

注 –ワークシートの記入例で使用されるデータはガイドとしてのみ提供されます。し
たがって、これらの例は、実際のクラスタの完全な構成を表しているわけではありま
せん。

構成のワークシート
この付録には次のワークシートが収録されています。

� 166ページの「リソースタイプのワークシート」
� 168ページの「ネットワークリソースのワークシート」
� 170ページの「アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート」
� 172ページの「アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート」
� 174ページの「リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート」
� 176ページの「リソースグループ—スケーラブルのワークシート」
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リソースタイプのワークシート
論理ホストまたは共有アドレス以外のリソースタイプにはこのワークシートを使用し
てください。

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード
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例 C–1リソースタイプのワークシート

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード

SUNW.nshttp phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_listener phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_server phys-schost-1, phys-schost-2
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ネットワークリソースのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

論理ホスト名 |共有アドレス

リソースタイプ名

依存関係

使用されているホスト名

拡張プロパティー 名称 値
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例 C–2ネットワークリソース—共有アドレスのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 sh-galileo

リソースグループ名 rg-shared

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Shared address

リソースタイプ名 SUNW.SharedAddress

依存関係 none

使用されているホスト名 sh-galileo

拡張プロパティー 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2

例 C–3ネットワークリソース—論理ホスト名のワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 relo-galileo

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Logical hostname

リソースタイプ名 SUNW.LogicalHostname

依存関係 none

使用されているホスト名 relo-galileo

拡張プロパティー 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2
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アプリケーションリソース—フェイル
オーバーワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ名

依存関係

拡張プロパティー 名称 値
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例 C–4アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 oracle-listener

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ名 SUNW.oracle_listener

依存関係 hasp_resource

拡張プロパティー 名称 値

ORACLE_HOME /global/oracle/orahome/

LISTENER_NAME lsnr1
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アプリケーションリソース—スケーラ
ブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存関係

拡張プロパティー 名称 値
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例 C–5アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 sh-galileo

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

rg-shared

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存関係

拡張プロパティー 名称 値
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リソースグループ—フェイルオーバー
のワークシート

コンポーネント 記入欄 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを指定
してください。

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。
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例 C–6例:リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 記入欄 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-oracle

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

Oracleリソースを含む

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを指定
してください。

schost1-dg

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。
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リソースグループ—スケーラブルの
ワークシート

コンポーネント 記入欄 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能

稼動系の最大数

主ノードの適切な数

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

稼動系が停止したあと、このリソー
スグループを稼動系に戻すかどうか
を選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

依存関係 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。

176 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



例 C–7例:リソースグループ—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 記入欄 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-http

機能 Webサーバーリソースを含む

稼動系の最大数 2

主ノードの適切な数 2

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

稼動系が停止したあと、このリソー
スグループを稼動系に戻すかどうか
を選択してください。

戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存関係 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。

rg-shared
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索引

数字・記号
#$upgrade指令, 162

A
Affinity_timeout,リソースプロパティー

, 134
API_version,リソースタイププロパティー

, 126
Array_maxsize,リソースプロパティー属
性, 158

Array_minsize,リソースプロパティー属
性, 158

Auto_start_on_new_cluster,リソースグ
ループプロパティー, 149

auxnodelist,ノードリストプロパティー, 23

B
Boot,リソースタイププロパティー, 127
Boot_timeout,リソースプロパティー, 134

C
Cheap_probe_interval,リソースプロパ
ティー, 134

CheckNameService拡張プロパティー, 71
colocation,オンラインリソースグループに対す
る強制, 107-108

continue_to_offload拡張プロパティー
, 116

D
Default,リソースプロパティー属性, 158
Description,リソースプロパティー属
性, 158

Desired_primaries,リソースグループプロ
パティー, 149

E
Enumlist,リソースプロパティー属性, 158
/etc/vfstabファイル
エントリの削除, 101
エントリの追加, 97

Extension,リソースプロパティー属性, 158

F
Failback,リソースグループプロパティー

, 150
Failover,リソースタイププロパティー, 127
Failover_mode,リソースプロパティー, 134
Failover_modeシステムプロパティー, 124
Fini,リソースタイププロパティー, 128
Fini_timeout,リソースプロパティー, 137
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G
Global_resources_used,リソースグループ
プロパティー, 150

H
HAStoragePlusリソースタイプ
アップグレード, 103-104
インスタンスの変更, 96-103
インスタンスの変更の失敗, 102-103
概要, 19-21
使用基準, 20-21
注意事項, 100
対HAStorageリソースタイプ, 21
リソースタイプのバージョン, 104

HAStorageリソースタイプ
概要, 19-21
使用基準, 20-21
対HAStoragePlusリソースタイプ, 21

I
Implicit_network_dependencies,リソー
スグループプロパティー, 150

Init,リソースタイププロパティー, 128
Init_nodes,リソースタイププロパティー

, 128
Init_timeout,リソースプロパティー, 137
installed_nodes,ノードリストプロパ
ティー, 22

Installed_nodes,リソースタイププロパ
ティー, 128

IP (インターネットプロトコル)アドレス,制
限, 22

Is_logical_hostname,リソースタイププロ
パティー, 128

Is_shared_address,リソースタイププロパ
ティー, 129

L
Load_balancing_policy,リソースプロパ
ティー, 138

Load_balancing_weights,リソースプロパ
ティー, 138

M
Max,リソースプロパティー属性, 158
max_offload_retry拡張プロパティー, 116
Maximum_primaries,リソースグループプロ
パティー, 150

Maxlength,リソースプロパティー属性, 158
Min,リソースプロパティー属性, 158
Minlength,リソースプロパティー属性, 158
Monitor_check,リソースタイププロパティー

, 129
Monitor_check_timeout,リソースプロパ
ティー, 138

Monitor_start,リソースタイププロパティー
, 129

Monitor_start_timeout,リソースプロパ
ティー, 139

Monitor_stop,リソースタイププロパティー
, 129

Monitor_stop_timeout,リソースプロパ
ティー, 139

Monitored_switch,リソースプロパティー
, 139

N
Network_resources_used,リソースプロパ
ティー, 139

nodelist,ノードリストプロパティー, 23
Nodelist,リソースグループプロパティー

, 151
Nodelistリソースグループプロパティー,と
アフィニティー, 106

nsswitch.conf,ファイルの内容の確認, 17
Num_resource_restarts,リソースプロパ
ティー, 140

Num_rg_restarts,リソースプロパティー
, 140

O
On_off_switch,リソースプロパティー, 140
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P
Pathprefix,リソースグループプロパティー

, 151
Pingpong_interval,リソースグループプロ
パティー, 151

pingコマンド,無効にしたリソースからの応
答, 64

Pkglist,リソースタイププロパティー, 129
Port_list,リソースプロパティー, 141
Postnet_stop,リソースタイププロパティー

, 129
Postnet_stop_timeout,リソースプロパ
ティー, 141

Prenet_start,リソースタイププロパティー
, 130

Prenet_start_timeout,リソースプロパ
ティー, 141

Probe_timeout拡張プロパティー
再起動時間への影響, 123
調整, 122

Property,リソースプロパティー属性, 158
prtconf -v コマンド, 13
prtdiag -v コマンド, 13
psrinfo -v コマンド, 13

R
R_description,リソースプロパティー, 142
Resource_dependencies,リソースプロパ
ティー, 142

Resource_dependencies_restart,リソー
スプロパティー, 142

Resource_dependencies_weak,リソースプ
ロパティー, 143

Resource_list
リソースグループプロパティー, 152
リソースタイププロパティー, 130

Resource_name,リソースプロパティー, 144
Resource_project_name,リソースプロパ
ティー, 144

Resource_state,リソースプロパティー, 144
Resource_type,リソースタイププロパティー

, 130
resources,構成データの取得、複製、または
アップグレード, 118

Retry_count,リソースプロパティー, 144
Retry_countシステムプロパティー, 123

Retry_interval,リソースプロパティー, 145
Retry_intervalシステムプロパティー, 123
RG_affinities,リソースグループプロパ
ティー, 152

RG_affinitiesリソースグループプロパ
ティー, 105-107

RG_dependencies,リソースグループプロパ
ティー, 152

RG_description,リソースグループプロパ
ティー, 153

RG_is_frozen,リソースグループプロパ
ティー, 153

RG_mode,リソースグループプロパティー, 153
RG_name,リソースグループプロパティー, 154
RG_project_name,リソースグループプロパ
ティー, 154

RG_state,リソースグループプロパティー
, 154

RG_system,リソースグループプロパティー
, 156

rg_to_offload拡張プロパティー, 117
RGM (Resource Group Manager)
値, 163
有効な名前, 161

RGOffloadリソースタイプ
拡張プロパティー, 116-117
構成, 114-116
障害モニター, 117

RT_basedir,リソースタイププロパティー
, 131

RT_description,リソースタイププロパ
ティー, 131

RT_system,リソースタイププロパティー, 131
RT_version,リソースタイププロパティー

, 131
RTR (リソースタイプ登録)ファイル, 104

S
Scalable,リソースプロパティー, 145
scinstall -pv コマンド, 13
scrgadmコマンド, 26-27
scsetupユーティリティー, 26
scsnapshotユーティリティー, 118
Service Management Facility (SMF), 18
showrev –p コマンド, 13
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Single_instance,リソースタイププロパ
ティー, 132

SMF (Service Management Facility), 18
Start,リソースタイププロパティー, 132
Start_timeout,リソースプロパティー, 146
Status,リソースプロパティー, 146
Status_msg,リソースプロパティー, 146
Stop,リソースタイププロパティー, 132
STOP_FAILEDエラーフラグ, 72-73
Stop_timeout,リソースプロパティー, 147
Sun Management Center GUI, 26
SunPlex Manager GUI, 26
Sun StorEdge QFSファイルシステム, 94
SUNW.LogicalHostnameリソースタイプ
アップグレード, 74-75
誤って削除したあとの再登録, 75-76
リソースタイプバージョン, 74

SUNW.SharedAddressリソースタイプ
アップグレード, 74-75
誤って削除したあとの再登録, 75-76
リソースタイプバージョン, 74

T
Thorough_probe_interval,リソースプロパ
ティー, 147

Thorough_probe_intervalシステムプロパ
ティー
再起動時間への影響, 123
調整, 121

Tunable,リソースプロパティー属性, 158
Type,リソースプロパティー, 147
Type_version,リソースプロパティー, 147
Type_versionプロパティー, 75, 104

U
UDP_affinity,リソースプロパティー, 148
Update,リソースタイププロパティー, 132
Update_timeout,リソースプロパティー, 148

V
Validate,リソースタイププロパティー, 132
Validate_timeout,リソースプロパティー

, 148
Vendor_ID,リソースタイププロパティー, 133
vfstabファイル
エントリの追加, 97
エントリの追加、削除, 101

W
Weak_affinity,リソースプロパティー, 148

あ
値, RGM (Resource Group Manager), 163
新しいリソースタイプバージョンへの移
行, 36-40

アップグレード
HAStoragePlusリソースタイプ, 103-104
構成データ, 119
事前登録されているリソースタイプ, 74-75
リソースタイプ, 35-36

アフィニティー,リソースグループ, 105-107
アプリケーションバイナリ,格納先の決
定, 16-17

アンマウント,ファイルシステム, 99

い
移行

HAStoragePlusリソース, 104
共有アドレスリソース, 75
論理ホスト名リソース, 75

委託,リソースグループのフェイルオーバーま
たはスイッチオーバー, 111-112

インストール,概要, 23-25
インターネットプロトコル (IP)アドレス,制
限, 22
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え
エラーフラグ, STOP_FAILED, 72-73
エラーメッセージ,ファイルシステムの変更の
失敗, 102

お
オンラインにする,リソースグループ, 54-56

か
回復,ファイルシステムの変更の失敗か
ら, 102-103

拡張,リソースプロパティー, 134
拡張プロパティー

Probe_timeout
再起動時間への影響, 123
調整, 122

RGOffloadリソースタイプ, 116-117
確認

HAStoragePlusリソースからのファイルシ
ステムの削除, 100

HAStoragePlusリソースへのファイルシス
テムの追加, 98

nsswitch.confファイルの内容, 17
型,リソースプロパティーの属性, 159
間隔,障害モニター検証, 121
完全な障害, 122-123

き
記述値,規則, 163
規則
記述値, 163
プロパティー値, 163
プロパティー名, 161
リソースグループ名, 161
リソース名, 161
列挙型リテラル名, 161

起動の同期,リソースグループとディスクデバ
イスグループ, 86-89

共有アドレスリソース
変更, 71-72
無効にしたときにホストから分離, 64
リソースグループへの追加, 48-50

均衡,クラスタノードの負荷, 109-110

く
組み合わせ,リソースグループ間のアフィニ
ティー, 112-113

け
計画
クラスタファイルシステム, 17
データサービス, 15-27

継続的な障害,定義, 122-123
現在の主ノードの切り替え,リソースグルー
プ, 62-63

こ
高可用性ファイルシステム
注意事項, 100
ファイルシステムの削除, 99-102
ファイルシステムの追加, 97-99
変更, 96-103
変更の失敗, 102-103
有効化, 92-96

構成
ガイドライン, 16-18
概要, 23-25
クラスタファイルシステムの計画, 17

構成と管理, Sun Clusterデータサービス, 33
構文
記述値, 163
プロパティー値, 163
プロパティー名, 161
リソースグループ名, 161
リソースタイプ名, 161
リソース名, 161
列挙型リテラル名, 161

考慮事項, 22
コマンド,ノード情報, 13

さ
再起動,許可される最大, 122
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再試行間隔, 122
最大値,再起動, 122
削除

HAStoragePlusリソースからのファイルシ
ステム, 99-102

リソース, 61
リソースグループ, 59-60
リソースグループからのノード
概要, 80
共有アドレスを使用したフェイルオー
バー, 84-85

スケーラブル, 81-82
フェイルオーバー, 82-84

リソースタイプ, 58-59
作成
共有アドレスリソース, 48-50
スケーラブルアプリケーションリソー
ス, 52-54

フェイルオーバーアプリケーションリソー
ス, 50-52

リソースグループ
スケーラブル, 44-45
フェイルオーバー, 43-44

論理ホスト名リソース, 46-48

し
システムプロパティー
「プロパティー」も参照
「拡張プロパティー」も参照
Failover_mode, 124
Retry_count, 123
Retry_interval, 123
Thorough_probe_interval
再起動時間への影響, 123
調整, 121

障害モニターへの影響, 121
事前登録されたリソースタイプ,誤って削除し
たあとの再登録, 75-76

事前登録されたリソースタイプの再登録, 75-76
事前登録されているリソースタイプ,アップグ
レード, 74-75

重要でないサービス,オフロード, 110-111
重要でないリソースグループのオフロード

RGOffloadリソースタイプ, 113-117
アフィニティー, 110-111

重要なサービス, 110-111

取得,リソースグループ、リソースタイプ、お
よびリソースについての構成データ, 119

障害
継続的な, 122-123
ファイルシステムの変更, 102-103
への対応, 123-124

障害追跡,ファイルシステムの変更, 102-103
障害モニター

RGOffloadリソースタイプ, 117
検証間隔, 121
検証タイムアウト, 122
障害への対応, 123-124
調整, 120-124
による障害の検出, 123-124
無効化, 56-57
有効化, 57

消去, STOP_FAILEDエラーフラグ, 72-73
書式,リソースタイプ名, 161
指令, #$upgrade, 162

す
スイッチオーバー,リソースグループの委
託, 111-112

スケーラブルアプリケーションリソース,リ
ソースグループへの追加, 52-54

せ
制限, 22
性能
重要なサービス用に最適化, 110-111
への検証間隔の影響, 121

設定
HAStoragePlusリソースタイプ, 92-96
HAStorageリソースタイプ
新しいリソース, 86-88
既存のリソース, 88-89

RGOffloadリソースタイプ, 113-117

そ
属性,リソースプロパティー, 158
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対応,障害への, 123-124
タイムアウト
障害モニター
設定の指針, 122

ダウングレード,リソースタイプ, 41-42

ち
注意事項,ファイルシステムの削除, 100
調整,障害モニター, 120-124

つ
追加

HAStoragePlusリソースへのファイルシス
テム, 97-99
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概要, 77
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フェイルオーバー, 78-80
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概要, 46-54
共有アドレス, 48-50
スケーラブルアプリケーション, 52-54
フェイルオーバーアプリケー
ション, 50-52

論理ホスト名, 46-48
ツール

scrgadmコマンド, 26-27
scsetupユーティリティー, 26
Sun Management Center GUI, 26
SunPlex Manager GUI, 26

強い肯定的なアフィニティー
使用例, 107-108
定義, 106

強い否定的なアフィニティー
使用例, 110-111
定義, 106

て
定義,継続的な障害, 122-123
ディスクデバイスグループ
リソースグループとの関係, 18-19

ディスクデバイスグループ (続き)
リソースグループとの起動の同期, 86-89

データサービス
計画, 15-27
考慮事項, 22
特殊な要件, 16
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登録
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アップグレード中, 104

SUNW.LogicalHostnameリソースタイプ
アップグレード中, 74-75
誤って削除したあと, 75-76

SUNW.SharedAddressリソースタイプ
アップグレード中, 74-75
誤って削除したあと, 75-76

事前登録されたリソースタイプ, 75-76
リソースタイプ, 33-34
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負荷均衡, 109-110
リソースグループからの削除
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共有アドレスを使用したフェイルオー
バー, 84-85

スケーラブル, 81-82
フェイルオーバー, 82-84

リソースグループの分散, 104-113
リソースグループへの追加
概要, 77
スケーラブル, 77-78
フェイルオーバー, 78-80

ノードリストプロパティー, 22-23
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ノードリソースの解放
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は
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プ, 74

SUNW.SharedAddressリソースタイプ, 74
配置,オンラインリソースグループに対する優
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ひ
表示,リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成, 66-67

ふ
ファイル

/etc/vfstab
エントリの削除, 101
エントリの追加, 97

RTR, 104
ファイルシステム

HAStoragePlusリソースからの削
除, 99-102

HAStoragePlusリソースへの追加, 97-99
アンマウント, 99
高可用性
変更, 96-103
有効化, 92-96

注意事項, 100
変更の失敗, 102-103
マウント, 97

フェイルオーバー
オンラインリソースグループの分散の維
持, 104-113

リソースグループの委託, 111-112
フェイルオーバーアプリケーションリソース,
リソースグループへの追加, 50-52

フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なア
フィニティー
使用例, 111-112
定義, 106

負荷均衡, 109-110
複製,構成データ, 118
部分的な障害, 122-123
プロパティー
「拡張プロパティー」も参照
Type_version, 75, 104
リソース, 133
リソースグループ, 149
リソースタイプ, 125

プロパティー属性,リソース, 158
プロパティー値,規則, 163
プロパティー名,規則, 161
分散,オンラインリソースグループ, 104-113

へ
変更
共有アドレスリソース, 71-72
リソースグループプロパティー, 69
リソースタイププロパティー, 67-69
リソースプロパティー, 70-71
論理ホスト名リソース, 71-72

編集
HAStoragePlusリソース, 104
共有アドレスリソース, 75
論理ホスト名リソース, 75

ほ
ボリュームマネージャー,高可用性ファイルシ
ステム, 93

ま
マウント,ファイルシステム, 97

む
無効化

SMFインスタンス, 18
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無効化 (続き)
リソース, 64-66
リソース障害モニター, 56-57

無効にしたリソース,予期せぬ動作, 64

ゆ
有効化,リソース障害モニター, 57
有効な名前, RGM (Resource Group

Manager), 161

よ
要件,データサービス, 16
弱い肯定的なアフィニティー
使用例, 108-109
定義, 106

弱い否定的なアフィニティー
使用例, 109-110
定義, 106

り
リソース

STOP_FAILEDエラーフラグの消去, 72-73
共有アドレス
変更, 71-72
無効にしたときにホストから分離, 64
リソースグループへの追加, 48-50

構成情報の表示, 66-67
削除, 61
障害モニターの無効化, 56-57
障害モニターの有効化, 57
スケーラブルアプリケーション
リソースグループへの追加, 52-54

フェイルオーバーアプリケーション
リソースグループへの追加, 50-52

プロパティーの変更, 70-71
無効化, 64-66
リソースグループへの追加, 46-54
リソースタイプの削除, 58-59
論理ホスト名
変更, 71-72
リソースグループへの追加, 46-48

リソースグループ
UNMANAGED状態への移行, 64-66
アフィニティー, 105-107
オンラインにする, 54-56
強制的に同じ場所に配置, 107-108
強制的に分離, 110-111
共有アドレスを使用したフェイルオーバー
ノードの削除, 84-85

均等分配, 109-110
現在の主ノードの切り替え, 62-63
構成情報の表示, 66-67
構成データの取得、複製、またはアップグ
レード, 118

削除, 59-60
作成
スケーラブル, 44-45
フェイルオーバー, 43-44

スケーラブル
ノードの削除, 81-82
ノードの追加, 77-78

ディスクデバイスグループとの関係, 18-19
ディスクデバイスグループとの起動の同
期, 86-89

できる限り同じ場所に配置, 108-109
できる限り分離, 109-110
ノード間で分散, 104-113
ノードの削除, 80
ノードの追加, 77
フェイルオーバー
ノードの削除, 82-84
ノードの追加, 78-80

フェイルオーバーまたはスイッチオーバーの
委託, 111-112

プロパティーの変更, 69
リソースの追加, 46-54
共有アドレス, 48-50
スケーラブルアプリケーション, 52-54
フェイルオーバーアプリケー
ション, 50-52

論理ホスト名, 46-48
リソースグループプロパティー, 149

Auto_start_on_new_cluster, 149
Desired_primaries, 149
Failback, 150
Global_resources_used, 150
Implicit_network_dependencies, 150
Maximum_primaries, 150
Nodelist, 151

187



リソースグループプロパティー (続き)
Pathprefix, 151
Pingpong_interval, 151
Resource_list, 152
RG_affinities, 152
RG_dependencies, 152
RG_description, 153
RG_is_frozen, 153
RG_mode, 153
RG_name, 154
RG_project_name, 154
RG_state, 154
RG_system, 156

リソースグループ名,規則, 161
リソース障害モニター, 56-57
リソースタイプ

HAStorage
新しいリソース, 86-88
既存のリソース, 88-89

HAStoragePlus
インスタンスの移行, 104

LogicalHostname
インスタンスの移行, 75

RGOffload, 113-117
SharedAddress
インスタンスの移行, 75

新しいリソースタイプバージョンへの移
行, 36-40

アップグレード, 35-36
構成情報の表示, 66-67
構成データの取得、複製、またはアップグ
レード, 118

削除, 58-59
事前登録された
誤って削除したあとの再登録, 75-76

事前登録されている
アップグレード, 74-75

ダウングレード, 41-42
登録, 33-34
登録解除, 58-59
プロパティーの変更, 67-69

リソースタイプ登録 (RTR)ファイル, 104
リソースタイププロパティー, 125

API_version, 126
Boot, 127
Failover, 127
Fini, 128
Init, 128

リソースタイププロパティー (続き)
Init_nodes, 128
Installed_nodes, 128
Is_logical_hostname, 128
Is_shared_address, 129
Monitor_check, 129
Monitor_start, 129
Monitor_stop, 129
Pkglist, 129
Postnet_stop, 129
Prenet_start, 130
Resource_list, 130
Resource_type, 130
RT_basedir, 131
RT_description, 131
RT_system, 131
RT_version, 131
Single_instance, 132
Start, 132
Stop, 132
Update, 132
Validate, 132
Vendor_ID, 133

リソースタイプ名,規則, 161
リソースプロパティー, 133

Affinity_timeout, 134
Boot_timeout, 134
Cheap_probe_interval, 134
Failover_mode, 134
Fini_timeout, 137
Init_timeout, 137
Load_balancing_policy, 138
Load_balancing_weights, 138
Monitor_check_timeout, 138
Monitor_start_timeout, 139
Monitor_stop_timeout, 139
Monitored_switch, 139
Network_resources_used, 139
Num_resource_restarts, 140
Num_rg_restarts, 140
On_off_switch, 140
Port_list, 141
Postnet_stop_timeout, 141
Prenet_start_timeout, 141
R_description, 142
Resource_dependencies, 142
Resource_dependencies_restart, 142
Resource_dependencies_weak, 143
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リソースプロパティー (続き)
Resource_name, 144
Resource_project_name, 144
Resource_state, 144
Retry_count, 144
Retry_interval, 145
Scalable, 145
Start_timeout, 146
Status, 146
Status_msg, 146
Stop_timeout, 147
Thorough_probe_interval, 147
Type, 147
Type_version, 147
UDP_affinity, 148
Update_timeout, 148
Validate_timeout, 148
Weak_affinity, 148
拡張, 134

リソースプロパティーの属性, 158
Array_maxsize, 158
Array_minsize, 158
Default, 158
Description, 158
Enumlist, 158
Extension, 158
Max, 158
Maxlength, 158
Min, 158
Minlength, 158
Property, 158
Tunable, 158
型, 159

リソース名,規則, 161

れ
列挙型リテラル名,規則, 161

ろ
論理ホスト名リソース
変更, 71-72
リソースグループへの追加, 46-48
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